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　あれは翠すいが五歳の頃だ。

　豊かに実った稲に赤とんぼが舞う、長閑のどかな秋の夕暮れ。

　日課である修行を終えて家いえ路じにつくと、村外れに住むばあちゃんが縁えん側がわに座って、母さんと一緒にほうじ茶を飲んでいた。

　翠はこの里に拾われた子なので、母さんは本当の母さんじゃないし、ばあちゃんも本当のばあちゃんじゃない。それでも翠は、この二人が大好きだった。

「翠ちゃんや、大きくなったねぇ。どれ、ひとつ手相でも見てやろう」

　ばあちゃんは、この里で一番頼りにされている占い師である。季節の異常や世よの事じ変へんを言い当てたりするので、里のみんなから〝占い婆ばば〟と呼ばれている。

「ほぉ面おも白しろい相が出ているよ。翠ちゃん」

「なあに？」

「あんた、八歳で死ぬね」

「おばあちゃん！　子供相手になんてことをっ」

　お茶にむせながら、慌あわてて母さんが口を挟はさむ。しかし、ばあちゃんは平気な顔で、

「安心おし」

　と、翠に頷うなずいてみせた。

「運命には必ず逃げ道ってのがあるもんさね。大事なのは、早くその道を見つけ出し正しく選択出来るかじゃ。どれどれ」

　さらに念入りに翠の手を眺ながめ、ふいににんまり笑って「男、だね」とつぶやく。

「ある男が現れて、翠ちゃんを死から救ってくれる。そして翠ちゃんが再び、その男と出会うことが出来たなら、そのときは迷わずすべてを捧ささげることじゃ。その男こそ、翠ちゃんの運命のお相手だからのぉ」

「すべてを捧げるって？　命を懸かけて守ってあげるってこと？」

「ふぉふぉふぉ、翠ちゃんは子供じゃねぇ。おなごがすべてを捧げるっちゅーんは、頭をなでなでされたり頰ほおをすりすりされたり、もっと言えばの……」

「おばあちゃん！　それ以上は言わなくてよろしっ」

　母さんが怖こわい顔で止めに入ったので、結局、その話はそれっきりになってしまった。




　その後。

　八歳のときに、翠は本当に死にかける。

　そしてそのときに助けてくれた男に、十五歳になったある日再会した。

　桜舞い散る、春たけなわの美しい庭園で。

　七年越しに見た命の恩人は、立派な若者に成長していた。

「……久しぶりだね、翠。本当に美しくなった」

　今、翠はその男に頭をなでなでされている。

（これでいいの、ばあちゃん？　すべてを捧げるってこういうこと？）

　今はもうあの世に逝いってしまったばあちゃんに呼びかけてみるが、もちろん返事はない。




　天てん享きよう五年──江え戸ど幕ばく府ふが始まってから、ちょうど百年目の春のことである。
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　高たか輪なわ大おお木き戸ど。ここはお江戸の出入り口。

　冬の寒さも幾いく分ぶん和やわらぎ、花は梅から桜へと移ろいゆこうとしている。江戸に来た人、出て行く人。それをまた見送る人や迎むかえる人なんかで、関門前は今日もごった返していた。春風に誘さそわれて、みなどこか朗ほがらかな表情だ。

　賑にぎやかなこの場所で先代からの茶屋を受け継ついだ権ごん兵べ衛えには、ちょっとした特技がある。

　それは、道行く人の所しよ作さや外見だけで職業を当てるというものだ。

「見事な二本差しに堂々たるお姿、あれはどこぞのお武ぶ家け様に違いねぇ。あの恰かつ幅ぷくのいい爺じいさんは、小こ僧ぞうをお供に連れていて着ている着物も洒落しやれているから……商人。うむ、それも呉ご服ふく屋のご隠いん居きよさんだな。それからあれは坊ぼう主ず。あのちゃきちゃきした小娘は、旅籠はたご屋やの看板娘だね」

　茶屋の仕事もろくにせず、日がな一日そんなことばかりしている権兵衛が、今日も新たな獲物を探していると──。

「！」

「……？」

　妙みような少年と目があってしまった。権兵衛の目が不ふ審しんげに細められる。

　歳としの頃は、十四、五といったところか。服装はありふれた旅たび装しよう束ぞくである。

　鼻び梁りようの整ったなかなかの顔つきだが、まるで武家の娘さんのように高い位置で長い髪を結ゆっていて、前髪は無む造ぞう作さに伸ばされたまま。驚くことにその一部が紅あかく染められていた。

（なんだ、この小僧は……見せ物小屋の役者か？）

　観察していると、ふいにその少年から笑いかけられる。どこか人好きのする良い笑顔だった。

「お、よさげな茶屋発見！　翠すい、ちょっと休んでこうぜ？」

　少年は十歩ほど先で地図を広げている年格好のよく似た背中を呼び止めている。どうやら旅のお仲間らしい。

「翠、す～い、翠ったら、す」

「るさいっ」

　少年の呼び声に振り返ったその姿を見て、権兵衛は思わず息をつめていた。

「!!」

　なんとも美しい少女である。

　これまた江戸では珍めずらしい髪型で、背中まで伸ばされた髪はどこも結われていなかった。だが、毛先までよく手入れされた真まっ直すぐな黒髪に乱れた様子はなく、まるできちっと結われているかのような整せい然ぜんとした印象を受ける。

（まるで川辺に凜りんと咲く、一輪の花……）

　それも愛あい想そのよい野花ではなく、近寄りがたい高たか嶺ねの花である。

　しかし、その少女。次の瞬間には、呼び止めた少年に跳とび蹴げりを食らわせようとしていた。

「人の名前を、大安売りみたいに連れん呼こするなっ」

「なんだいきなり！　なに、怒ってんだよ、翠？」

　いきなり蹴る方も蹴る方だが、少年はそれを見事な早はや業わざで躱かわしている。

　権兵衛は驚きのあまり、二人から目が離せなくなっていた。

　翠と連呼されていた娘は、その可か憐れんな外見に似合わず口より先に手が出る性た質ちらしい。

　また一見ただの人ひと懐なつっこそうな少年も、どこか秘めたる冷静さを持ち合わせているようだ。

　彼らは今まで観察してきた人々の、どの職業にも当てはまらなかった。強しいて言えば、見物小屋の一座のようだが、それにしては所作があまりにも美しい。あれは武術を極めた者の動きである。だからといって武家や侍さむらいの持つ、独特の堅かた苦くるしさは微み塵じんも感じられなかった。

「休きゆう憩けいはさっきしたばっかりでしょ!?　烈れつがグズグズしてるから、全っ然、目的地に着かないんじゃないっ」

「烈って呼ぶな。俺のコトは、『兄様』もしくは『兄さん』って、ちょっと甘えた感じで呼べと、常つね日ひ頃ごろ注意してるだろ？」

　烈、と呼ばれた少年の一言に、美少女はさらに怒りを深めたようだった。

「貴き様さまを兄だと思ったことはなーい！」

　新たな蹴りに手しゆ刀とう技わざを加えながら、敵を鮮あざやかに追い込んでいく。しかし、相手も同じ素早さで次々と攻撃をよけ続け──そのまま、謎なぞの二人組は人混みの中に消えていった。

　あとには首をかしげる権兵衛ひとりが残される。

「翠に烈？　妙ちきりんな名前だが……なんだったんだ、あの二人は？」

　権兵衛はそれから二人の正体を一晩寝ずに考えたが、結局、答えが出ることはなかった。




　権兵衛が分からなかったのも無理はない。彼らは忍者。それも生きつ粋すいの甲こう賀が者である。

　日本一の湖を抱いだく近おう江みの国──その外はずれの山奥に、翠達の故郷ふるさと〝甲賀〟はあった。

　隣となりの〝伊い賀が〟と並んで、古来から脈々と忍しのびの術を受け継ぎ、それぞれ乱らん世せで暗あん躍やくしてきた闇やみの一族である。

「こら待てってば、翠。こんな人混みン中で喧けん嘩かしてちゃ、俺らの正体すぐバレんだろ」

　翠のさらなる攻撃を止やめさせるために、烈は隙すきをついてその腕を摑つかみ上げる。

「なに言ってんの。私達は〝北ほつ湖こ一いつ刀とう流りゆう〟師し範はん代だいの弟で子し。通行手形に書いてあったでしょ？」

「……そうだっけ？」

　摑まれた腕を振り払って、翠は大きなため息をついた。

「もう！　ちゃんと確認しといてよね、烈」

　旅装束の胸元から一枚の紙を取り出し、烈の目の前に突きつける。

　もちろん、それは翠達を安全に江戸へ入れるために里さと長おさが持たせてくれた偽ぎ造ぞう手て形がただ。

　徳とく川がわ幕ばく府ふが始まって早百年。はっきり言って、天てん下か泰たい平へいの世にもはや忍者の業わざは無用の長物である。今では多くの人間が忍者は滅ほろびたと考えているか、もしくは存在すら信じていない。それでも、代々受け継がれてきた忍びの術を絶たやしてはならぬと、翠も烈も、それこそ物心がつく前から厳しい忍者修行を叩たたき込まれてきたのだ。

　戦闘や間かん諜ちようはもちろんのこと、修行の内容は薬学や地理、算術にまで及んでいた。なのに。

「本職明かせば江戸に入れてもらえないなんて、悲しいよな」

　手形にざっと目を通した烈が小声でぼやいた後のち、関所に立っている役人に手形を渡す。

　偽造とはいえ、忍びの作った本格的な手形である。簡単に見破られる代しろ物ものではない。

「通るがよい」

　予想通りあっさりと関所を抜けた翠と烈は、いよいよ江戸の街へと入った。

「スゲーな、俺ら本当に江戸に来たんだ……！」

　賑やかな人波を眺ながめながら感かん慨がい深げにつぶやく烈に、翠も黙だまって頷うなずく。

　百年目という節目の年でもあり、街は長らく続く泰平の世を喜ぶ民で充みち満ちている。老いも若きも男も女も、道行く人はみな幸せそうに見えた。

「ヤバ……俺ちょっと感激して泣きそう。だってあの、華はなのお江戸だぜ？　天下の将軍様のお膝ひざ元もとってやつだぜ？」

「里を出てから十五日。色々あったけどやっと着いたね」

「そうだよなぁ！　信しが楽らきのタヌキどもに囲まれて弁当取られたことに始まり、有あり松まつの旅籠屋では美人の姉ちゃんに財布をスられ、箱はこ根ねの温泉で調子に乗って泳いでたら溺おぼれかけたし」

「……それ全部、烈だけの話だからね」

　一緒にしないで、と翠がぴしゃりと釘くぎを刺さす。

「だから！　烈って呼ぶなっていっつも言ってんだろ。俺のコトは『兄様』または『兄さん』と呼べ。いや、この際『兄上』でも許す。ただし、呼ぶときは鼻にかかったような甘えた感じで、こう上うわ目め遣づかいに見つめながらだな」

「阿あ呆ほう。変態。ド助すけ平べ」

「さらっと痛いコト言うなっ。余計に傷つくだろーがっ」

　翠と烈──彼らは双子としてこの世に生せいを受けている。

　幼い頃はそっくりだった顔立ちも、十を過ぎた頃から烈は血けつ気き盛さかんな少年らしく、翠は落ち着いた少女へと変化していった。

　その翠が、少しだけ顔を曇くもらせる。

「私達、里に拾われた捨て子だったんだから、どっちが上かなんて分かんないでしょ」

「だったら俺が兄でいいじゃん。我ながら、妹思いのいい兄貴だと思うぜ？」

　即行で返された安あん直ちよくな意見に、翠は不ふ機き嫌げんに眉まゆをしかめた。

　確かにすべてを否定するわけではない。

　烈は修行で身につけた薬学を駆く使しして髪かみ染ぞめの薬剤を作り出し、十歳ぐらいのときから前髪の一部を紅く染めている。本人は周りに〝お洒落だしカッコイイから〟と言い張っているが、本当は翠のためなのである。

　この国ではどこへ行っても双子を忌いみ嫌う習慣が根強く残っているため、少しでも翠と違って見えるようにと考えてくれたのだ。

　そんな烈の思いやりを、翠も十分に感じてはいる。いるのだが。

「やっぱり烈を兄だとは認めたくない。てかホントは他人でいたい。だって、バカすぎだもん」

「ななな、なんという仕打ち！　兄ちゃんはなっ、兄ちゃんはこの世でたったひとりの可か愛わいい妹のために、日々健けな気げに頑張っているというのに」

　よよよ、とわざとらしく泣き崩くずれている烈をひとり置いて、翠はさっさと地図を広げる。

　こういうやり取りは、二人にとって日常茶さ飯はん事じだ。翠もいい加減、烈の相手をするのは疲れるので、最近は完全無視で通している。

（そんなことよりも）

　せっかく江戸へ入ったのだ。一刻も早く、自分達を呼び寄せてくれた先せん輩ぱいに会いたかった。

（天てん竜りゆう先輩、元気にしてるかな？　里を出てから七年……もうすっかり江戸っ子だろうな）

　翠達よりも十ほど年上の天竜は〝甲賀史上最強〟とまで謳うたわれる誉ほまれ高い忍者だったので、そのまま里に残って特別な任務や後輩の育成に当たっていたが、今から七年前にふらりと甲賀の里を出て江戸へ行ってしまった。その先輩がわざわざ翠達を里から呼び寄せ、江戸で仕事の世話をしてくれるのだという。

　個人主義の伊賀とは異なり、甲賀では学校のような組織を敷しいて一族全員で忍者の育成に当たっている。甲賀の里の子供達は十五歳までを一応の区切りとして基き礎そ的な忍術を学ぶのだ。

　そしてその後、個人の得意分野を活いかして専門課程へと進むことになる。

　だから生粋の忍者にならずとも、生きていく道は多数にあった。

　藩はんの武術師範や用よう心じん棒ぼうばかりでなく、薬学を活かして医者や薬師に紛まぎれ込む者もいたし、翠の同期の子は得意の算術を買われて、今は近江商人の番ばん頭とう見習いにまでのし上がっている。

　けれどいずれの道に進もうとも、せっかく厳しい修行を経へて身につけた技術のほとんどを、一生秘密にして生きていかなければならないことに変わりはなかった。

　そんな境遇は、天竜も同じはずである。

　どれほど忍術が優れていても、一歩里を出ればそれを活かす道など皆かい無むに等しく、ただ素性を隠してひっそりと暮らすだけ──それが天下泰平を生きる忍者の宿命なのである。

　しかしそんな中、翠達は天竜から「忍者であることを最大限活用している仕事に採用する」との手ふ紙みをもらってしまった。にわかには信じ難いが、もし本当なら幸せ者としか言いようがない。

　それも華のお江戸で、だ。

（しかも私には、運命の出会いがあるかもしれないし）

　恋愛音おん痴ちの翠にしては珍しく、そっと頰ほおを赤く染める。胸に宿るは、おばあちゃんが占いで言っていた『命の恩人との再会』──。

　その占いが正しければ、運命の男はここお江戸にいるはずなのだ。

「しっかし、こーんな大きな都で忍びの仕事って、一体何するんだろうな？」

　腕が鳴るぜぃと言いながら、烈がいつの間にか隣を歩いている。さっきまで道ばたで泣き崩れていたはずなのだが……まぁこれも、日常茶飯事のことだ。

「百年続いた平和のおかげで、私達の修行の成果なんて一生試せないって諦あきらめてたけど。そんな中、忍び稼か業ぎようで江戸で暮らしてる天竜先輩って、本当にすごい人だったんだね」

「おうよ。で、その先輩の手伝いが出来る俺らってスッゲェ幸せ者っちゅーこと！」

　るんるんと翠の前を飛び跳はねている烈が、急に足を止めた。

「おお！　あの茶屋の娘さん、よく見るとメッチャ可愛いじゃんっ。いや待て、客のお姉さんも素敵。いやいや、いま俺の方をちらりと見た通りすがりの麗うるわしき奥方！　んもう、お江戸ってば美人の宝庫じゃんっ。最っ高!!」

「……底なし馬鹿」

「なに言ってんだ、翠。新天地での素早い現状把は握あく。コレ大事だって、修行で習ったろ？」

　もっともらしく頷きながら、烈が横から地図をのぞき込んだ。

「で、その天竜先輩の家ってのは、どこにあんだ？」

　同じく地図を睨にらみつけながら、翠は「うーん」と首を捻ひねった。

「この日本橋大通り沿いにずっと歩いて、あの辺あたりの細い道を入った、その一番奥だって書いてあるんだけど……」

「だけど、蔵くらが三つもある立派な商家風のお屋や敷しきなんて、全然見あたらないぜ？」

「おかしいな。道、間違えたかな？」

　周りにあるのは、小さな店や長なが屋やばかりである。

「おいおいおい。しっかりしろよ、翠。忍びが道間違えてどうすんだよ」

「じゃあ烈がちゃんと地図、見てくれたらいいでしょ！」

「あ、無理。俺って本能で駆かけ抜ける派だからね。元々地図とは相性悪ィんだ」

「…………」

　もはや掛けるべき言葉も見つからず、翠は小さな声で「役立たず」とつぶやくと地図を畳たたんだ。何度見直しても、場所は確かにここである。

「あ」

　翠が急に小さくつぶやいて、そのまま固まった。烈はそんな翠には気づかず、まだ周りをキョロキョロと見渡している。

「甲賀でも伝説的忍者だった先輩のことだ。きっと、俺らの想像を超える密ひそやかさで江戸に馴な染じんでいるに違いない。うん、だから簡単に見つからないんだ。さすが先輩、カッコイイ！　そういうとこ、俺らも早く見習わないとなっ」

「でも烈、あれって……」

　それ以上言葉にならず黙って指で差し示す。その方向を見やった烈は、口を半開きにしたまま頰を引きつらせた。

「噓うそだろ？」

　蔵が三つもある立派な商家風のお屋敷なんてどこにもない。あるのは、狭い土地に無理して建てた木造二階建ての住居兼店舗……というか、ほとんど掘ほっ立て小屋に近い。

（やっぱり地図を読み違えたんだ。もしくは先輩は最近、引っ越したのかも！）

　けれどそんな翠の最後の望みを打ち砕くだくかのように、そこには──。




【忍者そば】




　という、看板がでかでかと掲かかげられていた。ボロい上に粋センスもない。いや、それ以上に。

「バラしてんじゃん、正体……」

　翠の気持ちを代だい弁べんして、烈が呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「で、でもまだ、先輩の店って決まったわけじゃないし」

「そだな。ちょっと中の様子を探ってみようぜ」

　そこは忍びの二人である。音もなく気配を消し去ってそば屋の横へと回り込み、勝手口の窓からそっと中を窺うかがった。

　狭苦しい店の中には天竜先輩らしき背中が見えた。向かい合うように客が二人、質しつ素そな卓でそばを啜すすっている。

「んん、やっぱ美う味まいね。ここのそばは」

「だね。手打ちとはまた違った、この独特のコシがたまらねぇ」

　常連らしき客達に、天竜は上機嫌で「ありがとさんで」と頭を下げている。

　それを見ていた烈が、そっと翠に耳打ちしてきた。

「……そば屋を隠かくれ蓑みのにして、密かに忍者の仕事してんのかな……？」

　そうであって欲しいが、確信するにはまだ情報が足りない。翠は黙って首をかしげた。

「しかし天竜さんよ、忍者ってぇとあれだろ？　初代徳川家いえ康やす公こうに仕えた、服はつ部とりなに蔵ぞうって奴やつこさんの活躍で、今では徳川御ご三さん家けに収まってんじゃねぇのかい？」

　客のひとりが箸はしを振りながら、驚くような発言をする。さらにもうひとりも、

「おうよ。俺も聞いたことあるよ？　なんでも、忍者がこんな風に別の商売してちゃあ〝抜け忍〟とかいって、お仲間に成せい敗ばいされちまうらしいじゃねぇか」

　と付け足している。これは間違いなく、天竜を忍者だと知っているに違いない。しかも。

「あー……それは全部、伊賀の話っすね。甲賀は別に抜け忍とかって考えはないっすよ。忍術バラすのはさすがにヤバいけど」

「天竜さんは甲賀者かい。じゃあ気の悪わりぃ話しちまったなぁ。伊賀とは犬けん猿えんの仲なんだろう？」

「いえいえ。巷ちまたでは面白おかしく『伊賀対甲賀』なんて勝手に対決させられてますけど、基本的にお隣さんですからね、結構仲いいんスよ？」

　天竜の明あけ透すけな話に、客は「へぇ」と驚いている。

　しかし本当に驚いているのは、言うまでもなく翠達の方だ。

（ななな、なに全部バラしてんの？　天竜先輩、本気？　ってか正気!?）

　焦あせる翠の心中も知らず、天竜はそばを食べ終わった客達に愛想良く茶を淹いれている。

「とはいえ、戦国乱世から百年も経たてば伊賀も甲賀もみな廃はい業ぎようですよ。今では忍者のほとんどが、田畑を耕して平和に暮らしてます。俺はどうしても江戸に住みたかったから、思い切って里を出てきましたが」

「で、生まれたのが〝忍者そば〟ってわけだね。なるほど、これは確かに忍法に違ちげぇねぇ。なんせ、美味い、早い、安いの三拍びよう子し揃そろってるうえに、いつでもどこでも食べられるんだからよ」

「お湯をかければ出来上がりなんて、いくらせっかちな江戸っ子でもびっくりだぜ。一体、どうやって作ってんだよ、天竜さん」

　不思議そうな客に、天竜は肩をすくめてみせた。

「そりゃま、忍術ってことで、秘密でお願いしますよ」

　隣で烈が、膝ひざから崩れ落ちつつ拳こぶしを震ふるわせている。

「……秘密にするトコってそこかい……っ」

　烈にしては珍しく、それはもっともな意見だった。




「隠かくれてないで出てこいよ」

　客が帰った途と端たん、天竜は翠達が張りついていた窓へと視線を投げる。二人とも、確かに気配を消してのぞいていたはずなのだが、さすがにそこは優秀な先輩ということか。

「よく来たな。烈、翠。里に変わりはないか？」

　振り返った天竜先輩は、七年前に別れたときとさほど変わっていない。長身で穏やかな人柄だが、垂れ目気味の瞳ひとみにはどこか剣けん吞のんさを秘めている。親しみやすい顔つきの割には、本心では何を考えているのか分からないというのが、特徴と言えば特徴だった。

「先輩！」

　烈は急いで店先へと回り込み、天竜のもとへと駆け寄った。翠もその後に続く。

「里はド田舎いなかなんで相変わらずなーんも変わりないッスけど！　それよりもうっ、俺言いたいことありすぎて何から話していいか分っかんないスよ!!」

「じゃあ、一番気になったことから順番に言え」

　落ち着き払った天竜とは対照的に、烈は頭を抱かかえて考え込んでいる。

「えーっと、一番って言われても……そうだな、まずなんで蔵が三つもある商家風のお屋敷じゃないんですかっ」

「それ一番じゃないでしょっ」

　翠が鋭く突っ込み、代わりに天竜へと視線を向けた。

「先輩、どうして忍者だって公言してしまってるんですか？」

「そう、それだ！　俺の一番聞きたかったコト」

　詰つめ寄る二人に、天竜は「まぁ座って、俺のそばでも喰くえ」と椅い子すを勧めてくれた。

「見ての通り、俺はここでそば屋を営んでいる。江戸で暮らすにも金がいるからな。だが、こんなでっかい都だ、そば職人なんぞ掃はいて捨てるほどいる。だから俺は考えた」

　片手にどんぶりを持ちながら二人の正面に座って、天竜は話を続ける。

「せっかちで美食家の江戸っ子にウケる新しいそばはないか。そこで発明したのがこの〝超ちよう即そく席せき・忍者そば〟だ」

　目の前には、どんぶり。その中に干ひ涸からびて小さくなったそばが入っている。言うまでもなく、まったく美お味いしそうには見えなかった。

「……」

「いいか？　普通のそばってのは、まずそばを打ち、それを湯がいて、のびないうちに客に喰わせなければならない。打った麵めんが売れ残れば捨てなければならないし、そばを作る手間と時間を考えれば、決して楽な商売でもないんだ。そこをすべて解決したのが、俺の発明ってわけ。まず売れ残ったそばを、そば屋から安く買い取る」

「！　そば屋なのにそば打ってないんスか!?」

　烈はすっかり先輩の話に吞のみ込まれている。翠は「この話、本当に質問の答えに行きつくの？」と思いつつ、ひとり天てん井じようを仰あおいだ。

「ああ、そばを打ったことはない。買ってきたそばをその日のうちに油で揚あげる。そうすれば水分が抜けて、信じられないほど日持ちがするんだ。それに、この鰹かつおと昆こん布ぶの出だ汁しを煮詰めて粉末にしたものを振りかけて、熱いお湯を注そそぐと──」

　手順の説明通りに、天竜は忍者そばを作り上げた。

「!!」

　翠と烈の表情が変わる。急に、かけそばらしい、いい香りがしてきた。

「うぉ、コレ美味しいぞっ」

　さっそく食べた烈が、歓かん喜きの声を上げている。

　翠も恐おそる恐おそる箸をつけてみた。確かに美味しい。打ちたてのそばとは少し風味が異なるが、独特のこってり感がクセになりそうだ。

「言っておくがこれは全部、甲賀で習った薬学の応用だぞ？　ちゃんと覚えてるか？　薬草の扱いさえ熟じゆく知ちしていたら、すぐに考えつくことだ」
















　ふいに先輩らしい一面を見せる天竜に、烈が感心して頷いた。

「だから〝忍者そば〟なんスね」

「いや、そういうわけでもない。実はこれ、最初はまったく売れなかったんだよな。そりゃいきなり怪あやしいそばを売り出しても、みんなすぐには飛びつかないってもんだ。そこで俺は再び考えた。その怪しさを逆さか手てにとった、心に響ひびく売り出し方はないか」

「……」

　翠はふいに嫌いやな予感がしてきた。

「で、誕生したのが〝元忍者が作る、忍者そば〟ってわけだ」

「いや、でも、そのためだけに正体バラすのって危険すぎないスか？　関所では結構キビシく取り締しまってましたよ？」

　と烈が言えば、翠も首をこくこくと縦に振って、

「それに、里長達にものすごーく怒られると思います」

　と、真剣な顔で付け足した。しかし肝かん心じんの天竜は、涼すずしい顔で聞き流している。

「あ～平気平気。里の掟おきては『里の者以外に、忍術を教えてはならない』ってこと。だからこそ、わざわざお前達を呼び寄せたんだろうが。もし簡単にそこらの人間雇やとってたら、今頃は蔵三つの商家風の大屋敷が建ってたはず。このそば、江戸では今ちょっとした流行はやりなんだよ」

「！　だから手紙には『蔵三つの大屋敷』って書いてあったんスね」

「おうよ、目印はでっかい方が分かりやすいからな」

　ふいに意気投合した先輩後輩達に、翠だけが冷ややかな目線を送る。

「……意味分かんないし」

　さらに天竜は、上機嫌で店の看板を指差した。

「大体、忍者だって言ったとこでみんな面白半分に聞いてるだけだし、万が一、問い詰められても〝忍者なんて噓でした〟って、偽造手形見せたら済むことだろ？　それに俺、同どう心しんにも知り合い多いんだ」

　同心といえば、街の安全を守る警護の者達である。

（犯罪を取り締まる役人がそんないい加減なことでいいの？）

　呆あきれてものが言えないとはこのことだ。そこで翠は、ふと肝心なことに気がついた。

「ちょっと天竜先輩。さっき、『だからこそお前達を呼び寄せた』って言ってましたけど」

「ああ、この仕事を手伝ってもらおうと思ってな。手紙にあった通り『忍者であることを最大限活用している仕事』だろ？」

　というわけで、と天竜は二人ににっこりと笑ってみせた。

「翠は明日からそばの出前な」

「!?」

「で、烈は店で即席そば作り。いいな？」

「えええ？　行動派を売りにして生きてきた俺ですよ、ずっと店にいるなんて嫌っス！　出来れば出前の方が」

　そして出前はぜひ吉よし原わらに、と言い募つのる烈に対して、天竜は「安心しろ」と頷いた。

「烈には、ちゃんと身体からだを酷こく使し出来る夜のお仕事がある」

「身体を酷使……夜のお仕事……いやぁん、やっぱお江戸は刺激的[image: 〓]」

　勝手な妄もう想そうに踊らされ、卓に顔を押しつけてにやにやしている自称・兄の後頭部を、翠が「本当におバカ！」と手で叩く。

　本当は手裏剣でも投げつけてやりたいが、その手裏剣すらもったいない。

「で、なんスか、夜の仕事って？」

「ああ。このそば屋の資金を調達するために、何でも屋をやってた時期があってな。今でもちょくちょく依頼が来る」

「！　もしかしてそれって、忍者のお仕事!?」

　期待を込めて、烈が身を起こす。しかし、帰ってきた答えは──。

「いや、ほとんど猫探しだ。最近、猫を飼っている屋敷が多くてな。相手が大きな商家やお武家さんなら、これが結構儲もうかる」

「ね、猫探しぃ……？」

「というわけで俺の可愛い後こう輩はい達、よろしく頼んだぞ」

　甲賀の里に住む女性の半分以上を骨抜きにしたという伝説の天竜スマイルが、手て加か減げんなしに翠達に向けられた。

　隣では烈が「をおっ。俺、男なのに一瞬クラっときてしまった……不覚」とよろめいている。

　が、たとえ年頃の乙女おとめとはいえ、そのようなまやかしに誤ご魔ま化かされる翠ではない。

（なんだかものすごく、騙だまされてしまった気がする）

　それとも、自分達が期待しすぎていたのだろうか。

　暗殺も間諜も必要ない平和な世の中で、忍者稼業からすっかり足を洗ってしまった天竜先輩も、見方を変えてみればとても素敵で幸せそうでもあった。

（やっぱり、平和なお江戸に忍びの仕事なんてないんだ……でもだからって、今さら里にも帰れないし……あとは江戸に来たもうひとつの目的、運命の人との再会に賭かけるしかないか）

　なんとか前向きに気持ちを立て直してみる。見れば烈も「う～ん、猫。猫かぁ、猫ねぇ」と、彼なりに新しい任務を受け入れつつあるようだ。

　そんな二人を満足げに見ながら、天竜は席を立つ。

「お前らの部屋は二階だ。俺の部屋は一階の奥にあるし、台所と食卓はこの店と兼けん用よう。で、台所の裏が風ふ呂ろになってるから勝手に使えばいいぞ」

　天竜は店の奥へと向かいながら「あ、言い忘れてたが」と暖簾のれんをくぐる手を止めた。

「お前らが甲賀の忍びだってことは、絶対に内ない緒しよにしとけよ」

　あれだけ正体をバラしておいて、今さらなぜそんなことを気にするのだろう。

「！」

　いち早く答えを見つけたらしい烈が、子犬のように目をキラキラさせて立ち上がった。

「それってもしかして！　将来的に俺らが忍びの仕事も始めるからですか!?」

　しかし天竜の答えは論外かつ簡かん潔けつだった。

「違う。元ニンは、俺ひとりで十分。あんまり増えると希き少しよう価値が下がって、そばの売れ行きに響ひびくからな」

　真ま面じ目めに答える先輩に、翠は改めて深いため息をつく。

　元ニンというのは、元忍者の略だろうか？　なんだかどっと疲れてしまった。

「はぁ……そうですか」

　烈もがっくりと肩を落としている。忍びとして働けるという夢を。

　本当に最後の最後まで、ひとつ残らず打ち砕いて──。




　天竜はひとり、暖簾の向こうへと消えていった。
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　都え会ど暮らしにも慣れてきた、七日目。

　いつものようにそばの出前を頼まれた翠は、町娘の格かつ好こうに風呂敷包みという出いで立だちである。

　天竜が日本橋通りの店で買ってくれた小こ桜ざくら柄がらの可愛らしい風呂敷の中には、十人分の『忍者そば』が入っている。十人分といっても天竜の開発した乾かん燥そう麵めんと出だ汁し粉このおかげで荷物は驚くほど小さくて軽い。甲賀の厳しい修行を経験した翠には、少々物足りないほどである。

「えっと。八はつ丁ちよう堀ぼりの同心さん達は済んだし、魚うお河が岸しの女将おかみさんにも届けたし……あとは」

　忍者そばは確かによく売れていて、出前先は江戸のあらゆる人達といってよかった。もの珍しさに出前を取るお武家から、商売が忙しすぎてなかなか食事も取れない商家や歌か舞ぶ伎き関係者、また長屋暮らしの若い職人達には、その安さと美味さがえらくウケていた。

（おかげですっかり江戸の街にも詳しくなっちゃった）

　それは有あり難がたいことだが、正直、出前の仕事が自分に向いているとは思えない。

　誰とでも仲良くなれる烈とは違い、翠は昔から人見知りだった。一度心を許せば上う手まく話せるのだが、出前先で初めて会った客と気軽に世間話など、到とう底てい無理だ。

　それなのに江戸っ子というのは、初対面でも気にせずにどんどん話しかけてくる。

（はぁ。私ってつくづく田舎者なんだなぁ）

　気安く話しかけられる度たびに、妙にどきどきして表情が固まってしまう。今はまだ引きつった笑顔でなんとか勘かん弁べんしてもらっているが、そのうち「あそこのそば屋の娘は無ぶ愛あい想そうでいけねぇ」と後ろ指をさされる日も遠くない気がした。

「少しずつでも慣れて、先輩に迷めい惑わくかけないように頑張らないと」

　重いため息をつきながら、芝しば口ぐち橋ばしを渡る。

　この橋を境さかいに街の風景はがらりと変わり、天竜のそば屋がある下町の賑やかさは急になりを潜ひそめてしまう。代わって周りには立派な大だい名みよう屋敷が静かに、しかし威い厳げんを以もつて建ち並ぶのだ。

　そして、そのさらに奥──巨大なお堀の中央には。

「やっぱり、近くで見るとスゴイ……！」

　江戸城。

　天山の如ごとくそびえ立つ堂々たる城は、言わずと知れた幕府の要かなめ、かつ大将軍の居きよ城じようだ。

　そして、本日最後の出前先でもあった。

　周辺の武家屋敷までは何度か出前したことはあるが、城じよう郭かくである大おお手て門もんを越えたことはない。

　いささか緊きん張ちようしながら、大名屋敷の通りを歩いていると、

「あ！　天竜んちのそば屋の姉ちゃんが来たぞぉ」

　この厳げん格かくな雰ふん囲い気きに似つかわしくない子供の声。

「？」

　目をやるとそこには、見覚えのある下町の悪ガキ達が数人で遊んでいた。

「コラ、ここで遊んだらダメって言ったでしょ？」

　橋のたもとから少し行った辺りに『連れん木ぼく神じん社じや』と呼ばれる、小さなお社やしろがある。どうやらそこが子供達の遊び場となっているらしいのだが。

「この辺りは偉えらいお侍さん達がたくさん住んでるの。あんた達がふざけて、もし無礼でもしでかしたら、すぐに切り捨て御ご免めんなんだからね？」

　少し大げさに脅おどかしておくが、まんざら噓でもない。武士が、無礼を働いた町人や百姓などを切り捨てても、基本的にお咎とがめはないのだ。しかし子供達に反省した様子はなく。

「ふ～んだ、翠姉ちゃんのけちんぼ。いいもん、烈兄ちゃんと遊んでもらうから。兄ちゃんは〝モテる男の仕草〟とか〝いい女の扱い方〟ってやつを教えてくれるんだぜ！」

「……？」

　当の本人が全然モテてないのに、烈は一体何を偉そうに指導しているのだろう。

（ほんとにもう、あのバカ！）

　痛む頭を押さえながら、翠は改めて子供達を見渡した。

「とにかく！　この神社では遊ばない。この橋を渡らない。分かった？」

「とか言っちゃって、姉ちゃんだって渡って来たじゃん」

「わ、私は仕事で来てるのっ」

「子供は遊びが仕事だって、おとっつぁんがいつも言ってるもんね」

　と憎にくたらしいことを言いながら、わぁっと橋を駆けていく。

「……ったく」

　その背中を見送りながら、翠はため息をついた。

　子供相手ならさすがに人見知りもしないが、だからといって慕したわれている様子もない。

（悔くやしいけど。人付き合いってものを、少し烈に教えてもらった方がいいのかも）

　これではせっかく運命の人に再会出来たところで、印象最悪、という結果になりかねない。

　そう、運命の人──。

　間近に迫る江戸城を見上げながら、翠の胸がとくんと波打つ。

　七年前に死んでしまうはずだった翠の命を救ってくれた人。もし彼との再会が叶かなうなら、翠は占いで示された通りに『すべてを捧ささげる』つもりだ。

「……会えたら、の話だけど」

　それは果てしなく不可能に近い。なぜならその人は、江戸城の主あるじ。

　天下を統すべる徳川将軍。日ひの本もとの最高権力者。

　稀き代だいの名めい君くんと名高く、江戸幕府が始まって百年、もっとも若くして家か督とくを継いだ──。

　徳川佳よし継つぐ、その人だからである。




「ん、美味い！」

　最後に出前を届けた先は、大手三門の警備を担当している与よ力りき衆しゆう。

　彼らが休憩する詰つめ所しよには、すでに数人が出前を待っていた。みな翠よりも四、五歳ほど上の若い男連中である。それだけに翠は、色んな意味で熱ねつ烈れつに歓かん迎げいされてしまった。

「ほぉ、これが噂うわさの『忍者そば』か？」

「お湯さえあればいつでも出来たてが食べられるなんて。町で噂のそば屋ってのは、さすがいい仕事してんなぁ」

　しきりに感心してくれるが、翠から見れば彼らの方がよっぽど〝いい仕事〟をしている気がする。何しろ、大手三門は数ある門のなかでも〝本丸〟を守る重要な門である。

　本丸といえば、政せい務む執しつ行こうはもとより将軍が起き居きよし、妻さい妾しようなどの居所もある城の心臓部。

　まさに城の要とも言うべき門の守り手である彼らは、日々鍛きたえられた体力と鉄壁の防ぼう御ぎよを支える高度な武術、さらには将軍様に対するそつのない礼れい儀ぎ作さ法ほうまでを、すべてきっちりと身につけた超与力衆スーパーエリートなのである。

　とはいえ、大手三門で警護に当たっているときは厳いかめしく近寄りがたい彼らも、こうして詰所でくつろぐ姿は歳とし相そう応おうで、町の男達とあまり変わらない。

　そのことが翠の緊張を少しだけ解いてくれていた。

（さすがにまだ、にこやかな対応は出来ないけど……）

　お湯とどんぶりは詰所にあったので、翠は愛想良く出来ないお詫わびも兼かねて『忍者そば』を作ってあげている。

　天竜の腕は確かなようで、ここでも『忍者そば』の味は大好評だった。

「ありがとよ、俺の名は望もち月づき鹿か深ふか。俺は天竜さんが出前してた頃からの馴染みだが、この通り仲間にも好評みたいだし、これからもちょくちょく出前を頼むことになりそうだ。よかったら名前、覚えておいてくれ」

「はい……あ、じゃなくて。えと、毎度ありがとうございますっ」

　慌てて言い直すと、望月にくすりと笑われてしまった。

「その『新米です』って感じが初うい々ういしくて可愛いな。でも俺は、そんな挨あい拶さつよりも君の名前の方が知りたかったんだけど？」

「！　す、すみません。あの、私は翠です」

　ぴょんと頭を下げると、望月は後ろで控ひかえていたお仲間に片腕を振り上げ「どうだ！　お前らのためにこの美人さんの名前聞き出してやったぞ」と声こわ高だかに自じ慢まんしている。仲間からも「よっ、さすが与力一の男前」とか「翠ちゃんかぁ、可愛いなぁ～」など賑やかな喝かつ采さいが上がった。

（なんなの、このノリ？　全然ついてけないんですけど）

　完全に引いてしまっている翠に、望月はさらに話しかけてきた。

「ところで翠ちゃん、時間はある？」

「あ……は、はい。ここが最後の出前先なので」

　小首をかしげながら答えると、至し極ごく、感じの良い微笑ほほえみが返ってきた。なるほど、望月のこの貴き公こう子し然ぜんとしながらもどこか悪そうな笑みは、相当女性にモテそうである。

「じゃあ、そこの饅まん頭じゆうでも食べていって。今朝、将軍様から頂いたもんだから美味しいぞ」

「！　将軍様？」

　図はからずも声が跳ねてしまった。翠の驚きを別の意味で受け止めたのか、望月達はこぞって将軍の話題で盛り上がり始める。

「驚きだろ？　普通は将軍直じき々じきの賜たまわり物──しかもそれが饅頭だなんて絶対にあり得ないんだけど、佳継様は特別さ。俺らのような下したっ端ぱにまで気さくに話しかけて下さるし、この饅頭だって茶会で食べて美味しかったからと、わざわざ側そば用よう人にんに届けさせて下さったんだ」

「お心の優しい方ではあるが、政務は至って果か断だん。将軍職に就つくとすぐに、賄わい賂ろを受け取っていた老ろう中じゆう、若わか年どし寄より数人を解任されたから驚きだ。先代でもなかなか出来なかったことなのに」

「そうそう、あれはホント格好良かった。『通貨は民が暮らす江戸の血ち潮しお。それを汚けがすは天下の大罪！』って一いつ喝かつされてな」

「さらに大おお奥おくの呉ご服ふく奢しや侈しにも着目され、その資金を火事場の避ひ難なん所じよや被災民への救済へと回している。本当に佳継様は稀代の名君！　わずか十九歳で将しよう軍ぐん宣せん下げを受けられてから、まだ一年も経っていないのに」

　部屋の隅すみで遠えん慮りよがちに将軍饅頭とお茶を頂きながら、翠は密かに歓喜していた。

（佳継様……本当に将軍になっちゃったんだ）

　それは嬉うれしくもあり、少し寂しいような現実である。

　翠は無意識のうちに着物の上からそっと、自分の左肩を押さえていた。そこには古い矢傷が残っている。本来ならば、自分はこの傷がもとで命を失うはずだった。

（だけど佳継様が救って下さった）

　そう、翠が最初に──そして最後になってしまったが──徳川佳継と出会ったのは、今から七年前。それは、翠が〝死ぬ〟と予言された年の、冬の初めのことだった。
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　八つになったばかりの翠は里長から命を受け、甲賀の里からいくつかの山を越えて、伊い勢せまでの旅を続けていた。伊勢神宮の神かん主ぬしに、甲賀伝来の薬を届けるためである。

　深い山間に暮らす甲賀の里では、貴重な薬草が豊富に採れる。それらの効能を熟知し、有効な薬へと加工出来る技術も、甲賀忍者にとって重要な術のひとつであった。

（急がないと、雪が降るかもしれない）

　森林の隙間からのぞく薄うす曇ぐもりの空を見上げながら、翠は白い息を吐はく。

　普通の旅人なら断念しそうな険けわしい山道も、修しゆ験げん道どうにも通ずる山歩きの技と、忍びの健けん脚きやくを以てすれば、わずか三、四日で終わる旅である。

　それでも里長は女である翠を気き遣づかい「烈と二人で行くように」と指示したのだが、翠はそれを断固拒否した。

（ついこの間まで、私の方が背も高かったのに）

　烈は最近ぐんぐんと背が伸び始め、身体つきも逞たくましくなってきた。走ることはもちろん、跳ちよう躍やくや水泳、それに崖がけ登りなど、すべて烈に勝てなくなってきている。

　それが翠には悔しく、悲しかった。

「それは男と女の違いなんだから、気にしなくていいんだよ」

　と先生は慰なぐさめてくれる。先生だけでなく武術指し南なん役も、

「烈はあのように相当なバカじゃが、戦せん闘とう能力においては群を抜く才能の持ち主じゃ。同期の男でも敵かなわんのだから、女である翠が負けるのは当たり前じゃろ」

　と諭さとし、それを聞いていた学術長も、

「そうですよ。翠だって薬学や火薬実技では十分に烈より優れているではないですか。まぁ、烈はあのように相当なバカですから、勝ってもあまり嬉しくはないでしょうけど」

　と付け加えた。

　それでも翠の気は晴れない。男女の身体の違い──それは翠にも十分分かっている。だから女の忍びはみな、ある一定の修行を終えれば〝くの一〟として、変装や間諜の分野へと力を入れていくのだ。

　その事実が、翠の気を重くさせている。もちろん、くの一の仕事を軽けい視しするつもりはない。けれど自分は、身体を鍛えて技を磨みがき上げる忍術の方が好きだった。

　だから誰よりも努力した。誰よりも速く走り、誰よりも高く跳べるように、寝る間も惜おしんで練習した。それなのに。

（烈は、そんな私を楽々越えていく……バカのくせに……）

　だから今回の任務は、絶対にひとりで遂行したかった。

　そのせいで烈とは大喧嘩してしまったけれど、目的の伊勢まではもう少しだ。順調にいけば、今夜までには神宮にたどり着けるはずだった。翠はひとり、日の落ちかかった山道を急ぐ。

「そうだよ。烈なんていなくっても、私は全然大丈夫なんだから」

　むしろ邪じや魔ま者ものがいなくて助かるくらい、と胸を張ってみるが、表情はどこか暗い。

（烈、まだ怒っているかなぁ。お土産みやげに伊い勢せうどんと堅かた焼やきせんべいでも買って帰ろうかな）

　などと、とりとめのないことを考えているときだった。

「！」

　誰も知らないはずの山道を、ふいに誰かが横切った。

　翠は身構えて、鋭するどく視線を走らせる。動物ではない。草むらの奥からは確かに人の気け配はいが感じられる。けれど、こんな険しい道を一体誰が通るだろうか。

（まさか忍び？　でも、伊賀衆の人達には許可をもらっているはず）

　甲賀と伊勢の間には、もうひとつの忍びの里である〝伊賀〟がある。今翠がいる場所は、すでに彼らの縄なわ張ばりだった。けれど、甲賀と伊賀は必ずしも対立しているわけではない。

　確かに忍びとして仕えた君主によって敵対する時期もあったが、同じ理由で協力することだって少なくないからだ。

　今では〝忍び〟の存続を維い持じするために、支え合っていると言ってよかった。

「!?」

　しかし翠の予想に反して、ひょっこりと顔を見せたのは、一見普通の少年。

　年の頃は十二、三歳といったところか。翠よりも少しだけ年上に見えた。きちんと結い上げられた髪に、見るからに上等そうな着物。

（相当、位くらいの高いお侍のご子息って感じに見えるけど……変装かな）

　数秒、黙って見つめ合ってしまった翠と謎の少年だったが、先に口を開いたのは少年だった。この寒い中、上品で賢かしこそうな顔を上気させ、瞳は好こう奇き心しんできらきらと輝かがやいている。

「お前、忍者か？」

　いきなり正体を言い当てられたが、翠は即座にふるふると首を横に振った。翠だって忍者の端はしくれだ。簡単に正体を明かせるはずもない。

「じゃあこの辺りの村の子か」

　少し残念そうに少年は肩を落とした。確かに翠の格好は〝この辺りに住んでいて、今日は少し遠出をしてみました〟という程度の軽装である。

（悪い子には、見えないけど）

　だからといって油断するわけにもいかない。こんな山奥で、この少年は何をしていた？

「村の子なら伊勢までの道は分かるな？　よ……じゃなくて俺は、道に迷った。だから伊勢神宮まで送り返せ。その前に伊賀か甲賀の里へ寄ってくれたら最高だ」

「最高だって言われても……なぜ、伊賀や甲賀に行きたいの？」

　至極小さな声で、初めて翠の方から口を開く。少年の顔がぱっと明るくなった。

「忍者に会いたい！　この辺りでは、今でも密かに忍術が継けい承しようされていると聞く。よ……俺は、ぜひ本物の忍者に会って、その技を教えてもらいたいのだ」

　そんな頼みを聞けるはずがない。しばらく黙っていた翠は、やがて顔を伏せながら告つげた。

「……忍者のことは知らない。でも伊勢までなら送れると思う」

「やはり知らぬか」

　少年が心底悲しそうに俯うつむいたので、翠はふいに胸が痛くなる。

　けれど少年はすぐに明るい顔を見せてくれた。
















「いや、でも助かった。なにも最後まで送り届ける必要はない。適当に伊勢方面まで一緒についてきてくれたら、あとは家け来らい達が迎えてくれるはずだ。忍法『変わり身の術』を使って寝ね床どこに丸太を置いて抜けてきたのだが、あれではすぐにバレただろう。きっと今頃、千人以上を借り出して、俺を捜さがしているに違いない」

　少年の言葉に、翠はくすりと笑ってしまった。忍術に『変わり身の術』なんてない。まして人が丸太に変わるなんて、手て妻づまか絵え本ほん草ぞう紙しが適当に描いた偽にせ忍術だ。

（きっと、相当の忍者好きなんだね。しかも千人の家来って……随ずい分ぶんと大事にされてる御おん曹ぞう司しなんだ）

　甲賀の隠れ里を出て暮らしたことのない翠に、武家の格式や規模など分かるはずもない。

　それでも翠が幼い子供ではなく、もう少し世間に敏さとい大人だったら気がついたはずだ。

　見るからに高貴な衣装に、高圧的な話し方。さらに千人以上の人間を動かせる権力。

　そして何よりも、伊勢神宮視察のために徳川将軍がご子息を連れて入国なさったという噂を知らないはずがなかった。

　そしてそれらの情報を導き出せば、おのずと答えは出てくる。

　この少年が徳川家嫡ちやく男なん、徳川佳継であるということが──。

「じゃあ、急いでその家来の人達のところへ戻らなきゃ」

　森にはすでに夕闇が迫っている。夜の山には様々な危険が伴ともなう。翠には問題のないことでも、この少年には何かと厳しい状況になるだろう。

　その上、この寒さである。二人が吐く息はすでに真っ白だった。

（困ったな……家来の人達はどの辺りまで来てくれているんだろう？　完全な夜になるまで、あと数刻──間に合うかな？）

　星の位置を確認しながら、翠は正確な刻ときを図る。これも忍術のひとつだった。

　ふと、翠の視線が少年の右足で止まる。

「あ、血が出てる！」

　ふくらはぎから足首にかけて、長い切り傷が走っていた。

「ああ、これか。さっき枝に引っかけた。そんなにひどくはないから気にするな」

「ダメだよ」

　思わず声を上げる。山での怪け我がを甘く見てはいけない。平時と違う景色に精神は緊張し、身体は痛みを感じにくくなっている。さらに森には様々な毒草があり、間違って傷口に触れると一気に毒がまわって、発熱したり傷口が壊え死ししたりと大事に至る場合が多いのだ。

「ここで待ってて。今、川から水を汲くんでくるから。傷口洗って薬をつけて、それから清潔な布で巻かないと」

　時間がないことは分かっている。けれどこのまま山を下りるのはあまりにも危険だった。

　翠は正体がバレる危険も顧かえりみず、急きゆう勾こう配ばいの山やま肌はだを駆け下りて川辺に向かう。

　そして腰に携けい帯たいしていた竹たけ筒づつに、出来るだけきれいな水を汲くんだ。

（そう。確かに私はあのとき、川辺にいた……）

　十五歳になった翠は、今でもそのときのことを思い出す。何度も何度も。

　川の水がとても冷たくて、指先がかじかんだ。夕闇に沈んでいく景色。冷え込んだ風を受けて、不気味になびく竹林。川のせせらぎ。寂しげに浮かぶ、丸い月。

　今でも手に取るように思い出せるのに、肝心のところだけ記憶が曖あい昧まいだった。

　気がつけば、翠の前に男がひとり立っていた。

　忍び装しよう束ぞくに身を包んだ、三、四十代の大柄な男である。

「この先に小屋がある。少年をそこへ連れて行き、傷の手当てをして夜を凌しのぐがよい。今宵こよいは狼おおかみが騒いでおるから、うろうろするのは危険だぞ。それにこの冷え込み。今夜はここにも初雪が降るだろう」

　知らない顔だった。男は伊賀とも甲賀とも名乗らなかったはずだ。それなのに翠は、その男の言葉を疑うことなく、ただ単純に「助かった」と胸をなで下ろしていた。

（どうして私は、あのとき信じたの？　どうして何も疑わなかったの？）

　繰り返し自問するが、未だに分からない。

　何かの術だったのだろうか。確かに甲賀の教えには、催さい眠みん術じゆつや相手を従わせる特別なお香こうなどが存在する。

　しかしそれらの忍術を使うときに生じる違い和わ感かんを完全に消し去ることは出来ないため、泥でい酔すい状態か心しん神しん耗こう弱じやく状態に追い込んでから行うのが常なのである。

　けれどそのときの翠は正常で、違和感などまったく感じなかった。

　ただその男と他にも二言、三言の会話を交わしたような気がする。その内容を思い出そうとしても、それらの言葉は記き憶おくの泥どろ沼ぬまへとするりと姿を消してしまうのだった。

　ともかく、翠は言われた通りに少年を小屋へと連れて行き、怪我の手当てをして休ませた。

　猟りよう師し小屋だったのだろうか。質素ではあるが一応小さな囲い炉ろ裏りもあるし、部屋の隅には一式の布ふ団とんまで置かれていた。壁には古びた蓑みのと笠かさがかけてある。

　翠は手早く火を熾おこし、水を張った鉄てつ鍋なべに持参した乾かん飯ぱんを入れた。懐ふところから常備品である塩をひとつまみ取ると投げ入れ、簡単な粥かゆを作る。

「温かいな」

　囲炉裏に手をかざしながら、少年は大人しく炎を見つめていた。

「傷の具合はどう？」

「それが……今頃になって痛くなってきた」

　冗じよう談だん半分の泣きべそ顔に、翠は思わず微び笑しようする。

「痛み止めの軟なん膏こうを塗ぬっておいたから、もうすぐ痛みも引くはずだよ」

「お前はすごい子供だな。なんでもひとりで出来てしまう。傷の手当ても上手いし薬にも詳しい。それに先ほど川へ向かったときなんか、まるで牝め鹿じかのように速かったぞ」

「……村の子供なら、誰でも出来るよ……」

　正体がバレてしまっただろうか。どきどきしている翠の肩を、少年は安心させるように軽く叩いた。

「そういえば、まだ互いに名前も知らなかったな。名前ついでに、俺の一番の秘密も明かしてやろう」

　焚たき火の炎に照らし出された少年の顔は、まるで悪戯いたずらっ子のようだ。

「俺の名は徳川佳継。今はまだ元げん服ぷく前なんでみんなから竹たけ千ち代よと呼ばれているが、この呼び名は嫌いだ。なんかちょっと子供っぽいだろ？」

「徳川……竹千代……!?」

　その名を聞いて、翠はぴしりと固まった。まさか、そんなはずは。

「ひょっとして徳川幕府、将軍様の……若君様ってこと？」

　恐る恐る確認すると、少年、いや佳継はなんでもないことのようにこくりと頷いた。

「噓ぉ！　噓だよ、だって徳川将軍が伊勢参りなんて聞いたことないもん。将軍様がお参りされるのは、日につ光こう東とう照しよう宮ぐうなんじゃないの!?　伊勢参りは普通、庶しよ民みんしか来ないもんだよ」

　少年の正体を知ってしまった以上、本来ならば床に頭をこすりつけて最大級の敬けい意いを示さなければならないのだが、少年のあまりのあっけらかんとした態度に、翠はそのきっかけを失ってしまっていた。

　佳継の方もそれを気にしている様子はなく、翠の指し摘てきにも「もっともだ。伊勢に参拝した将軍は父上が初めてだし」と普通に頷いている。

「実はここ数年、江戸の庶民達の間で伊勢参りが大流行でな。もちろん旅を楽しめることは、世が平へい穏おんである証しよう拠こだから特に問題はない。ところが最近、それが妙な具合になってしまってるんだ。丁稚でつちが店を無断で休み、幼い子供が親に内緒で突然、旅に出てしまう。それが伊勢参りならば許されるという風ふう潮ちようが高まっててな。お上の力でなんとかしてくれと、子供を持つ者や商家の旦だん那な衆しゆうから陳ちん情じようが殺さつ到とうして困っている」

　それは翠も聞いたことがある。

　甲賀が伊勢神宮へ薬を届けることになったのも、実はそのためだ。

　江戸からの参拝者達は、そのほとんどが着の身着のままで飛び出し、食べる物にも困った状態で伊勢へとたどり着く。さらに佳継の言う通り、中には幼い子供の姿もあった。

　見かねた伊勢神宮の神しん官かんが無む償しようで食事を提供し、怪我や病やまいを負った者達の手当てをしている。そこで翠が急きゆう遽きよ、足りなくなった薬を届けることになったのだ。

「父上は真面目なお方だ。庶民の楽しみを奪う前に、一度この目で伊勢参りとはどういうものか確かめると言い出された。余はそれに無理を言って同行させてもらった。そして今日、隙をついて逃げ出したのだ」

　正体を明かした途端、佳継は〝俺〟ではなく〝余〟という言葉を使っている。その方が馴染み深いのだろう。翠はあえて気にしないことにする。

（それにしても）

　あまりに無む謀ぼうではないだろうか。いくら泰平の世とはいえ、将軍とそのご子息を同時に失えば、徳川家の天下は大混乱に陥おちいってしまうに違いない。しかも。

「逃げ出したって……どうしてそんな無茶を……」

「余の目的は伊勢参りじゃない。神様なんて会ったことないし、そんな奴やついてもいなくても同じだ」

　それよりも、と佳継はにやりと笑った。

「余は忍者に会いたい。伊勢から山へ入れば、そこには伊賀や甲賀といった、忍びの隠れ里があるそうではないか。だから余は、みなの反対を押し切って旅をしてきたのだ」

「忍者、ねぇ……」

　複雑な表情で翠が眉をひそめると、佳継は「信じていないのか」とムキになった。

「忍者は本当にいるのだ！　事実、家康公の時代には幕府も有名な忍びをたくさん抱えていて、その者らはみな、驚くような忍術を使い、火薬を自在に操って敵の目をくらませたり暗示を掛けたり──水の上を走ることも出来たのだぞ。ただ……それから百年。平和も極まった今の江戸には『昔、先祖が忍びだった』という、ありきたりの侍達しかおらん」

　心底つまらなそうに、佳継は唇くちびるを尖とがらせた。

　翠は少し可か哀わい想そうになって、慰めるように佳継をのぞき込む。

「だから、こっそり逃げてきたの？」

「ああ。でも残念ながら時間切れだ。先ほども言ったように、今頃はみなが余を血ち眼まなこで捜しておる。見つかれば最後、二度と外には出してもらえぬ」

「……」

　忍びが自ら正体を明かすことなど、絶対に許されない。けれど、佳継の忍者への情熱や落らく胆たんが痛いほど伝わってきて、翠はどうしたらよいかわからなくなってしまう。

「そういえば、お前の名をまだ聞いていなかったな」

「私は、翠」

　それ以上はやはり、どうしても言えなかった。けれど。

（この男の子が若君様。将来の将軍様なんだ……だったら命を懸けてお守りしないと）

　翠達忍びの卵が、常日頃から里長達に厳しく言われ続けていることがある。

　忍術は私し利り私し欲よくを目的として身につけるものではなく、無む辜この民の安全と平和のために使えという教えだった。

　今、天下の平穏を守っているのは紛れもなく徳川家を中心とした幕府である。

　その主しゆ軸じくである将軍、もしくは若君をお守りすることは、今の翠にとって絶対にやり遂とげなければならない使命に違いなかった。

（絶対に、絶対に佳継様を将軍様のもとへと無事にお返ししなきゃ！）

　そんな翠の密かな決心を知る由よしもなく、佳継はにこやかに笑っている。

「翠か、よい名だ。凜と美しいお前にぴったりだ」

「!?」

　今まで言われたことのない直接的な褒ほめ言葉に、翠はどう対応してよいか分からない。さらにそんな翠の両手を、佳継は無造作に握りしめた。翠はさらに固まる。

「それに翠は綺き麗れいな手をしている。白しら魚うおのようにほっそりと美しいのに、この手は火も熾せるし、傷だって癒いやせるのだな」

　まさか若君様相手に放してとも言えず、翠はただ真っ赤になって俯うつむくばかりだ。

「照れた様子がまた可愛い」

　佳継は手を握にぎったまま、翠の首筋にそっと唇を寄せてきた。

（なななな、何……!?）

　てっきり無む邪じや気きな少年だとばかり思って油断していたのだが。

（と、江戸とかいの男の子って怖いよぉ）

　純じゆん朴ぼくな田舎者には想像出来ないほどススんだ世界である。それとも、将軍家の特徴なんだろうか。いやいやそれとも、佳継様だからこその所しよ行ぎよう？

　混乱し尽くした翠の鼻び孔こうを、ふと良い香りが刺し激げきする。見れば、囲炉裏の粥がいい具合に煮立っていた。

「あ！　若君様、ご飯が出来ました。さっそく食事にしましょお！」

　なんだかもー粗そ食しよくすぎて申し訳ないんですけどっ、と不自然な明るさを装よそおいながら翠は両手をぽんと打つ。

「……そうだな」

　いささか腑ふに落ちないような佳継だが、翠が強引に勧すすめると大人しく箸を取ってくれた。

「お、美味い！　この絶妙な塩加減、翠は料理も得意なのだな」

　口に入れた途端、佳継が感かん嘆たんしてくれる。

「そんな。ただの塩粥です」

　慣れない山道をひとりで登り、日頃はあまり使わせてもらえない体力を絞しぼり出したあとだ。どんな食事でも美味しく感じるに決まっている。

「決めた！　これから粥を食べたくなったら、伊勢から取り寄せることにしよう」

「えっと……それは光栄、です」

　はははと乾いた笑いを返すと、佳継はふいに不機嫌になった。

「……余は翠ともっと親しくなりたいのだ。なのに、なぜ急に敬語になる？」

「え？」

　まさか正直に〝襲われないためです〟とも言えず、翠は「だって佳継様は、天下の将軍様の御ご嫡ちやく男なんであられるし」など適当な理由をもごもごと口にする。

「どうも噓くさい」

「!?」

　未来の将軍様は、さすがに鋭かった。

「でもまぁ、良しとしよう。さ、食事も済んだことだし、寝よう。翠」

「はい？」

　受じゆ難なんは次々とやってくる。部屋の隅の布ふ団とんを指差している佳継に向かって、翠は慌あわてて手を振った。

「あの、私はここで！　その、ひ、火の番があるので！　寝るわけにはいかないので！」

「一緒に寝ないのか？」

　心底意外そうに目を細める佳継に、翠は弱々しく微笑んで首を横に振ってみせた。

「……つまらぬ。そして寒い」

　どうやら翠と親しくなる作戦は諦めたらしい。代わりに、若君様らしい高圧的な物言いと仕草で布団のそばにしゃがみ込むと、ふいに振り向いて翠を見上げる。

「こんな薄っぺらい布団一枚では、余は寒くて眠れぬ。翠、お前は余を温めよ」

「？　温めるって……？」

「こうするのだ」

　言うが早いか、佳継は翠を背後から抱きしめて、そのまま布団へと潜もぐり込む。

「よ、佳継様ぁ」

「こうすれば翠だって温かいはずだ。翠の方が子供なのだから、年上の余が寒さから守ってやるのが道理というもの。神様だってそう言うに決まっている」

「……」

　つい先ほどまで、「神様などいてもいなくても同じ」と豪ごう語ごしていたはずなのだが。

　後ろからしっかり抱きしめられると、佳継は翠よりも二回りほど身体が大きく、確かに温かかった。翠の背中には佳継の胸がくっつき、若々しい少年の香りに包み込まれる。

（ふぇぇぇ。こんなの、どうしていいか分かんないよぉ）

　双子である烈とは幼い頃からいつも一緒に寝ているが、それでもこれほど密着したのは、四つのときに『里におばけが出た』という噂が流れたとき以来だ。それに。

「翠は柔らかくて、しかもいい香りがするな」

　佳継の場合は、こんな恥ずかしい言葉付きである。

（うう。でも……！　これも一ひと重えに若君様に暖だんを取って頂くため）

　胸の高鳴りに戸と惑まどいながら、翠は必死に自分に言い聞かせていた。

　そのためにも、この相当恥ずかしい姿勢にも耐たえなくてはならない。それが忍びたる者。

（そうよっ、豊とよ臣とみ秀ひで吉よし様だって信のぶ長なが公の草ぞう履りを、懐に入れて温めたっていうもの）

　里で習った歴史まで紐ひも解ときながら、翠はいつまでも生き真ま面じ目めに抱かれていた。




　夜半過ぎ。満月も随分と東に傾かたむいているはずだが、いつしか雪雲に覆おおわれて姿を隠してしまっていた。外ではもう、雪が降り始めているかもしれない。

　翠の背後では、佳継の安らかな寝ね息いきが聞こえていた。

　若君を起こさないように気をつけながら、囲炉裏の火に小枝を投げ入れる。

　ふいに翠の動きが止まった。

「……？」

　物音はない。ただ、どこかきな臭くさい気配だけがしていた。

（何？　佳継様の家来が迎えに来たの？　でもなんだか胸むな騒さわぎがする……）

　集中して耳を澄すましてみるがやはり人のいるような物音はせず、ただ染みるような静けさだけが漂ただよう。それでも翠の鋭い感覚は、狼などではない何かが近寄っていると告げていた。

「……」

　おかしい。佳継を迎えに来た者ならば、どれほど息を潜めていても翠がその存在を見抜けないはずがなかった。ただの気のせいか。……あるいは。

　自分と同じ、気配を消せる能力を身につけた者──？

「佳継様！　起きてっ」

　翠が叫さけんだのと、小屋の周りから火の手が上がったのは同時だった。

　ぼぉっという轟ごう音おんが響き、一気に小屋の温度が上がる。小屋は昼間のように明るくなった。

「どうした？」

　素早く身を起こし、佳継が視線を走らせる。

「分かりません！　でも早く脱出しないと……!!」

　詮せん索さくはあとだ。今、最優先すべきことは──翠の思考は的確に反応していた。

　初冬、この山にはいつも〝寒かん颪おろし〟といって山頂から麓ふもとへと風が吹き下りる。

（ということは山の斜面側に向かって飛び出せば、炎を避さけられるっ）

　翠は慌てて水みず瓶がめに走り寄ると佳継の頭から水を浴びせ、自分も同様に浴びた。有あり難がたいことに斜面側は、小屋の唯ゆい一いつの出入り口となっている。けれど安あん易いに飛び出すのは危険だった。

　翠はさらに壁かべにかかっていた鑿のみと笠を引っつかむと、素早く戸の横で待機する。

「佳継様は私の後ろに。私と一緒に飛び出して下さい。出たらすぐに左手へと駆けます。その先は急きゆう勾こう配ばいの坂を下りますので、絶対に手を離さないで」

「分かった」

　佳継に狼狽うろたえている様子は微塵もなかった。無む駄だな質問は一切挟はさまず、恐怖も不安もしっかりと胸の中に抑おさえて、すべてを翠に委ゆだねている。

　その覚かく悟ごは、さすがに将軍家の子息といえるものだった。

「……行きますっ」

　小屋の外には、未だになんの気配もしていない。それでも翠は戸を蹴け破やぶると、先に鑿と笠を投げ込んだ。

　それらは地面につかぬ間に、数多の苦く無ないや手しゆ裏り剣けんによって無残に引き裂さかれる。

「！」

　やはり忍びの仕し業わざだ。

　翠は迷わず一気に飛び出し、佳継の手を強く引いて山の斜しや面めんを転げるように駆け下りた。

　振り返る余裕など、ない。まして佳継に正体がバレてしまうなどという気持ちはすっかり消え去っていた。

（今はただ、命に代えても若君様を守る!!）

　とはいえ、このまま伊勢まで逃げ切れるほど敵は甘くないはずだ。

　今になって初めて、翠にもその気配が伝わってくる。彼らは声ひとつ上げず、闇から闇へと身を躍おどらせていた。手間取っているのではなく、冷静に見定めているのだ。

　獲え物ものを一いち撃げきで仕し留とめる機会を。

　月は完全に雪雲に覆われ、辺りはまとわりつくような暗闇である。追っ手を防ごうにも、こんな場所では煙けむり玉だまも鉄びしも使えない。

（どうしたらっ、一体、どうしたら……っ）

「翠、あれ!!」

　佳継が背後で短く声を上げる。翠達の逃げる方向、茂る竹林の先にほのかな灯あかりが揺ゆれている。二人は湿しめった落ち葉を滑すべり降りながら必死に目を凝こらした。

（提ちよう灯ちん？）

　それもひとつではない。まだ翠達に気づく距離ではないが、最初の灯りを先頭にあとは広こう範はん囲いにわたっていくつもの提灯が灯ともっている。

　やはり佳継の捜索は夜を徹てつして行われていたのだ。思わず翠の唇から息が漏もれる。

　これで万にひとつでも助かるかもしれない。どんな方法でもいい。

（絶対にあの灯りへ、佳継様をたどり着かせる……!!）

　自分に強く言い聞かせて、頭の中で灯りとの距離を測る。

　まだ絶望的に遠すぎた。代わりに敵との距離はもう目と鼻の先──殺意はますます強くなってきている。

　翠は視線を走らせるとわざと森の茂みを抜け、先ほど水を汲んだ川へと飛び降りた。

　忍びならば、見通しのよい川辺を嫌うはずである。

　案の定、追っ手達は一度足を止め、闇の中から様子を窺っていた。数にして五、六人といったところか。気配の消し方といい、追い詰め方といい、相当の手て練だれに違いなかった。

「若君様」

　背後の佳継に呼びかけながら、翠は固く繫つながれた手を離した。

「灯りの位置は覚えていますか」

「ああ」

「ここから斜め上に坂を駆け登れば、灯りとの距離は一気に縮まります。佳継様は坂を登り切ってから、出来るだけ大きな声で呼びかけて下さい」

「翠はどうするのだ？」

　佳継が初めて問うてきた。

「……ここで追っ手を防ぎます。大丈夫、刀と違って飛び道具なら力負けすることもなく、避よけきれる可能性も高い」

「嫌だ。翠を置いてはいけぬ」

　それまで冷静だった佳継が、急に声を荒らげる。その声に、

「竹千代様ぁ」

　かすかだが、風に乗って佳継への呼びかけが重なった。佳継は苦しそうに顔を歪ゆがめる。

　その呼び声は、嫌でも彼の立場を思い出させた。翠は黙って頷いてみせる。

「さぁ、若君様早く」

「しかし……」

　彼らに引き渡せば助かる、今はそう考えるしかなかった。

「私は大丈夫だから。お願いっ、ちゃんと守らせて！」

　最後は叫びに近くなる。もはや一刻の猶ゆう予よもなかった。

「すまない、必ず迎えに来る」

　短く、しかしきっぱりと言い切って佳継が地面を蹴る音が聞こえた。

　間かん髪はつ入れず、翠達に向かって数多の手裏剣が殺到する。翠は登と山ざん杖づえになっていた隠し刀を抜くと、いくつかをはじき返した。悲鳴のような甲かん高だかい金属音が、虚こ空くうの闇に響き渡る。

　数が多くとも、敵に無駄な攻撃はひとつもない。翠は己おのれを狙ねらうものをすべて無視して、佳継へと向けられた軌き道どうだけに集中し、必死に排はい除じよしていく。

「！」

　それでも防ぎきれない手裏剣がひとつ、翠の横を通過していく。思わず佳継の方へと視線を投げたが、幸いなことに彼はすでに坂を登り切っていた。

　小屋の炎に気がついた家来達が、必死に駆けつけたのだろう。崖の上では、佳継と接触したらしい灯りが揺れていた。

　よかった、翠は心の底から安あん堵どする。刹せつ那な。

「!!」

　ふいに左肩に衝しよう撃げきが走る。痛みよりも先に、強烈な熱が身体を貫つらぬいた。

　見れば左鎖さ骨こつの上、肩辺りに──細く鋭い銀矢が刺さっている。尋じん常じようではない、焼けつくような激痛の波動。ひどく気分が悪い。視界が目まぐるしく変わっていく。

（毒、矢……？）

　脳裏にかすめた言葉を口に出すことなく、翠はゆっくりと倒れた。これでいい、と思う。

（これでいいんだよね？　ばあちゃん、私、本当に八歳で死んじゃうよ）

　いつの間にか降り出していた初雪が、翠の頰に触れて音もなく消えた。




　どれほどの時間が経ったのだろう。

　降り出した雪はやまず、辺りをあっという間に白銀の世界へと変えていく。

　ふいに闇が、動いた。

　雪よりも密かに、音もなく、川辺で倒れたままの翠のもとへ近づく。

　若い男のようだが、顔も身体もすべては闇に沈み詳しいことは何も分からない。手にした忍刀が、暗闇の中で一瞬だけ強く煌きらめいた。

　つかの間、男はじっと動かない。死んだように横たわる翠、そして謎の男──絶え間なく降り積もる雪と、流れる川のかすかな音だけが二人を包み込んでいた。

　やがて男は静かに忍にん刀とうを鞘さやに収める。そして翠のもとへ屈かがみ込むと、左肩から銀矢を引き抜いた。刹那、翠は苦しげに声を上げたが、意識は戻らぬままだ。

　男は腰に装備していた布袋から軟膏を取り出すと、素早く翠の傷口に塗り込む。そして別の薬草を取り出して自らの口で嚙かみくだいた。竹筒の水を翠に飲ませようとするが、ぐったりと動かない翠は、それをひとしずくも受けつけない。

　男は翠に覆い被さると、自分の唇を翠の口元へと近づける。

　それは長く、優しい口づけだった。

　薬を飲み込んだ証に、固く閉じられたままの翠の頤おとがいがゆっくりと上下する。

　少しだけ上を向かされた翠のか細い顎あごからは、一筋の水がこぼれ落ちた。

　男はそれを丁寧に指で拭ぬぐい素早く立ち上がると、再び音もなく闇の中へと消えていった。

　誰も知らない。誰も見ていない。

　ただ雪だけが、そんな二人をぼんやりと白く浮かび上がらせていた。
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　目が覚めると、いきなり豪ごう奢しやな天井が視界に飛び込んでくる。

「……？　!!」

　まったく見覚えのない部屋に、翠はほとんど本能だけで飛び起きた。

　途端、左半身に激痛が走る。

「痛っ」

　思わず身を屈める。そして、気がついた。傷に手当てが施ほどこされている。それも相当丁てい寧ねいにだ。寝かされている布団も、今までに翠が見たことも触れたこともない極上の柔らかさだった。

「目覚めたか」

　ふいに冷たい声がして、障しよう子じが開けられる。

　見知らぬ男だった。年の頃は佳継と同じぐらいなので、少年と呼んだ方がいい。しかし、その仕草には幼さなど微塵もなく、幕府の人間らしく上かみ下しもをきちんと着こなしていた。

（幕府の人間？　ということは）

　翠ははっと息を飲んだ。一番に確かめたいことがある。

「あの、若君様は!?」

「……」

　沈黙を返す少年は明らかに不快そうな顔をしていた。今の世ではまだまだ珍しい、西洋風の眼鏡めがねをかけていて、そのレンズが冷たく光っている。

「ご無事だ」

　その一言を聞いて、翠はひとまず胸をなで下ろす。よかった。若君様は助かったのだ。自分は最後まで、佳継様をお守り出来たということか──。

「あの、佳……じゃなかった。竹千代様は今？　どうして私、助かったんですか？」

　安心した途端、次々と聞きたいことが溢あふれてくる。

　そんな翠を、少年はさらに嫌そうに目を眇すがめて見ていたが、上から事情を説明するよう言われているので仕方ないというふうに、仏ぶつ頂ちよう面づらで語り出す。

「ここは将軍様の借かり宿やどである藩主の屋敷だ。竹千代様はあれから将軍様の怒りを買い、今は別べつ邸ていに大人しく蟄ちつ居きよさせられておる。もはや江戸に着くまで一歩も外には出られぬ御おん身み」

　だから会おうなどと思うな、と少年の冷ややかな視線は語っていた。もちろん、翠だってそんなことが可能だとは思っていない。

「それから貴様を助けた理由だが、我らには貴様を助けるつもりなど毛もう頭とうなかったのだ。しかし竹千代様が『もし助けに行かなければこの場で自じ害がいする』と我らを脅おどされ」

「!!」

「仕方なく捜そう索さくしたところ、川辺で倒れていたお前を発見した」

　それでこの部屋に運び込まれ、丁寧に傷の手当てまで受けたということか。

「竹千代様は、お前を命の恩おん人じんだと信じているようだが。貴様もまた竹千代様を襲おそった連中の一味であると考えている者も少なくはない。さては上うえ様さまの失しつ脚きやくを望む幕府の御ご家け人にんか？　それとも幕藩体制に反感を持つ浪ろう人にんどもの仕業か」

　即座に否定したかったが、翠が佳継を小屋に連れて行ったことに違いはない。攻撃方法から見て敵は忍びに違いなかったが、それを簡単に口にしてよいはずもなかった。

　傷口を押さえながら黙っていると、少年は大きなため息をついて部屋の隅に置いてあった翠の荷物を顎で指し示す。

「……もうよい。目が覚めたら何も咎めずに解き放てと、竹千代様たってのお申しつけだ。どうせ傷負いで、その身すら仲間に回収されなかった貴様のことだ。奴らの中でも下っ端で、大した事情など知らんのだろう？」

　勝手に決めつけられてしまったが、事情を何も知らないのは事実だ。

「すみません。私、本当に何も」

「ここに五両ある。これを持ってさっさと出て行け。そして二度と姿を現すな」

　芳かぐわしい香りの畳たたみに、小判が投げられる。少年はそのまま出て行ってしまった。

「……」

　翠は荷物をまとめると、廊ろう下か側には出ずにそのまま庭へと降りる。まだ傷の痛みは引かないけれど、門へと続く道を見つけ、とにかく将軍の借宿となっている藩主のお屋敷を後にする。小判には手をつけなかった。

　今、翠の心を占めているのは、傷の痛みや先ほど言われたひどい言葉などではない。

（よかった……本当によかった！　佳継様は助かった。助かって、ちゃんと生きている……そして不自由な御身なのに、約束通り私を助けて下さった……っ）

　考えなければならないことはたくさんあるが、今はそれだけで十分だった。

　空を見上げる。昨夜の雪が噓のように、見事な冬晴れだった。

（おばあちゃん。おばあちゃんの占い、当たっちゃったよ）

　八歳で自分は、本当に死ぬ運命にあったのだ。

　だとすれば──翠の足がふと止まった。唇に指先を軽く当てて、ひとり小さな息を飲む。

「佳継様が、私の命の恩人。私の運命の人……？」
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　のちに、幕府が総力を挙げて佳継を襲った犯人を捜したが、燃え尽きた小屋以外には、手裏剣ひとつ見つからなかったのだという。

　まさに彼らは煙けむりの如く現れ、煙の如く消えてしまったのだ。

（そんなことが出来るのは、忍びしかいないと思うんだけど）

　だとすればなぜ、佳継を狙ったのだろう。戦国の世ならいざ知らず、今の世の中において徳川家を襲う忍者がいるなんて信じられない。

「翠」

　予定よりも半日遅れて伊勢神宮へ向かい神主に薬を届けると、そこに天竜が来ていた。

「先輩、どうして？」

「久しぶり。元気にしてたか……と、言いたいとこだが」

　左肩の傷を見た天竜の目がかすかに細められる。

「お前、その傷」

「す、すみません。私、あの」

　心の整理がつかないまま、翠は気がつくと頭を下げていた。誰に対して何を謝ったのか、自分でも分からない。甲賀者として力及ばず、無ぶ様ざまに傷を負ってしまったからか。それとも佳継を危険な目に遭あわせてしまったからか。

「わ、私が悪かったんです……っ……あの小屋は罠わなで……私、気づかず……!!」

　天竜がどこまで事情を知っているのか分からない。翠を迎えに来たのか、それともたまたま伊勢にいただけなのか。

　天竜が甲賀の里ですべての忍術課程を修了してからすでに数年が経っている。ずば抜けて優秀だった彼は修了後も里に残り、里長直ちよつ轄かつの忍びとして翠達には想像も出来ないような難しい任務に就かされているという。

「大丈夫だから」

　気がつくと、天竜の優しい顔が間近にあった。まるで幼子を扱うように、自らが座り込んで目線を翠と同じ高さに合わせている。そして、翠の頭に天竜の手がそっと置かれた。

「お前はよく頑張ったよ。もう何も心配しなくていい」

「でも！　あれは絶対、忍びの仕業で……っ」

　さらに言い募ろうとする翠に対して、天竜は「分かっている」と静かに頷いてみせた。

「大丈夫、あとは俺達に任まかせろ」

「……」

　俺達というのは、天竜のような甲賀衆最さい高こう峰ほうの忍び達に違いない。だとすればこれ以上、翠が立ち入ってよい領りよう域いきではなかった。

「はい」

　もはや大人しく引き下がるしかない。天竜はにっこりと微笑んで立ち上がると、強こわばった顔で立ちすくむ翠をそっと抱きしめた。安心させることだけを目的とした優しい抱ほう擁ようである。

「よし。この話は終わりだ。一緒に里へ帰るぞ」

　天竜の胸からは、かすかに薬草と火薬の香りがする。それはそのまま甲賀の香りと言ってよかった。

（里に帰る……？　そうだ、私いま、すっごく里に帰りたい……）

　張り詰めていた緊張の糸がゆっくりと解ほどけていく。

　ふいに涙ぐみそうになって、翠は慌てて瞳を閉じた。ここで素直に泣くぐらいなら、なにも烈と大喧嘩してまでひとり旅を強行したりしない。

（ダメだ。私、もっともっと強くならなくちゃ）

　ぐっと拳に力を込めて、天竜の腕の中から顔を上げる。

「先輩。私、里に帰る前にお土産買わなくちゃ。おかげ横よこ丁ちように寄りたいんですけど」

「お、その意気だ。まぁそんな無理しなくても、帰りは俺がおぶってやるから」

「!!」

　翠の顔が再び強ばった。それは絶対にだめだ。

　天竜は昔から誰にでも親切で、翠達後輩に対しても分け隔へだてなく親身になってくれた。しかしそれだけに人気も高く、翠のような引っ込み思じ案あんには近寄ることすら許されなかったのだ。

　今でも里の半数以上の女子が天竜に恋い焦こがれていると言っていい。そんな中、彼に背負われて里に帰ったなどと知れたら、女子達の間にしか分からない無数の刃やいばが、左肩の傷以上に精神的苦痛を与えるに違いない。

（だめ。あり得ない。そんなの怖すぎる！）

　恐怖で頭をふるふるさせている翠に、天竜は吞のん気きに提案した。

「あれ、翠はおんぶ嫌い？　じゃあ、お姫様抱っこ？」

「いりませんっ。結構です！　私、ちゃんと歩けますからっ」

　必要以上に大地を踏ふみならしながら、翠は土産物屋のある横丁へと進んでいく。

　そのときになって、翠は初めて気がついた。度重なる緊張で固く凍こおりついた心が、いつの間にかすっかり元に戻っている。

（天竜先輩に感謝しなくちゃ。それに、もちろん佳継様にも……助けてもらったこの命で、私は生しよう涯がいかけて恩を返そう。きっとそれが〝すべてを捧げる〟ってことだよね）

　決意も新たに、翠は冬晴れの空を見上げていた。
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　あれから七年もの歳さい月げつが流れた。

　そして今、翠すいは江戸にいる。運命の人である佳よし継つぐとは、そう簡単に再会出来るわけもないが。

（それでも、少しずつ近づいてはきてるよね）

　いや、本当はもう会えなくてもいいのかもしれない。翠はただ、ここで佳継を想いながら平和な江戸を見守っていけたら、それだけで十分満足である。

「それにしても望もち月づきさん達、ものすごく若君様……じゃなくて上うえ様さまを褒ほめていたなぁ」

　すでに将軍職に就ついていて、今は十九歳だという。きっと見違えるほど立派になっているのだろう。あのやんちゃな瞳ひとみは、今でも好こう奇き心しんで輝かがやいているだろうか。

　日頃から〝笑顔が少ない〟と言われている翠だが、別に喜びのない人生を送っているわけではない。

　それどころか、ごく親しい人の前や誰もいないところでは、よく口元を綻ほころばせる。

（心の優しい方なんだって。でも政務は果か断だんで、だから佳継様は稀き代だいの名めい君くんなんだって）

　望月達の言葉をひとつずつ思い出しながら、翠は思わずにやにやとしてしまう。

　そのときだった。

「！」

　すとんという感じで、翠の身体からだが一瞬だけ浮遊する。視界が消えた。

「何!?　……痛いったぁ！」

　穴である。なぜか翠は、思いっ切り落とし穴に落ちていた。

　忍びとしてあまりにも恥ずかしいことだが、完全に油断していたので見事なほど無ぶ様ざまに入り込んでしまう。

　落とし穴はそれほど大きくはなく深さは翠の胸辺り、広さは翠ひとりがすっぽりと入ればもういっぱいだった。

「？」

　胸の辺りの穴に、何か白いものが貼はり付けてある。半紙だった。

　そしてその半紙には、明らかに子供が書いた字で〝翠姉ちゃんのバ～カ〟と書かれている。

「あの子達っ」

　改めて見渡してみれば、落とし穴の場所はちょうど橋のたもとの神社前──。

　ちょうど翠が、ここで遊んでいる子供達に注意をしたところである。

（ちょっとどういうつもりっ。私だからよかったけど、もし誤ってお武ぶ家け様でも落ちたら……）

　その場で斬きり殺されても文もん句くは言えない。

「あれ？　でも……」

　そこで翠は気がついた。

　落とし穴は道の端──つまり、神社の鳥とり居いに沿ってしばらく行ったところに作られている。そして大だい名みようや旗はた本もと達は、常に道の真ん中を堂々と歩くのだ。

　こんな道の端を遠えん慮りよ気味に通るのは、翠のような出前持ちか商人達しかしない。

「……やられた」

　子供だと思って侮あなどっていたが、もしかして江戸とかいの子供こは翠なんかよりもずっと強したたかに賢かしこく生きているらしい。

（って、感心してる場合じゃなかった）

　忍びの翠としてはこんな穴など難なく抜け出せるが、そば屋の町娘としてはどうだろう。ここはひとつ、誰にも見られずにこっそりと出なければ。

「!?」

　ふいに頭ず上じように視線を感じて見上げれば、ひとりの若い男がのぞき込んでいる。

　無む造ぞう作さに伸ばされた髪に整った鼻び梁りよう。特徴のある切れ長の瞳には、なんとも言えない色気が漂ただよっていた。年の頃は、二十歳前後だろうか。

　武士には見えないが、物を売っているような商人でもない気がした。

　男は、驚いたように沈ちん黙もくして翠を見下ろしている。翠の方も言うべき言葉が見つからず、しばらくの間、二人は黙って見つめ合ってしまった。

　先に口を開いたのは、男の方である。見み惚とれるほど整った眉まゆを、ついと粋いきに上げて一言。

「……ドジ」

「!?」

「江戸に来てまだ一週間だが──すごいな。落とし穴に落ちてる人なんて、初めて見た」
















「へ、変なとこで感心しないで下さい」

「まったく江戸は侮あなどれない。道を歩いてたら娘が穴に落ちてるなんて」

　助けてくれるかと思いきや、男はいつまでも興味深そうに頷うなずいている。

「ちょっと！　私、見せ物じゃないんですけど」

　憮ぶ然ぜんとしながら翠が抗こう議ぎすると、相手はやっと手を伸ばしてくれた。

（……もう、本当は私ひとりで抜け出せるのにっ）

　仕方なく男の手を取る。男にしてはほっそりとした手だが、意外に力強く引き上げてくれた。

「ありがとうございます……」

「いや、こっちこそ。礼を言おう」

　一体、なんに対しての礼なのか。どことなく優ゆう雅がに、そして遠慮なく笑っているこの男、物言いこそ朴ぼく訥とつだが結構、いや、かなり失礼な奴である。

「えとですね。これにはちょっとした事情があって」

「事情とはこれか？」

　いつの間に持っていたのか、男が半紙をひらりと見せる。

「翠姉ちゃんのバ～カ……？」

「あ！」

　バカと書かれた半紙を慌あわてて回収しようと試みるが、男はさっと手を挙げて翠の届かぬ高さまで半紙を上げてしまった。

「ちょっと、返して下さいっ」

　ぴょんぴょんと飛び跳はねるが、翠よりもかなり背の高い男に勝てるはずもなく。

（本気出せば取れるんだけど！）

　しかし、こんなしょうもないことで忍びの技を見せるわけにはいかない。それこそ、落とし穴に百回落ちるよりも恥ずかしいことである。

「慌てるな。バカと書くは失礼極まりないが、穴に落ちたのなら反論も出来ないだろう」

「放っといて下さい！　助けてもらったことには感謝します、さよなら」

　男の手から半紙を奪うばい取ると、翠はぷいと横を向いた。

　本来ならば助けてくれた礼をもっときちんと伝えるべきなのだろうが、照れくさいうえに遠えん慮りよなくバカにされたあとでは、到とう底ていそんな気分にはなれない。

（そんなことより、なんとかしてこの穴を塞ふさがなくっちゃ）

　他に誰か落ちて、怪け我がでもしたら大変である。しかしすべて川に流されたのか、穴を埋うめるべく盛られた土はどこにも見あたらず、被かぶせておけるような板もない。

（参ったなぁ。まさか神社の社から失しつ敬けいするわけにもいかないし）

　必要以上に男を無視しながら、翠は辺りを見渡した。

「……」

　その翠の視線が、男の方に向かって止まる。

「なんだ？」

　男が目を細めて見つめ返している。その仕し草ぐさは、歌か舞ぶ伎きの二枚目でも真っ青なほど独特の色香を漂わせていた。しかし。

（あれ、この人って）

　翠が注目したのはそんな男の希まれな美び貌ぼうでもなく、均整の取れた長身でもない。

　彼が背負っている、背中の大きさほどの謎なぞの板だった。

　改めて見れば、男の格かつ好こうはいささか妙みようである。着き崩くずれてはいないが、かなり動きやすそうに工夫された着物姿で、腰帯には絵筆や色彩粉の入った瓶びんを携けい帯たいしている。肩にかけてある大きな筒からは、上等そうな白紙が幾いく枚まいものぞいていた。

　そして極めつけに〝背に括くくりつけられた板〟である。

「ひょっとして……絵師さん？」

「ああ。俺は狩野かのう皓こう幽ゆう。一応、幕府御ご用よう達たしである狩野派絵師だ」

「すごーい」

　簡単で控ひかえめな自己紹介だったが、翠は思わず声を上げる。

　狩野派の絵師といえば、江戸城はもとより功名な神社仏ぶつ閣かく、大名屋敷などの障しよう壁へき画がや掛かけ軸じくなどを一手に手がける天才絵師集団である。それほど美術に詳しくない翠でも知っている、というよりも正統な絵師で狩野派以外は聞いたことがないというほど有名だった。

「とはいえ、俺は江戸の狩野派じゃない。今回、特別に京から招集された新しん参ざん者もので」

「京？　さらにすごーい」

　大量生産に根ざした江戸の狩野派よりも、京派の方が個人の才能に秀ひいでている──真しん偽ぎのほどは知れないが、美術品にうるさい甲こう賀がの里さと長おさが、やっとの思いで手に入れた京派・狩野天山の掛け軸を、そう言って自じ慢まんしていたのを思い出す。

　さらに皓幽の話には、翠の興味を引く言葉があった。

「それに幕府御用達って……ひょっとしてお城の中に入れるんですか？」

　翠の瞳がいきなりきらきらと煌きらめく。ならばこの人もまた、佳継様の雄ゆう姿しを間近で見ているのかもしれない。

「いや。城に入れると言っても、俺はせいぜい二の丸の一角に作業場作ってもらうぐらい。本丸までは、よっぽど優すぐれた絵師でないと簡単には入れてもらえない」

「じゃあ、上様のお姿を見たことは？」

「ない」

　即座に返答があったあと、皓幽は「噂うわさの名君を、俺も一度拝おがんでみたいものだが」と艶つやっぽく微笑ほほえんだ。

「ところでバカな翠ちゃんは、一体何者なんだ」

「バカは余計です！　私はただのそば屋の出前で」

「ドジでバカなそば屋か……なかなか趣おもむき深ぶかい」

　また妙なところで感心している。ダメだ、この皓幽という男は天然素材の毒舌家らしい。

　怒っても無む駄だだと悟さとった翠は諦あきらめ気分でひとつため息をつくと、彼の背中の板を指差した。

「じゃあ皓幽さん。その背中の板、ちょっと貸して下さい。落とし穴を塞ぎたいんで」

「……これは大事な商売道具、なんだが」

　と言いながらも、皓幽は手て際ぎわよく板を下ろしてくれた。

「！」

　軽い気持ちでお願いしてしまったが、見れば檜ひのきの一枚板で、よく使い込まれているのか見事な光こう沢たくを放っている。素しろう人と目に見ても、随ずい分ぶんと高級そうな代しろ物ものだった。

「ごめんなさい、あの、実はすごく高価な物だったりとか？」

「構わない。確かにこの穴、子供が落ちれば自力では抜けられまい。塞いでおくが良りよう策さく」

「ありがとうございます。出来るだけ早く、裏うら長なが屋やの大だい工くの熊さんから板切れをもらってきて、取り替えます。そのあとすぐに届けますから」

　お住まいは？　と聞こうとした翠を、皓幽は穏おだやかに首を振って止めた。

「別にいい」

「でも」

　さらに言い募つのろうとする翠に、皓幽はさっと背を向けた。そして、手だけを軽く振る。

「面白い物を見せてもらった礼だ、取っておけ」

「！　だからっ、面白くないってば」

　橋の方に遠ざかる背中から涼すずやかな笑い声が届き、さらに余計な言葉までついてきた。

「また会えたらいいな。バカでドジな、おしゃべり翠ちゃん」

「はぁ!?」

　バカでドジはギリギリ認めるとして、間違ってもおしゃべりではないはずだ。

　ところが翠は、そのときになって初めて気がついた。

（……あれ。私、皓幽さんとは初めてなのに、全っ然、人見知りしてなかった）

　出会いが出会いだけに、人見知りする余裕もなかったということか。

　それとも皓幽の、口数が少ない割に吐はく言葉がかなり毒舌という、妙な人格に翻ほん弄ろうされたか。

（いずれにせよ）

　変な奴やつ、と小さくつぶやいて、翠は皓幽が消えていった橋をしばらく眺ながめていた。
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「いやぁぁ！　ちゅーか絶対っ、そこは俺が出前に行くべきっしょぉ!!」

　開店前の天てん竜りゆうの店で、烈れつが頭を抱かかえながら猛もう烈れつに抗議している。

　それを完全に無視して、翠は天竜から『本日の出前先』を聞いていた。

「というわけで翠、頼んだぞ」

「はい、了解です」

「了解です、じゃねぇよっ。いいか、今日は特別にお兄ちゃんが代わりに行ってやる。悪いことは言わないから翠は店で休んでろ。な？」

　な、な、とたたみかけるような烈に、翠は氷よりも冷たい視線を投げかけると、そのまま黙もく殺さつした。いつもの可か愛わいい小桜柄の風ふ呂ろ敷しきに、人数分の乾かん麵めんと出だ汁し粉こを詰めていると──。

「？」

　横からス～と、奇き妙みような手が伸びてきた。烈である。結ばれた風呂敷を横取りして、強引に出前に向かおうとしているらしい。

（まったく。どこまでもどこまでもどこまでも果てしなくバカなんだから）

　今日の出前先は吉よし原わらである。

　吉原といえば、江戸一番の色の華はな街まち。つまりは男達の憧あこがれ、男の夢、男の楽園なのである。

　自称・キレイなお姉さん評論家である烈をそんな場所に解き放せば、世間様にご迷めい惑わくがかかるばかりか、天竜先せん輩ぱい共々江戸に住めなくなってしまうかもしれない。

「こらっ」

　風呂敷に伸びた手をぱちりとはじくと、卓の下に隠かくれていた烈がうるうると瞳を潤うるませている。

「翠、お願いだよぉ～行かせてくれよぉ～」

「下らないことで泣き落とすな」

「くそ、だったら強引にっ」

「甘ぁい!!」

　烈が奪い取ろうとした風呂敷を一瞬早く抱え込むと、翠はそのまま肘ひじ鉄てつを食らわす。

「危ねっ」

　ぎりぎりで躱かわされるが、翠は間かん髪はつ入れずに回し蹴げりの追加攻撃を繰り出した。

「おーおー、お前らは朝から元気がいいなぁ」

　佳よきかな佳き哉かな、と好こう々こう爺やのような穏やかさで、天竜はひとり店をふらりと出て行ってしまった。ここで無理に喧けん嘩かを止めないところが天竜らしさでもあるのだが。

「隙すきあり！」

　三度目の蹴りを屈かがんで避よけた烈。その両手を、翠は素早く捕つかまえる。そして懐ふところに常備してある鉤かぎ縄なわを取り出した。

「な、何すんだよ、翠」

「こうするの」

　そのまま烈を後ろ手に縛しばり上げ、さらに厳重に店の柱に括くくりつけておくことにする。

　いささかやりすぎな気もするが、烈ならば簡単に縄なわ抜ぬけをしてくる可能性がある。忍びの世界では、痴ち話わ喧げん嘩かも命懸がけなのである。

「というわけで私、今から出前に行ってくるから。ちゃんと店番してるんだよ、烈」

「……烈じゃない……お兄ちゃんと呼べ……」

　烈の情けない姿を一いち瞥べつすると、翠は「呼べるわけないでしょ」という捨てゼリフを残して、さっさと店を後にしたのだった。




　さて。

　日に本ほん堤づつみから衣え紋もん坂ざかをくだって見返り柳やなぎを通り過ぎると、そこはもう傾けい城せいの街。吉原である。

　その色香によって〝城も傾き国も滅ほろびる〟と謳うたわれる最高の美女達が、日々さらに自分に磨みがきをかけながらひしめき合っている。そこはまさに百ひやつ花か繚りよう乱らん、夢の園である。

　本日、翠が訪れる出前先は、そんな美女達の中でもダントツで人気のある花おい魁らんだった。

　百年に一度の逸いつ材ざいだと絶賛される見事な美貌。舞いや三しや味み線せんなど芸事をさせれば天下一品、さらにお偉いお武家さん達も舌を巻くほどの深い教養と叡えい智ちまで備えている。

　まさに非の打ちどころのない、その花魁の名は〝葛くず葉は〟──その名は江戸だけでなく、遙はるか京より大おお坂さかまで鳴り響ひびいているのだという。

　さらに驚くことに。

「きゃあ！　翠ちゃん、久しぶり～元気だった!?」

「葛葉先輩っ。すっごく会いたかったですっ。でもって、すっごくキレイ!!」

「翠ちゃんこそすっかり大人になっちゃって」

　翠と葛葉は互いに抱き合いながら飛び跳ねていた。側では〝禿かむろ〟と呼ばれる葛葉の世話役の少女達が、可愛らしい目をまん丸にして見ている。

　葛葉は翠の七つ上の先輩で、甲賀にいた頃から里で噂の美人だった。

　世よ渡わたり下べ手たな翠を心配し特に可愛がってくれたので、翠にとっても忘れがたい先輩だったし、彼女がいなくなった里はまるで火が消えたように寂しく感じたものだ。

　修行課程を修了後、紀き伊い徳川家の奥おく女じよ中ちゆうとして仕事が決まっていたのに、葛葉はそれを蹴ってまで、身ひとつで里を飛び出したのだった。

　葛葉がそこまでして里を捨てた理由はひとつ──。

「翠ちゃん、あんた今、天竜ンとこに世話になってんだって？」

　心底羨うらやましそうに柳りゆう眉びを寄せる葛葉に、翠は「はぁ。烈も一緒ですけど」と曖あい昧まいに笑った。
















「あの男！　あたしという女がいながら、こんな若くて可愛い娘に手ぇ出してっ」

「いや、ですから烈も一緒だしっ。それに私、別に手なんか出されてませんてば！　出前には毎日出されてますけど」

　葛葉の怒り──怒った顔も目が覚めるほど美しい──を抑おさえるために、翠はさして面白くもない駄だ洒じや落れまで披ひ露ろうする羽目になってしまった。

　そうなのだ。里にいた頃から葛葉はずっと天竜のことが大好きで、数多あまたの恋ライ敵バル達を押しのけて〝いつかあたしが天竜の嫁よめになるっ〟と大々的に公言していた。

　それなのに肝かん心じんの天竜は、ある日ふらりと江戸へ行ってしまい、葛葉もまた想いを諦めきれずにここまで追いかけてきてしまったというわけだ。

「翠ちゃん使ってそば屋の出前なんて……一体何考えてんだろうね、あの人は。あたしが一緒に住むって押しかけたときは、あっさり断ったくせにさ」

「そう、なんですか」

　どうやらまだ、葛葉の熱い想いは実ってはいないようだ。

（天竜先輩も天竜先輩だよ。こーんなキレイな人を吉原なんかに放っておいて、自分は吞のん気きに〝忍者そば〟だなんてさ）

　さっさと夫婦めおとになればいいのに、と翠は思う。あの穏やかな天竜なら、きっといいお父さんになれるはずだし、葛葉の子供なら絶対に、将来有望な美形が生まれるに違いない。

　葛葉は吉原一番の売れっ子なうえに、芸事や教養にも長たけているため、無理に客を取らされるようなことはない。聞けばまだ誰とも閨ねやを共にしたこともなく、そのお堅かたい態度から『高たか嶺ねの華か頂ちよう』だの『恋殺し観かん音のん』だのという噂が噂を呼んで、葛葉の上がるお座敷の価値はさらに上がっているらしい。入る金ものさえちゃんと入るのならば、別に無理して身体を売る必要はない、と雇やとい主である茶屋も考えてくれているようだった。

　それでもいつ、葛葉を手に入れようと躍やつ起きになった旦だん那なが現れて大金を積み、茶屋がそれに目がくらんでしまうかは分からないのだ。

（そんなことにでもなったら、葛葉先輩だって泣くに泣けないだろうに）

　──その前に葛葉はなぜ、吉原で働いているのだろう。

「おや。翠ちゃん、えらく不思議そうな顔だね？　天竜を追いかけてきたあたしが、吉原入りなんておかしいかい」

　やはり葛葉は鋭するどい。相手の心を読む技は、くの一時代の名残なごりだろうか。それとも吉原の客商売で身につけたのかもしれない。

「翠ちゃんはすぐに顔に出るから誰にでも分かるよ」

「あ、そうですか」

　肩を落とす翠を見て、葛葉は軽かろやかに笑う。

「吉原はね、なにも男が女を抱くだけの場所じゃない。江戸一番──つまり日の本一番の着物や衣装飾り、食べ物、それに芸能や書物がいっせいに集まる場所なんだ。商人達がこれほど豊かになってきた今の世では、その華か麗れいな世界は大おお奥おくよりも上かもしれない。そして何よりも、ここにはあらゆる情報が集まってくる」

「情報……ですか」

　そう言えば、天竜も出前ついでに葛葉から〝新しい情報〟をもらってこいと言っていた。

　天竜が必要な情報といえば、そば屋の新規開拓先か猫探しの依頼辺りである。

　葛葉は、側で控える禿の少女達に「あっちで、このおそばでも作ってお食べ」と、翠が届けた忍者そばを渡す。まだ幼い少女達は、ぱっと顔を明るくしてお辞じ儀ぎをすると、嬉うれしそうに部屋を出て行った。

「天竜への情報は……そうだね、まずは『あたしはこれからもずっと愛してやるんだから、そろそろ観かん念ねんして大人しく押し倒されな』ってこと」

「……」

「それから猫探しの依頼だけど、雑ぞう司しヶが谷やの外はずれに一匹。千せん住じゆの着物市場で一匹」

「はい」

　猫探しは烈の担当なので内容は不明だが、きっとそのまま伝えれば大丈夫だろう。ちなみにそのひとつ前のビミョーな伝言も、生き真ま面じ目めな翠は一応、文にしたためている。

「今のところは、そんなもんだね」

　そう言って、葛葉は正座を崩してゆったりとくつろぐ。その拍ひよう子しに髪飾りがしゃらりと粋な音を響かせた。たったそれだけの仕草なのに、女である翠までくらくらするほど魅力的である。

　翠はますます居住まいを正してしまった。葛葉がふっとおかしそうに吹き出す。

「今さらなに緊きん張ちようし直してんだい？　妙な翠ちゃんだねぇ。それよりも」

　と、ずいと膝ひざを寄せられる。高級そうな甘いお香こうの香りがした。

「聞かせて欲しいもんだね、翠ちゃんの最近の恋愛事情ってやつを」

「!?　べ、別に何もっ……ご報告するようなことは」

「どうだい？　占い婆ばばの言ってた、運命の人には出会えたかい？」

　翠がぶんぶんと首を振る。占いが当たったことや、運命の人が『徳とく川がわ佳よし継つぐ』であることは、男連中には誰にも言っていないが、ごく親しい同性の友達と葛葉先輩にだけは伝えてあった。

「だって将軍様ですよ？　再会しようにも方法もないし」

　それに、とふいに嬉しそうに微笑んで翠は続けた。

「会えなくても十分幸せです、私。運命の人が将軍様ってだけで、すごいじゃないですか」

　しかし、葛葉はつまらなそうに「ふ～ん」と相づちを打つと、

「あたしには、上様が翠ちゃんの相手とは思えないけどねぇ」

　と、肩をすくめてみせた。先輩の意外な発言に、翠は眉を寄せる。

「でも確かに、命の恩人なんですよ？」

　躍起になって反論すると、

「ああ、分かった分かった。じゃあさ。翠ちゃんは、運命の人が上様だって分かって、切なくなったりした？」

　試すように瞳をのぞき込まれた。

「切ない……？」

「こう、胸がぎゅっと狭くなってさ。会いたくて、でも会えなくて……悲しいような泣きたいような気持ちになること」

　少し考えて、翠は静かに首を横に振った。嬉しかったりどきどきしたりはあったけれど、そんな気持ちになったことはない。一度もない。

「……それじゃあダメだねぇ」

「ダメ、ですか？」

「いいかい、相手は上様だよ？　最悪の身分違いの恋じゃないか。もしこの先、上様が大奥に女を入れることになったらって考えたりしないのかい？」

「……」

　考えたことがなかった。いや、今改めて考えても、全然、切なくなったりしない。

「だって佳継様は天下の将軍様だもの。私なんて、遠くからお守り出来るだけで幸せだし。もし御み台だい所どころ様を迎え入れられても、それは悲しいことじゃなく、むしろ歓かん迎げいすることで」

　噓うそや強がりなど一ひと欠片かけらもない翠の様子に、葛葉は絶望的な表情でため息をつく。

「恋ってのはさ、もっと心が痛くて、何かにつけ涙を誘うもんさ」

「いや、でもそれは先輩が天竜先輩と上う手まくいってないからで」

「翠ちゃん、なんか言ったかい？」

「いいえ何も！」

　美人が凄すごむとかなり怖い。びくりと首を引っ込めた翠に、葛葉は一冊の書物を寄よ越こしてきた。

「これって『源げん氏じ物もの語がたり』……？」

「そう、戦国よりもずっと昔に書かれた物語さ。その時代はね、今よりももっと恋愛成じよう就じゆが難しかったのに、今よりもずっと愛に溢あふれている」

　それなのに、と葛葉が眼まな差ざしを投げてくる。

「愛している、という言葉はまだ生まれてなかったんだよ」

「！　本当ですか？」

「ああ。彼らは『哀かなしい』という言葉を、愛しているという意味でも使った。呼んで字の通りの悲しい感情と、愛を感じる想いは昔、同どう義ぎ語ごだったんだ」

　分かるかい、と葛葉の声が優しく翠の耳じ朶だを打つ。

「たとえどれほど幸せな恋だとしても、ただ好きだなぁって想うだけで、それが本物の恋ならば心は切なく痛んで涙がふいに溢れたりするもんさ」

「……」

「あんたみたいに楽しげに浮かれてるだけなら、それは恋じゃない。憧れってやつじゃないか」

　言われてみれば、まったくもって返す言葉がない。完全に黙ってしまった翠に、葛葉はやれやれと肩をすくめた。

「……でも。佳継様は確かに命の恩おん人じんだし。ということは運命の人だし」

　考え込んでしまった翠の背が、葛葉のたおやかな手で軽く叩たたかれる。

「まぁ。あたしが言いたいのは、占いなんかに振り回されるなってことさ。それにしても翠ちゃんはもう十五なのに、まだまだおぼこいねぇ。あたしが十五のときにはもう、○○しまくりで××が楽しくて仕方なかったもんだけど」

「!!!」

　先輩っそれは口に出してはいけないです!!　と翠は真っ赤な顔で止めに入る。それとも、こんなことぐらいで真っ赤になっている自分が幼いのだろうか。

　それから二人は、一刻ほどとりとめのないおしゃべりに華はなを咲かせた。

「あ、もうこんな時間。早く帰らなきゃ」

　日暮れの迫る吉原は、色づく花びらのように少しずつ姿を変えていく。あまり長居すると、葛葉にも迷惑がかかりそうだ。

「寂しいねぇ。出前がなくてもいいから、また近いうちにお越しよ？」

　翠は元気に「はい」と一礼すると、葛葉の座敷から出て行こうとする。そのときだった。

「翠ちゃん。これは、決して文に残さないで欲しいんだけれど。もうひとつ、天竜に伝言がある」

　今までになく厳しい表情で、葛葉がついと顔を上げた。

「いいかい。よく聞いて間違いなく、一度だけ伝えるんだ。〝江戸の時節も変わり、新たな華が活いけられました。おかげでこちらの野花が一本手た折おられたそうな〟──ちゃんと覚えた？」

「……」

　まったくもって意味不明だが、翠はそのまま暗あん唱しようしてみる。

「それでいい。頼んだよ、翠ちゃん」

　葛葉はにっこりと微笑んで、翠を大門まで送ってくれた。見返り柳で、翠は一度だけ大門の方を振り返る。幻想的な朱しゆ色いろに染まる吉原の宵よい闇やみ──そこからゆったりと手を振る葛葉は、まるでこの世の者とは思えないほど美しかった。




　夕ゆう餉げどき。

　翠は烈と天竜の三人で店の卓を囲み、夕食を頂いている。

　本日のお品書きは鰻うな重じゆう。それも天竜自ら串くしを打ち、江戸に来て間もない翠達のために関西風に腹開きにしてさばき、蒲かば焼やきにしてくれたものだ。

　すべてに優れた天竜はもちろん、料理だってかなり上手い。

「というわけで、これがその文です」

　書きつけた分の葛葉の伝言を天竜に渡しながら、翠は有あり難がたく鰻重をつつく。

　隣では烈が先に鰻だけを食べてしまい「おぉ!?　今気がついたが、これではあとずっとタダの甘だれご飯じゃねぇか」とのけぞっている。

「なになに『観かん念ねんして大人しく押し倒されな』って……葛葉の奴も懲こりないな」

「でも私、先輩と葛葉先輩ってすごくお似合いだと思いますけど」

「そうか？　まぁね、俺も別に嫌いってわけじゃないんだが」

　葛葉を応おう援えんするつもりで思い切って責めてみたが、あまり効果はなかったらしい。

　天竜はいつもの曖昧な微笑みだけを残し、あっさりと話題を打ち切ってしまう。

「それよりも烈、聞いたか？　猫探しの新しい依い頼らいだ」

「うっす。雑司ヶ谷と千住ですよね、さっそく今夜から当たりま～す」

　ただの甘だれご飯を勢いよく搔かき込みながら、烈が顔を上げずに返事をしている。

「あ、それからもうひとつ伝言が。これは文に書きつけず、口頭で一度だけ言えって注意されたのですが」

　天竜の手が静かに止まる。そして無言のまま、視線だけで先を促うながされた。

「えと。〝江戸の時節も変わり、新たな華が活けられました。おかげでこちらの野花が一本手折られたそうな〟と。……意味、分かります？」

　ガタン、と大きな音がして、天竜が椅い子すから立ち上がっていた。

「ちょっと出てくる。帰ったら大事な話があるから、翠も烈も先に風ふ呂ろ入って待ってろ」

　彼にしては珍めずらしく、そのまま慌てた様子で店を出て行く。

「……どうしたんだろう、先輩」

「俺に分かるわけないじゃん。帰ったら話してくれんじゃね？」

　それよりもさ、と烈は吞気に天竜の残していった鰻を狙っている。

「食べてもいいと思う？」

　返事代わりに、無言で烈の頭を叩く。

「痛っ。お前なぁ！　その口よりも先に手が出る性格、直した方がいいぜ？　絶対モテない」

「大きなお世話。先輩、きっとすぐ帰ってくるよ」

　不安な気持ちを打ち消すように、翠は努めて明るい声を出す。しかし。

　言いつけ通りに翠と烈が順番にお風呂に入り、そのあと二階の自分達の部屋にそれぞれ布ふ団とんを敷しいてもまだ、天竜は帰ってこなかった。もう夜半をとっくに過ぎている。

（先輩遅いな。探しに行った方がいいのかな？）

　とはいえ、行き先すら見当もつかない。それに天竜ほどの忍びが事故に巻き込まれたとしたら、それは翠や烈には手に負おえないほどの事故なのだ。助っ人など百年早い。

　仕方なく、翠は天竜の残して行った鰻を刻きざんで混ぜ、ご飯を作りそれをおにぎりにする。せめて夜食として食べてもらえるように、濡ぬれ手ぬぐいを固く絞しぼったものをかけて卓に置いておいた。結局、天竜が帰って来たのは明けも近い七ツ刻どきである。

「悪かったな、遅くなって」

　待ち望んだ声に、卓でうとうとしていた翠は、はっと顔を上げた。烈は基本、夜行性なので案外元気な顔を向けている。

「おかえりなさい、先輩」

「眠いだろうが、そのままちょっと聞いてくれ。……大事な話だ」

　翠達は、改めて店の奥にある天竜の部屋に通される。六畳ほどの小部屋だがちゃんと床とこの間もあり、入口左手にある雪見窓の障しよう子じからは、小さな坪つぼ庭にわも見えた。隅すみ々ずみまできちんと整理されているこざっぱりとした雰ふん囲い気きが、いかにも彼の部屋らしい。

「それで、大事な話って」

　武家でも十分通用するほどきちんと背筋を伸ばし、翠達は天竜と向かい合って座ざしている。修行では、礼れい儀ぎ作さ法ほうもみっちりと仕込まれるのだ。

「らしくないっすよ、ここまできて黙だんまりなんて」

　烈に促され、天竜は「ああ」とようやく重い口を開いた。

「今まで黙っていたが」

　実はな、と静かな声が流れていく。

「俺の本職はそば屋でもなく、猫探し屋でもなく、本当は」

　翠と烈が息を飲む。まさか──。

「忍びとして徳川将軍、佳継様をお守りするという極ごく秘ひ任にん務むについているんだ」

「！　噓でしょぉ」

　翠は驚きのあまり、一瞬、頭の中が真っ白になる。確かに忍者稼業を望んではいたけれど。それに、遠くからでもいいから上様をお守りしたいと思ってもいたけれど。

（だからって──そんな！　急に言われても）

　翠の頭の中で天竜は、すっかり〝やり手のそば屋〟で定着しているのだ。今さら『徳川将軍』や『極秘任務』などと言われても、それはまるで遠い絵え空そら事ごとのようで、ちっとも実感が湧わいてこない。けれど、天竜が冗じよう談だんで言っている様子は微み塵じんもなく。

「職を亡くし落ちぶれた忍者のふりをしてそば屋を営み、出前を装って、江戸の協力者から得た敵の情報を上様にお伝えするのが仕事なんだが」

　話についていくのがやっとの翠は、衝しよう撃げきでぼんやりした頭をなんとか働かせる。

「協力者って……？」

「翠はもう出会っている。江戸城大手三の門の与よ力りき衆しゆう・望もち月づき鹿か深ふか。それに吉原の花魁・葛葉」

「!!」

　翠の脳のう裏りに望月の人ひと懐なつっこい笑顔と、葛葉の艶っぽい仕草が浮かんで消えた。

「葛葉が吉原で集めた情報を俺がそばと一緒に望月に届け、あいつが密ひそかに上様へ流す」

　そば屋と吉原と江戸城の守しゆ衛えい。一見なんの関係もなさそうなこの三カ所を拠きよ点てんに、天竜は密かに将軍を守るという極秘任務を遂すい行こうしていたのだ。

　翠はひたすら感心するとともに、大切なことに気がついた。

「でも、今の幕府も世の中も平和だったんじゃないんですか？　私達、忍びの仕事がなくなるほどに。なのにどうして、先輩達が……まさか!?」

　七年前の出来事が甦よみがえる。息が止まりそうになった。のちに里長から翠に伝えられたのは「すべて済んだから、あの事件のことは早く忘れなさい」という言葉だったのに。

　だけどそれが噓だったら？　今でも佳継様の命が狙ねらわれ続けているとしたら!?

「翠」

　天竜の穏やかな声が、動転している翠の耳じ朶だを打つ。

「敵の全ぜん貌ぼうはまだ摑つかみきれていない。七年前と同じ相手かもしれないし、まったく別の勢力かもしれない。だがこれまでに幾いく度どとなく、上様の暗殺計画が未み遂すいに終わっていることは確かだ」

　未遂に終わっているのは、天竜達が一生懸命に力を尽つくしたからだろう。

　七年前の悲劇を過去のものにして世が泰たい平へいだと信じ切っていた翠は、今さらながら自分の浅はかさに腹立ちを覚えていた。

　ふと気になって隣の烈を見ると、憮ぶ然ぜんとした表情で大人しく座っている。明かされた秘密に呆ぼう然ぜんとしているようでもあり、また冷静にすべてを受け入れているようでもあった。

「どうして今まで私達に秘密に」

　してたんですか、と続けようとして翠ははっと息を飲む。嫌いやな予感がした。

〝江戸の時節も変わり、新たな華が活けられました。おかげで野花が一本手た折おられたそうな〟

「……どうして今、秘密を打ち明けたんですか……？」

　問い直した翠への返答は、天竜の深く長いため息だった。

「望月が殺やられた」

「!!」

「敵は将軍を直接狙うよりも、まずは邪じや魔ま者ものを消すことに決めたらしい。その最初の標的が望月だったんだ」

　まさか。まさかそんなこと。

（だって望月さん、あんな元気に笑って。そば食べながら、佳継様をいっぱい褒めてて）

　否定したいのに声すら出ない。天竜は努めて冷静を装うように、翠と烈に改めて頭を下げた。

「すまないな。本当はもう少し体制を強化してから、お前らに話そうと思ってんだが」

「そんな」

　先輩に頭を下げられて、翠も烈もどうしていいか分からない。

「やめて下さい、先輩。私、佳継様をお守りするためなら命を懸ける覚かく悟ごです。忍びとしてまだ未熟ですが、この力を存分に役立ててもらえれば」

「そうッスよ。そのために江戸に来たんスから、俺も翠も」

　それでも天竜の表情は硬かたい。味方から犠ぎ牲せいを出してしまったことは、彼にとって相当深い傷を残す出来事に違いなかった。

「本当にすまないと思っている。だが……ひどい話だが、今の俺には悲しみや辛つらさに立ち止まっている暇ひまはないんだ。早急に次の手を打たないと」

「早急にって……まさか次に狙われるのは葛葉先輩!?」

　顔色を変えた翠に向かって、天竜は安心させるように頷いてみせた。

「それは大丈夫、ちゃんと確認済みだ。望月は俺からの情報を持っていたときに襲おそわれたんじゃない。夜中に江戸城三大門に潜入してきた敵とやり合って攻撃を受けたんだ。つまり」

「情報元はバレていない？」

　それを聞いて、ひとまずは胸をなで下ろす。

「要するに俺らは、欠けた要員を補えばいいんスね？」

　烈の、仕事と割り切った冷たい物の言い方は、逆に望月を失った天竜を思いやってのことなのだろう。基本的に頭は悪いが、昔からこういう細やかな配はい慮りよだけはよく出来る。

「そういうことになるな」

「なら話は早いッス。つか、もう済んだッス。あとは俺、重大なお役目に備えて寝るッス」

「……分かった。ありがとな、烈。じゃあ明日の、というかもう今日か。さっそく雇やとい主へ会いに行くぞ。昼に出かけるから、それまで十分に寝ておけ」

「昼？　お忍びで会いに行くなら夜中の方がよくないッスか？」

　訝いぶかしげな烈に、天竜は首を振る。

「江戸城の守りを甘く見るなよ？　夜中の潜せん入にゆうなんて強力な内通者でもいない限り、まず不可能だ。こちらにはその〝強力な内通者〟もいるが、それでも昼日中に呉ご服ふく問どん屋やにでも変装して堂々と入った方が目立たなくていいんだよ」

　天竜の言葉に「なるほど」と間延びした返事をしながら、烈は二階へと上がっていく。どうやらそのまま寝るつもりらしい。階段の最後で、おやすみの挨あい拶さつ代わりに軽く手を振って消えた。

「あ、あの」

　残された翠が、胸に手を当てながら遠慮気味に口を開く。

「雇い主って、もしかして」

「？　将軍、徳川佳継様のことだが」

「そうですよね。ご、ごめんなさい、当たり前のこと聞いてしまって」

　おやすみなさい、と慌てて天竜の部屋を後にする翠の背中に、天竜の優しい声が届いた。

「翠、もし命の恩人が……運命の人が佳継様でなかったとしても、お前は上様のことを？」

「え？」

　それは不思議な問いだった。そもそも、天竜には占いのことなど何も話していないはず。

「悪いな。占い婆の話、葛葉から聞いた。というか俺が勝手に聞き出した。ちょっと、引っかかることがあってさ」

　ならば葛葉を責めるのは間違っている。天竜に上手く聞き出されて、秘密を守れる人間など皆かい無むに等しいだろう。翠は覚悟を決めて、正直な心のうちを話すことにした。

「葛葉先輩からは、私は別に、佳継様に恋をしているわけじゃないって言われました。私も、ちょっとそんな気がしてます。でも」

　きっぱりと顔を上げて、翠は天竜の瞳を見る。

「占いが気にならないって言ったら噓になりますけど……でもそんなの関係なく、命を懸けて将軍を守るのは当然の務めだと。徳川は百年にもわたる平和を築いてくれました。民が安心して暮らせる世の中、それを守るための忍術だって里の教えを、私は信じます」

「……そっか」

　その答えが正しいのか間違っているのか。天竜の穏やかな表情からは何も読み取れない。

　その天竜の瞳がふっと綻んだ。

「とはいえ実際に会えば、翠もすぐに恋に落ちるかもしれないな。なんせ上様は、見み違ちがえるほど男振りを上げておられる。最近では、なんとかして大奥勤めをしたいっていう江戸っ娘こ達の間で、日々激戦が繰り広げられているって噂だぞ？」

　それは出前をしていても感じていたことだった。最年少の稀代の名君というだけでも相当人気の高い佳継だが、特に若い娘達から絶大な支持を受けているらしい。

「もし本気で好きになったら、一度俺に相談してみ？　悪いようにはしないから」

「!!　け、結構ですっ」

　からかうような天竜の言葉に、翠は恥ずかしくて振り返ることも出来ず「おやすみなさい」と叫ぶと一気に階段を駆け上がった。
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　江戸城、大奥。

　将軍の正室や側室達が起き居きよする御お座ざの間の中でも、もっとも深しん窓そうにあたるのが〝抱ほう月ずき〟である。廊下から三さん間げんに分かれた細長い造りで、それぞれの部屋は八畳ほどのこじんまりとした空間だが、専用の庭がついていて、今は見事な桜を咲かせていた。

　呉服問屋として来城した三人は、事情を知る大手三門の詰所で忍び装しよう束ぞくに変わり、忍び独自の経路で江戸城内への潜入に成功している。詰つめ所しよには、やはり望月の姿はなかった。風に舞い散る桜を見つめながら、翠は初めて出前したときの望月の様子をぼんやりと思い出す。

「分かんないなぁ。なんで三門の警備が俺らに協力的なんスか？」

　首を捻ひねっている烈に、天竜がなんでもないことのように言った。

「あいつらはみんな、元甲こう賀が衆しゆうなんだ」

「ホントに!?」

「ああ。とはいえ、彼らは家いえ康やす公こうの時代に『百人組』として、伊い賀が者ものと一緒に幕府から直じき々じきに取り立てられた連中でな、それからずっと江戸で暮らしている」

「家康公っていったらもう、百年も昔の話じゃないッスか」

「そうだな。だから甲賀の里の存在は知っていても、実際に見た者は少ない」

「じゃあ、当然忍びの技なんて身につけてないわけだ」

「だが武士として刀を取らせたら右に出る者はいないぞ」

　天竜の話に、烈は「ふ～ん」と後ろ手を伸ばしながら、空を見上げている。

「でも確かに、連中の協力なしでは城壁を越えるのは無理ッスね」

　そして俺らはついに男子禁制の大奥まで来ちゃったし、と意味深な笑みを浮かべる烈を横目に、翠は「ばか」と小さな声でつぶやいた。

〝抱月〟の庭は三方が壁で囲まれており、部屋側からしか入れない造りになっている。しかしその庭先に、三人は静かに待たい機きしていた。

（確かにこの場所なら忍びの技を持つ者だけが極ごく秘ひに潜もぐり込めるし、それに城内で唯ゆい一いつの男子禁制区だから、上様だってひとりになりやすい……）

　本来は将軍の子を宿した側室が使用する部屋で、周囲から無む闇やみに恨うらまれたり妬ねたまれたりすることがないよう、あちこちに人目を避ける工夫がなされている。

　今、大奥には先代の将軍の正室──つまり佳継の母とその女中達しか住んでいないので、この〝抱月〟の間はひっそりと静まりかえっていた。

「！」

　ふいに廊下の方から人の気け配はいがする。

「余は今から少し、ひとりになって考えたいことがある。お前達は控えの間で待つように」

　若い男性の声が聞こえ、そのまま襖ふすまの開け閉めの音が二度届いた。

（上様だ……！）

　忍びは基本、平へい伏ふくしない。常に周囲に目を光らせるべく立ったまま、あるいは膝を立てても顔だけは上げた状態で謁えつ見けんするのだ。今も天竜に習って庭先に立ってはいるが、翠は色んな想いが錯さく綜そうしてどうしても顔を上げることが出来なかった。

「待たせたな、天竜」

「いえ。紹介します、これは翠に烈。これから望月に代わって、上様の御おん身みを守り必要な情報をお届けする二人です」

「……そうか。彼のことは残念だったが、これからもよろしく頼む」

「もちろんです。今までは真夜中にお会いしていましたが、これからは昼間、この翠がそば屋の出前に見せかけて、上様に情報をお持ちします。そして夜ですが、上様の護ご衛えいも兼ねて今まで通りこの烈に、望月と同じ行動をさせます。ただし、烈には情報を持たせません」

「昼に届けられる真の情報を敵から欺あざむくため、あえて望月の動きを囮おとりとして継けい続ぞくさせるか」

　俯うつむいたままなので表情は分からないが、声だけで聞く佳継からは、昔のやんちゃな雰囲気はまったく感じられない。幕府を背負う重じゆう責せきからか、その声には少し冷たい響きを宿していた。

　翠のことも覚えてはいないようで、そのまま天竜と細かい変更内容を話し合っている。

（忘れちゃったんだ、私のこと）

　寂しくないと言えば噓になるが、それでもどこかで安心していた。佳継にとって自分は知り合いではなく、常に躊躇ためらわず盾たてとしてもらえるような、有能な駒こまでありたかった。

　翠にとって佳継はあくまでも〝命を懸けて守り抜く君主〟なのである。

　たぶんこういう心構えを葛葉に感づかれ、〝恋じゃない〟と指摘された気がするのだが。

「翠？」

　ふいに名を呼ばれる。聞き慣れた天竜や烈の声ではない。驚いて顔を上げると、そこには懐なつかしい佳継の笑顔があった。

「よかった、やっとこちらを見てくれた」

　悪いた戯ずらっぽくこちらを見下ろす眼差しには、確かにあの頃の面おも影かげが宿っている。しかしそれ以外は何もかも違っていた。

　背は若わか竹たけのようにすらりと伸び、体たい軀くはきりりと引き締しまって美しかった。思し慮りよ深い顔立ちからは、あの頃のようなあどけない素直さは鳴りを潜ひそめ、代わりに慎しん重ちようさと勇ゆう断だんさを合わせ持つ才を放っている。徳川家最年少で将軍職に就ついた、稀代の名君。

　佳継は確かに、その名に適かなう堂々たる人物だった。しかし。

　江戸の若き将軍は、立っていた縁えん側がわからとんとんと気軽に降りてくると、そのまま翠のもとへと近づいてくる。

「！　何を」

　なさいますっ、という言葉は最後まで言わせてもらえない。気がつくとすでに、頭をなでなでされていた。無造作に、けれど温かくて大きな手で。

「……本当に久しぶりだ。翠、美しくなったな」
















　ざぁぁと風が吹き、桜の花びらがいっせいに舞い上がる。

（あ、頭をなでなでされちゃった……これでいいの、おばあちゃん？　すべてを捧ささげるってこういうこと？）

　今はもうあの世に逝いってしまったおばあちゃんに呼びかけてみるが、もちろん返事はない。

「七年前の出来事を忘れたことはない。翠は命の恩人だ。まさかこうして再び会えるとは思ってもみなかったが……余は本当に嬉しいぞ。神様なんて奴がいたら感謝してやりたいぐらいだ」

　佳継らしい物言いに、翠も思わず笑みがこぼれる。

「これからも、命を懸けて上様をお守りしますので、どうぞよろしくお願いします」

　丁てい寧ねいに頭を下げた。将軍様を守りたいという使命に燃えていた翠はすっかり満足して下を向いていたので、少し寂しげな佳継の表情には気づかない。

「ああ、その意気でこれからよろしく頼む。それから天竜と余の間には、何なん人ぴとたりとも人を介かいしてはおらぬ。将軍にもっとも近い側そば用よう人にんや老ろう中じゆう達だけでなく、父上にさえ教えておらず、よってそち達の存在は誰も存ぜぬ。翠も烈もそのことを心に留めて置いてくれ」

　だとすれば翠達は、完全に佳継個人にだけ仕つかえる忍びということになる。もちろんその任務は極秘中の極秘、責任は重大である。翠は、改めて天竜のすごさを嚙かみしめていた。

　頃ころ合あいを見計らって、その天竜が口を開く。

「よし、翠と烈はもう帰っていいぞ。俺は上様ともう少し話がある。翠は、今日来たこの道がこれからの正式な経路になるから忘れないように。それから烈」

「はい」

「お前は帰りに詰所に寄り、夜の行動範囲を確認しておけ」

「了解っす」

　軽く手を上げた烈と一緒に、翠も抱月の間を後にする。

「大奥っていっても、キレイなお姉さん達とは全然会えなかったなぁ～それとも夜の見回りでは会えるかにゃあ？　ああ、でも夜になんか出会っちゃったりすると、なんかこう危険な香りがしねぇ？　身分を越えた禁きん断だんの愛、みたいな」

「ばか。てか出会っちゃったらダメでしょ。あんた忍びなんだから」

　つくづく脳のう天てん気きでバカな烈を詰所に置き去りにして、翠はさっさと帰き路ろへと向かった。
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　町娘の姿に戻った翠は、江戸城を出て真まっ直すぐ芝しば口ぐち橋ばしに向かいながら、いつもの神社の前を通る。

　春の風が心地よく、江戸の街はまるで全体が桜色に染まったような陽気だった。

　翠は先ほどの出来事を思い出している。緊張と驚きが薄まると、徐々に喜びが湧いてきた。

（頭、なでなでされちゃった……！）

　葛葉や天竜に何を言われようとも、佳継は翠が七年間想い続けた人である。

（七年前のことは忘れてないって。それに……美しくなった、だって）

　凜り々りしい上様のお姿を思い出しながら、人目も憚はばからずにやにやとしていると。

「！」

　ふいに覚えのある浮遊感が翠を襲う。まさか、この感じは。

（また落とし穴!!　あの子達ったらっっっ）

　翠の頭の中に、勝ち誇ほこった子供達の顔が浮かぶ。しかし落ちる寸前で、後ろから誰かに抱き止められた。翠の細い腰を、男の片腕がしっかりと支える。

「驚いた、まさか二度も同じ罠わなに引っかかるなんて……野の兎うさぎ以下だな」

　耳元に艶のある声が届く。半ばあきれ顔でこちらを見ているのは狩野かのう皓こう幽ゆう、江戸城に出入りしている絵師だった。相変わらず、憎にくたらしいほど綺き麗れいな顔をしている。

「！」

　最悪だ。一体なぜ、この天然系毒舌男は毎回ひどい時機タイミングで現れるのだろう。

　さらに今回は、神社の奥から大おお騒さわぎで数人の子供達まで登場してきた。

「やーい！　翠姉ちゃんてば、まーた穴に落ちそうになってやんの」

「おまけに後ろから男に抱かれちゃってサ、恥っずかしー」

「るさいっ。あんた達、ここにあった板はどうしたの!?」

　一いつ喝かつすると子供らはわぁと橋のたもとへと逃げ去り、確実に安全な距離をとってから〝あっかんべー〟をしている。

「あの上等そうな板なら、お社に置いてあるよぉ」

「その落とし穴、俺らめっちゃ苦労して掘ったんだからな。簡単に塞ぐなっつーの」

　まさに言いたい放題で、そのまま下町の方へと駆けていく。

「……逞たくましいな」

　あとに残された皓幽がぽつりとつぶやき、翠もそれに無言で同意した。

「あの。そろそろ腕、離してもらってもいいですか？　お借りしてた板、取ってきますんで」

　遠慮気味にお願いすると、皓幽はあっさりと腕を解ほどく代わりに、一緒に神社のお社へとついてきた。

「あ、あった！」

　ちょうど奉ほう納のうされる形で、例の板が社の前に置いてある。

「本当にごめんなさい。今日も仕事帰りでしょ？　この板がなくて困らなかったですか？」

　皓幽は「いや」と面白そうに微笑むと、石段に腰を下ろし板の上に白紙を載せた。翠もつられて隣に座り、皓幽の手元をのぞき込む。

「これは仕事場では必要ない。普段、こうやって使うんだ」

　そう言って携帯していた墨ぼく汁じゆうを染み込ませた筆をさらさらと動かしていく。

　社の階段下では、二羽の雀すずめが戯たわむれている。どうやら皓幽はそれを描いているようなのだが。

（……すごい。まるで生きているみたい）

　翠は思わず息を飲んで、その絵に魅み入いっていた。

　細さい密みつに描びよう写しやした絵でもない。色が塗ぬられているわけでもない。なのに、皓幽によって生み出された二羽の雀は、今にも飛んで行きそうなほど瑞みず々みずしく描かれている。

「外を歩いていると、ふっと絵が描きたくなる。または描きたい風景に出会う。そんな時にすぐに描けるよう、大工に特別に作ってもらった」

　皓幽は本当に絵を描くのが好きなのだろう。翠は感心しながら何度も頷いた。

「こんなに上手になるまでには、随分と修行を積んだんでしょう？」

「そうなんだろうな。物心ついたときから絵を描くのは好きだったが、三つで師し匠しように弟で子し入りしてからは辛つらいことも多かった。後に師匠が亡なくなり身よりのなかった俺は、一度は筆を折る覚悟もしたんだが」

　そこで皓幽は、自分の手元へと視線を落とした。

「とある人に拾われてな、今に至るってわけだ」

「運が良かったんですね」

　何気なく言った翠の一言を、皓幽は否定も肯こう定ていもしなかった。ただ。

「運のことを考えると、いつも不思議な気持ちになる」

　遠くを見るような、その端たん正せいな横顔。神社に植えられた銀ぎん杏なんの木こ漏もれ日が、彼の頰ほおに優しく陰いん影えいを落としている。

「……」

　翠は思わず、その美しさに見惚れていた。単純な造形の美しさだけではない。彼を包み込む世界の奥深さ、佇たたずまいのようなものに心を奪われていた。

　皓幽は天竜と同じか少し、下ぐらいだろうか。いずれにせよ、まだ若い男のはずだ。それなのに彼からは歳としを超ちよう越えつした独特の落ち着きと、それから侵おかしがたい神聖な領りよう域いきを感じてしまう。

（すごく苦労してきた人なのかも）

　だからこそ、こんな佳よい絵が描ける。そんな気がした。

「何かついているか？」

「え？　あ！　ごめんなさいっ」

　まさか見惚れていたとは言えず、翠は慌てて両手を振ってみせる。

「やっぱり絵師さんって普通の人と何か違うなぁって思って。絵になるような綺麗な物をたくさん見てきてるからかな」

　なんという限りなくどうでもいい話だろう。翠は口にした側そばからたちまち反省していた。

　皓幽はふと、翠の方を見て興味深そうに目を細める。

「翠も綺麗だ。いつか翠の絵をじっくり描きたい」

「ええ!?」

　驚く翠の頰に皓幽がすっと手を伸ばす。あまりに自然な動きだったので、翠はまったく動けなかった。皓幽の指先が、頰から首筋までたおやかに流れていく。

　胸の奥がとくんと鳴った。けれど不思議なほど緊張や恥ずかしさはない。まるで何かの忍術のように、翠の耳から周りの音がすっと消えていく。まるで世界に二人しかいないみたいに。

「柔やわらかくて儚はかない──翠はまるで、雪のような肌はだをしているな」

　そんなことを言われたのは初めてだ。翠の身体から惚ほうけたように力が抜ける。ふいに。

「なんてな」

　皓幽が声の調子をからりと明るく変えた。

「!?」

「噓だ、もちろん翠が綺麗なことに偽いつわりないが。俺は風景や動植物専門で、人物画は描かない」

　翠の顔がみるみる真っ赤になった。今さっき、白い肌を褒められたばかりなのだが。

「バカ！　信じらんないっ。乙女の純情を弄もてあそんで!!」

　隣に座っている皓幽を、ところ構わずぽかぽかと殴なぐる。一応、皓幽は文化人なので手加減しているが、これが烈ならば縛り上げたうえに天井からつり下げているはずだ。

　皓幽は笑いながら「悪かった」と謝ったが、まだ目め尻じりに涙を溜ためている。

「翠はホントによく騙だまされる。悪い男に気をつけろよ？」

「ふん、ご忠告ありがとうございます」

　ツンと顔を横にすると、翠はひとり階段を駆け下りた。

「でも皓幽さん以上に悪い男には、まだ会ってませんから！」

　振り返って、まだ階段に座っている皓幽に向かってそう言ってやると、翠は返事も待たずに芝口橋へと走り出す。

　いつの間にか日は傾かたむいて、桜色だった江戸の街は朱色に、そして闇に染まろうとしていた。




　夕暮れの穏やかな色しき彩さいの中に、ひとりの少女が立っている。

　こちらを振り返って見せる、強気な瞳。そのくせどこか儚い夢のように頼りなくて──。

「あれ？　皓ってば今、笑った？」

　お仲間である嵐らんが、目を丸くしてのぞき込んでいた。爽さわやかな少年のような風ふう貌ぼうで、さらに童どう顔がんで背も小さいのだが、その無む邪じや気きさゆえのあっけらかんとした残ざん忍にんさも秘めている。

　皓幽は絵筆を止め、不ふ機き嫌げんそうに眉を寄せた。

「笑ってない」

「だよな。皓が素すで笑うなんて、まずないもんなぁ」

「……別に、俺は普通に笑ってると思うぞ？　お前といても笑いたい気持ちにならないだけだ」

「ひでぇな、それ」

　つまらなそうに嵐は唇くちびるを尖とがらせて、手元の手しゆ裏り剣けんを磨き始める。

　ここは雑司ヶ谷の外れにある廃はい寺でら。もう十年以上も前に住じゆう職しよくが出て行き、そのまま荒れ放題になっている。住み心地に文句は言えないが、隠れ家にはもってこいの場所だった。

　皓幽は黙って、ひたすらに絵筆を動かす。才能とは、どれだけ見事な絵が頭に浮かぶかどうかだと思う。そういう意味では、才能のある絵師など掃はいて捨てるほどいる。

　しかし日々の努力で技術を磨かなければ、その絵をこの世に生み出すことは出来ないのだ。

　才能と技術。そのふたつを兼ね備えた者だけが、絵師としてさらなる高みへと上り詰つめることが出来る。

（なんとしても幕府の御用絵師、それも奥絵師にならなければ）

　今はまだ、御用絵師の助っ人という扱いである。狩野派では厳しい年ねん功こう序じよ列れつが当たり前になっていて、皓幽のように若い者が正式な御用絵師、それも本丸御ご殿てんに出しゆつ仕しできる奥絵師になるためには、圧倒的な才能を見せつける必要があった。

　そして皓幽の思おも惑わく通り、同じ狩野派の年配絵師達は、ようやく皓幽との格の差というものを認めつつある。さらに大奥に住む佳継のご母ぼ堂どう〝お雨う愛めの方様〟が皓幽の描く花か鳥ちようをいたく気に入ったらしい。

（あと少しの辛しん抱ぼうか）

　絵師としての自分など、本当はどうでもいい。絵を描くことによって、仲間うちで誰も達成出来なかった悲願を叶かなえることが出来る。それだけが、今の皓幽の心を占めていた。

（絵師という職業は、あの方に拾われたときに捨てたのだ）

　皓幽は昏くらい瞳で、そう考える。もとより後こう悔かいなどしていない。

「伝令」

　古びた障子の向こう、闇の中から低い声だけが響いた。皓幽と嵐に緊張が走る。

「続けろ」

「は。先日、皓殿とやり合った与力はやはり死んだようです。敵は新たな手を打ってくるはずですが、未だ動きを確認出来ず。雇い主様からは『最近、江戸城に新しく現れた者すべてに警けい戒かいしろ』とのご伝言を頂ちよう戴だい致しました」

　以上、という声が続き、皓幽──いや、皓が「了解した」と低く答える。

　障子の向こう側から気配が消えた。それを確認して、嵐が子供のように両足を投げ出す。

「やっぱ死んだか、あの忍び。へ、いい気味だぜ」

　三門近くに潜んでいた嵐が見つかりそうになり、味方を守るために致いたし方なく切った。敵の動きも悪くなかったので止とどめは差せなかったが、幾度か当てた刃が致ち命めい傷しようになったのだろう。

「あまり褒められた話ではない」

　不機嫌な冷たさで皓が告げる。おかげで情報元への糸が切れてしまった。これで敵は警戒し、さらに複雑で難解な情報の流れを作り出すだろう。

「新たな手、ねぇ」

　嵐は特に反省した様子もなく、寝転がって天てん井じようを仰あおいでいる。

「江戸城に新しく現れた者っていったってなぁ。各諸しよ藩はんの大名から旗本、御ご家け人にん。呉服問屋に毎日の食材の仕入れ先まで、数えだしたらきりがないぜ？」

　それには皓も同意見だった。しかし。

　ふと、皓は指先で絵筆を弄びながら隣で寝転んでいる嵐に向かって「なぁ」と問いかける。

「子供の作った落とし穴に、何度も落ちる忍者ってどうよ？」

「はぁ？　ばっかじゃねぇの？　いるわきゃないじゃん、そんなドジな奴」

　即答で返事が返ってきた。

「……だよな」

　皓の方もそれ以上言うべきことはなく、再び絵筆を動かし始める。

　そのすぐ側には二羽の雀が戯たわむれている画が、無造作に投げ捨てられていた。










[image: ]










「ちょいと翠すいちゃん、あんみつで絡からみ酒しないでくれる？」

　あきれ顔の葛くず葉はの前には、江戸一番と名高い抹まつ茶ちやあんみつを頰ほお張ばる翠の姿があった。

「だって！　納なつ得とくいかないんですもんっ。なんでいっつもいっつも烈れつばっかり！」

「まぁまぁ、落ち着いて。あたしの分のあんみつもお食べ」

「……頂きます。こうなったら、胸が悪くなるまで食べてやる」

　ここは吉よし原わら。葛葉専用のお座ざ敷しき部べ屋やである。唯一の出入り口である大門の番所に頼んで、特別にあんみつを取り寄せてもらった。人気者の葛葉だからこそ可能な我が儘ままでもある。

　吉原で働く遊女達はみな、自分の意志だけでこの場所を出ることは叶かなわない。それはたとえ花おい魁らんだとしても許されない行為だった。吉原を出る方法はふたつ。どこかの金持ちの男に身み請うけされるか、それとも死んで投げ込み寺へと捨てられるか。

　しかし、たとえ戦せん闘とうには長たけていない葛葉でも、一応、甲こう賀がの〝くの一〟である。本当はいつでも抜け出せる技ぐらいは持ち合わせているのだが、一緒に働いている他の遊ゆう女じよのことを考えると、とても自分だけ抜け出す気にはなれないのだという。

　そういう律りち儀ぎで心優しいところも、翠は大好きだった。だからつい甘えてしまう。

「葛葉先輩。私って、忍びとしてダメなんですかねぇ」

「何言ってんの。翠ちゃんは里にいた頃から男顔負けの武ぶ闘とう派はだったじゃない。ダメだなんて思ってる人はいないわよ？」

「います、ちゃんといます」

　涼しげな硝子ガラスの器に入った白玉を転がしながら、翠は「天てん竜りゆう先輩」と口を尖とがらせた。

「バカだね。天竜だって翠ちゃんの力を認めているからわざわざ江戸に呼び寄せたんだろ？」

「でもこの一カ月、ずぅぅぅっと出前ばっかり。せっかく、上うえ様さまをお守り出来るって張りきっていたのに、情報を持って行ったのはわずか二回。それも白昼堂々とですよ？」

「安全でいいじゃない。そうなるように天竜が仕立ててくれたんでしょ」

　その通りだ。天竜の策は大いに功こうを奏そうしていて、翠の存在は疑われることなく情報は確実に佳よし継つぐへと伝えられている。しかし囮おとりである烈の方は数回、敵てき襲しゆうを受けていた。烈は「俺の方がダンゼン強いから問題なしっ」と豪ごう語ごしているが、心穏おだやかではいられない。

（私だってちゃんと戦えるのに。たとえ今は大丈夫でも、烈は基本的にバカなんだもん。もしこれからひどい目に遭あったらどうするの？　そのときに私、すっごく後こう悔かいしちゃうよ）

　だからこそ、何度も天竜にお願いしてみた。烈と役目を交代するか、もしくは交互に役目を替えさせて下さいと。けれど天竜はいつものように曖あい昧まいに微笑ほほえみながら、首を横に振るばかり。

「私、悔くやしい」

「翠ちゃんの気持ちも分かるけどねぇ。せっかく可か愛わいい女の子に生まれたんだから、それを否定するよりも、上手に利用して生きる方が楽ってもんだよ？」

「……」

　それが嫌いやだから、人の二倍も三倍も努力して厳しい修行に耐たえたのだ。それなのに。

「女を否定しているわけじゃないんです。ただ、もっとちゃんと力を尽つくしたい。全身全ぜん霊れいで上様をお守りするって、私、決めたのに」

「あたしらのやってることだって、全部ちゃんとした戦いじゃないのかい？」

　葛葉の優しい口調が、ささくれた翠の心を癒いやしてくれる。分かっていた。葛葉だって時には命を張って、危険な情報を得てくれているのだ。

　頭ではちゃんと分かっている。自分の主張はただの下らない我わが儘ままでしかないのだと。

　けれど心の奥底で暴れているこの気持ちを、一体なんと伝えればいいのだろう。

「ごめんなさい、私」

　少し冷静になって考えると、葛葉にとても失礼な気がしてきた。くの一の立場を否定するだけでなく仕事の愚ぐ痴ちも言いたい放題で、さらに大好きな天竜のことまで悪く言ってしまった。

「ヤだねぇ、なんで翠ちゃんが謝るのさ？」

　しかし葛葉は、一向に気にしていない様子で微笑んだ。本当に心の広い、優すぐれた先輩だと翠は改めて感心する。

「あたしだって天竜からすべてを聞いているわけじゃない。恐らく、全ぜん貌ぼうを知っているのは天竜と上様ぐらいなんだろう。これでもね、天竜あいつがひとりで危険な橋渡ってるんじゃないかって不安になっちまって、すごくもどかしくて眠れない夜もあるんだよ？　もっと任まかせてくれてもいいのに、あたしだって今以上、役に立ちたいのにってねぇ」

　けれど、と葛葉は愛いとおしげに俯うつむく。はっとするほど綺き麗れいな横顔だった。

「天竜には天竜の考えや生き方ってのがあって、それをあたしの想いだけで踏ふみにじることは出来ないんだよ。たとえそれが心配や優しさ、愛情であってもね。だからあたしは何も聞かない。分かんないけどさ、信じるってそういうことじゃないのかい？」

「……」

　その覚悟があまりにも美しくて、翠は胸が熱くなる。

「葛葉先輩って、本当に天竜先輩のことが大好きなんですね」

「翠ちゃん」

　ずいと膝ひざを寄せて、葛葉が真剣に人差し指を立てる。

「当・た・り・前でしょ。そりゃあたしは天竜に心底惚ほれてるさ。今すぐ無理矢理にでも押し倒してやりたい！　そして○○から××してっ、さらに△△」

「わわわ、先輩、それ以上は禁止用語ですっ」

　そこは無理矢理踏みにじってもいいのか。かすかな疑問を抱きつつ、翠は慌あわてて葛葉の口を押さえ込んでいた。




　結局その日は、夜や半はん過ぎまで吉原にいて、とりとめのない話に花を咲かせていた。

　急な用事が入ったとかで、葛葉の上がる予定だったお座敷がなくなったのだ。おかげで毎夜吉原に届けられる豪ごう奢しやな晩ご飯に舌した鼓つづみを打ち、宇う治じから取り寄せたという最高級のお抹茶を頂くことが出来た。

（ふふ、葛葉先輩からのお土産みやげだって聞いたら烈、喜ぶだろうなぁ）

　月も傾く時間である。本当なら若い娘の一人歩きなど絶対に危険だが、翠にとってはなんでもない。ごく普通の悪党なら、わざと闇やみを選んで歩く彼女を見つけ出すことすら不可能だろう。

　葛葉が持たせてくれた生菓子を崩さぬよう気をつけながら、翠は帰き路ろを急ぐ。

「？　あれ」

　真夜中にもかかわらず、店には灯あかりがついていた。中からかすかに、薬湯の匂においが漂ただよってくる。

「先輩!?」

　不吉な予感に駆かられて店に飛び込むと、天竜が手ぬぐいと薬湯を持って迎えてくれた。

「よぅ翠、えらく遅かったな。実はちょっと烈が」

「!!」

　天竜の手にある手ぬぐいにはべっとりと赤い血がついている。今は襖ふすまが開け放たれている天竜の部屋に目を向けると。

「……烈？」

　布団に寝かされている烈がいた。翠の手から、生菓子の包みが滑すべり落ちる。

「烈！」

　草ぞう履りを脱ぐのももどかしく、翠は部屋に飛び込んだ。天竜が手当てをしたのだろうか、裸はだかの肩口から対極の腹部にかけてしっかりと包ほう帯たいが巻かれている。

（袈け裟さ切ぎり……？　まさか烈が忍びに!?）

　身体からだが震ふるえ、驚きのあまり声も出ない。気がついた烈がかすかに目を開けた。

「す、い……か。しくじった……俺はもうダメだ」

　今まで聞いたことのないような弱々しい声である。

「何言ってんの！　しっかりしなさいよ、バカ!!」

　不安と恐怖で思わず声が大きくなる。いつものように元気に言い返して欲しい。なのに。

「翠……最後に……お願いが……」

　力はさらに失われていく。翠は思わず烈の手を取っていた。

「何？」

「お兄ちゃんって、呼んでくれ」

　こんなときにまでなんてバカな烈だ。けれどもそれが最後の願いなら叶えてやるべきなのだろう。これまで絶対に嫌だと拒否していたが──決意した翠は大きく頷うなずくと息を吸い込んだ。

「……お……」

「烈、もうそのへんにしておけ。翠が可か哀わい想そうだろ」

　ふいに背はい後ごから天竜の声が降りてくる。

「へ？」

　事態が上う手まく飲み込めず、呆ぼう然ぜんとしている翠の目の前で、烈がぐいっと起き上がった。

「ちぇ、もう少しだったのに」

　全然、元気である。いや、傷口からはかすかに血がにじんでいるが、それでも致ち命めい傷しようとはほど遠かった。つまり、これは。

「翠ってすぐに騙だまされるんだから。悪い男に気をつけろよ？」

　どこかで聞いたような烈の台詞せりふに、翠のこめかみ辺りがブチッと音を立ててキレる。

　気がつけば上半身だけ起き上がっていた烈を、力任せに張り倒していた。

「痛いてててっ、やめろって翠。死ぬほどじゃなかったけど俺、ちゃんと切られたからっ。血もぴゅーって出たからっ」

「何がぴゅーっよ!!　そこに直れ！　お前なんかこの私が骨までバラバラにしてやる」

「ぎぇぇぇ。助けて先輩」

　他人から見れば結構な修しゆ羅ら場ばだと思うのだが、天竜はまるで日なたでじゃれ合う子犬を見守るような眼まな差ざしを送るばかりである。

「自じ業ごう自じ得とくだな、烈。しかし翠も帰ったことだし、そろそろ本題に入るか」

「？」

　逃げ出そうとしている烈の首に、しっかりと腕を回す翠の手が止まる。

「店の卓たくで話そう。ほら翠も怒ってないで、茶でも淹いれてやるから。烈、もう起きれるか」

「はい、問題ないっす」

　元気に答える烈を睨にらみながら、翠は地面に落ちてしまった生菓子に気がつく。

「あ！　せっかく葛葉先輩から頂いたのに」

「なにぃ!?　葛葉お姉様から？　それを早く言えってば」

　勢い込んで部屋を飛び出す烈に、天竜が「大丈夫、食べられる食べられる」と地面から菓子の包みを拾い上げている。

　その様子を見ながら、翠にやっと平常心が戻ってきた。

（よかった……烈が元気で本当によかった）

　しかし、心で思うことをなかなか素直に口に出せない性格である。代わりに後ろから烈の背中をバンと叩たたくと、口を尖とがらせて一言。

「罰ばつとして烈には、一番崩れた生菓子やつしかあげないんだからねっ」

　我ながら可愛くないなぁと思う翠だった。




　烈が襲おそわれたのは、夜も深まる四つ半──。

　鼠ねずみ一匹通さない完かん璧ぺきな警けい護ごにもかかわらず、敵は夜中の江戸城内から煙けむりの如ごとく現れたのだという。

「黒くろ装しよう束ぞくで正体は分かんなかったけど絶対に忍び、それも相当な手て練だれッス。さらに！」

　天竜に淹れてもらった痛み止めの薬湯を飲みながら、烈が付け加える。

「俺の持ってる文ふ筒づつを狙ねらってきたから、間違いなく将軍暗殺がらみの敵ッスね」

　もちろん、文筒には何も入っていない。敵が欲しがっている情報は、昼間に翠が安全に佳継まで届けているのだから。

「最初はいつもと同じでした。互いにガチで殺やり合うわけじゃない。俺は敵の潜せん入にゆうを止めるだけだし、相手も本気で向かってはこない。だから俺、今回はちょっと仕掛けてみたんです」

「烈ったら、またひとりで勝手に危ないことして」

　思わず翠が口を挟はさむ。烈は肩をすくめてみせただけだった。

「ひとりでってわけじゃない。ちゃんと三さん門もんの甲こう賀が衆しゆうにも協力してもらって、文筒を餌えさに敵を袋ふくろ小こう路じに誘い込んだんだ」

　望もち月づきの仇かたきとばかり、与よ力りき達も必死に頑張ってくれたのだという。

「……仕し留とめられるはずだった」

　しかし結果は失敗、さらに傷まで負おってしまった。悔しげに烈が唇くちびるを嚙かみしめている。

「何があったんだ？」

　天竜の問いに、烈は大きくかぶりを振った。

「分かんないです。追い詰められたあいつは、左ひだり腕うでに巻かれた布のようなものを解ほどいたような気がしたんですが……その途と端たん」

　烈が、ひとつ息を吐はいて目を閉じる。まるでそのときの戸と惑まどいを思い出しているようだった。

「ものすごい殺さつ気きみたいなもんが溢あふれ出して。直感でかなりヤバイと感じたんで、急いで与力衆を下がらせて。で、敵の攻撃が彼らに向かないように、俺は餌になってる文筒を引っつかんで、ひとりでできるだけ遠くに逃げようとしたんですが」

「そのときに斬きられたのか」

「はい。なんか上手く言えないスけど、こう暗黒の塊かたまりみたいなのがそいつを包んで、それを機に急に強くなったっていうか。うん、確かにあれは異様な感じだった」

「もしや〝逆さか呪じゆ禁ごん〟か」

　強こわばった面おも持もちで、天竜がぽつりとつぶやいた。聞き慣れない言葉に、翠も烈も目を細める。

「さ、か……？」

「逆呪禁。古くは平へい安あん、陰おん陽みよう師じにまで遡さかのぼる術だ。上じよう腕わん部ぶに怨おんを込めた戦いくさ竜りゆうの入れ墨ずみを施ほどこし、七日七晩、飲まず食わずで闇やみ祈き禱とうを受けると聞く。強きよう靱じんな精神力と体力を持たぬ者は、大たい抵ていそこで死を迎えるらしい。それが忍びの能力を一時的に高める禁じ手として、今でも甲賀に密ひそかに伝わっている〝逆呪禁〟だ」

「忍びの能力を高める？　それってアリじゃないですか」

　なんなら俺も、と言いかける烈に、天竜は首を振ってみせた。

「全然ナシだ。禁じ手だって言ったろ？　逆呪禁が、一体どういう仕掛けなのかは不明だが、それを使用した者は発動から一いつ刻こくも経たたぬうちに肉体に無理が生じてしまう。人の活いきる領りよう域いきを超ちよう越えつした力は、それだけ使用した本人に負ふ担たんをかけるんだ。激痛の中で意識を喪そう失しつし、さらに前後の記き憶おくまでもが奪うばわれるらしい」

「……怖い」

　翠がぽつりとつぶやいた。ある意味誰よりも強さを望む翠だが、さすがにそんな不自然な強さに手を出そうとは思わない。

「しかし、もし逆呪禁だとすると相当厄やつ介かいだぞ」

　天竜にしては珍しく、こめかみに自分の拳こぶしを軽く当てて考え込んでいる。そんな天竜の姿を見ながら、翠はふと思いつく。

「先せん輩ぱい。ひょっとして先輩は、実際にその術を見たことがあるのでは」

　天竜は躊躇ためらうように少しの間を置くと「七年前のことだ」と続けた。

「七年前って……」

「そうだ、翠。あのときだ。俺はちょうど用事があって、伊い賀がの里へと来ていた。そこで見張り役の伊賀者から『伊い勢せ方面に敵てき影えいあり、徳とく川がわの者が襲われている』という伝令を受けたんだ。俺は伊賀の上じよう忍にんと一緒に現場に向かったんだが」

　しかし現場に着いた頃には、燃え尽きて灰になった小屋があるばかりだった。さらに見回りの伊賀者がひどい怪け我がを負わされており、敵の姿はどこにも見あたらない。

『逃げられたか』

『……いや』

　天竜は息をつめて、雪のちらつく暗闇に目を凝こらす。間違いない。ひとり、この先の竹林に身を潜ひそめている気配がする。囮か、それともわけあって逃げ遅れたのか。

「いずれにせよ、捕らえて吐かせるまでだ……！」

　間かん髪はつ入れず天竜が宙ちゆうに身を躍おどらせると、同時に伊賀者も反応した。

　甲賀史上最強だと言われる天竜、そして伊賀の忍びの中でも最高位とされる上忍である。

　この二人から逃げられる獲え物ものなどいるわけがなかった。しかし。

「!!　なんだっ」

　竹たけ藪やぶから突然、殺気の塊がぶわりと波は状じように広がる。紫し電でん一いつ閃せん。闇が引き裂さかれ、甲かん高だかい金属音が立て続けに鳴り響く。

　信じがたい速さだった。伊賀の上忍も天竜も、まともに敵の姿を捉とらえることすら出来ない。

「敵は俺達を退しりぞけて突とつ破ぱ口こうを開くと、そのまま山の中へと消えていった」

　後を追うことが賢けん明めいでないことは互いに分かっていたので、伊賀者は怪我をした仲間を連れて里へ戻り、天竜はすぐに伊勢へと向かった。

　襲われた徳川家の人間、その安あん否ぴが気になっていたからだ。

「俺にとっては幸運なことに、佳継様は屋や敷しきの別べつ邸ていで独ひとり蟄ちつ居きよ中ちゆうだった。だから幕ばく府ふ側の人間に誰にも悟さとられることなく、その夜に起こった出来事を直接知ることが出来たんだ。俺はそれ以来、密かにあの事件の犯人を追ってる。江戸にきたのもそのためだと言っていい」

　それから、と天竜は翠の名を呼んだ。

「佳継様と会うのはそのときが初めてだったが、佳継様は『もうひとりの忍者が、最後まで余よを守ってくれた』と教えてくれたんだ。だから翠を迎えに行くことも出来たってわけだ」

「……そう、だったんですか」

　やはり佳継に正体はバレていた。皮ひ肉にくにも、あれほど会いたがっていた忍びに佳継は二人も出会えたことになる。最後まで余を守ってくれた──佳継の声が聞こえるようで、胸が熱くなった。

「天竜先輩」

　居住まいを正して、翠は真まっ直すぐに天竜を見る。

「やっぱり私も一緒に戦いたいです」

「……」

「私だって戦闘に参加出来ます。お願いですからもっと協力させて下さい。あの事件は、私にとっても忘れられないものだし、もっと協力出来ることがあるはず」

　それでも天竜は、難しい顔をして黙っていた。重苦しい沈ちん黙もくだけが流れていく。

「もしかして、犯人に何か心当たりがあるんですか？」

　翠は、さらに低く小さな声で続けた。あの事件を思い出す度たびに、己おのれの未み熟じゆくさと若君様を危険に晒さらしてしまった恐怖が甦よみがえる。だから、出来れば触れたくない過去の傷だった。

　けれど自分達を小屋へと導いた忍者の姿を──翠は、いや翠だけが知っているのだ。それなのになぜか、上手く思い出せない。無理に思い出そうとすると、いつも心が悲鳴を上げた。

（あの事件は無事に解決したって里長から聞いたから、私も早く忘れようって努めてきたけど）

　まだ事件は続いている。そう聞かされて黙っているわけにはいかない。今こそ天竜と協力して、あの日の恩おん義ぎに報むくいる絶ぜつ好こうの機会ではないか。

「先輩！　私、犯人の顔を見てるんです。どうしてだが上手く思い出せないけど、でも絶対に思い出しますからっ……だから」

「悪いがまだ憶おく測そくの段階だし、いい加減な結論で事を急ぎたくない……分かってくれ、翠」

「でも私」

「いい加減にしろ！」

　烈が、今までに見せたこともないような怖い顔で翠を睨んでいる。

「自分の我が儘で先輩を困らせんな！　大体お前は力もないくせに、そうやって無理して背伸びして、ひとりで背し負よい込んで勝手に傷ついて……っ」

「そんな、私は」

「うるさい。結局、七年前のことだってお前なんかに責任取れなかったんだろーが。そうやっていっつも周りに迷めい惑わくばっかりかけて。いい加減学習しろっ」

　容よう赦しやない烈の物言いが、翠を尽ことごとく打ちのめした。これではいつもと立場が逆ではないか。

　翠は血の出るほど強く唇を嚙むと、喉のど元もとまでせり上がってくる感情をなんとか押し返した。泣かない。絶対に。

　自分に力がないことぐらい分かっている。烈の言う通り、責任なんて全然取れなかった。

　でもだからこそ、今、精一杯頑張って役に立とうと思っているのに。

（それすら迷惑だっていうの？　結局、私は）

　どれだけ頑張っても信用なんてされていない。全然頼りにもならないし、張りきればそれだけ邪じや魔ま者もの扱いされてしまう。所しよ詮せん、どこまでいっても蚊か帳やの外なのだ。

「……分かってるよ。分かってるもん、そんなことぐらい」

　自分でも驚くような、か細い声しか出なかった。再び、熱い涙がにじみそうになる。これ以上ここにいれば、二人の前で泣き出してしまいそうで。

　堪たまらず、翠は店を飛び出していた。




　翠の姿が消えると、突然、烈が妙みようなうなり声を上げて卓に突つっ伏ぷした。

「ダメだ。カンペキ言いすぎた……嗚あ呼あ、また夢の『お兄ちゃん』から遠ざかってしまう……」

　どうやら、今になって激しく後悔しているらしい。

　天竜は、そんな烈を励はげますように軽く肩を叩いてやる。

「いや、俺は兄妹ならではのいい喧けん嘩かだったと思うぞ。それより追いかけなくていいのか？」

「翠はひとりで泣きに行ったんスよ。今、追いかけても、間違いなく返り討うちにされる」

「……俺は今ちょっと、お前ら兄きよう妹だいが羨うらやましいよ」

「じゃあ先輩から言ってやって下さいよぉ。烈は世界一のお兄ちゃんで、最高にカッコイイんだから、安心して『兄様』って呼んでいいって。こう、少し鼻にかかったような甘えた感じで」

「それは、無理」

　穏やかに、しかし寸すん分ぶんの隙すきもなく断られてしまう。

　烈は再び力なく「痛い。切られた傷も痛いが、心の傷も痛い」と卓に顔を擦こすりつけた。

「七年前もそうだったスよねぇ」

　ため息をつきながら、烈はぼんやりと卓の木目を目で追う。天竜は黙って腕組みをしながら聞いていてくれた。

「あの頃の翠って、いつも不ふ機き嫌げんでやたら俺に突っかかってきて……ちょっと前までどこ行くにもいつも一緒だったのにサ。今ならその理由も少しは分かるけど。ほら、俺ってバカだから、なんであいつが不機嫌なのか全っ然分からなくて」

　あれはちょうど烈の身体が急に逞たくましくなって、双子である翠とは昔ほど似ていなくなった頃だ。

「下らない意地張るなって怒ど鳴なっちゃったんです。そンときも翠、あんな風に泣きそうな顔して、でも絶対に泣かないで、そのまま里を飛び出して行っちまって……俺も俺で追いかければよかったのに何かこう、腹ン中に割り切れないもんがあって、結局放っておいたんですよね。どうせ伊勢までだし、ひとりでも大丈夫だろって自分に言い訳して。だから」

　烈はゆっくりと瞳めを閉じる。思い出す度にこみ上げてくる思いを、ぐっと抑おさえるように。

「あのときのこと、俺なりにメチャクチャ後悔してるんス。なんで翠をひとりで行かせたのか、どんだけ嫌がられても、俺がちゃんとついて行ってればって」

「……そっか。烈も色々、辛つらかったな」

　優しい天竜の声に、烈はまた妙なうなり声を上げた。

「なんでこうなっちゃうんだろ。俺、ただ翠が大事で目一杯守ってやりたいだけなのに」

「ならそうしろ、これからもずっと」

「そうします、はい」

　口調はごく軽いが、烈のそんな決意はずっと以前から、そしてこれからも変わることはない。

　それよりも、と烈は顔を上げて天竜を見上げた。

「これからどうします？　このまま江戸城で、再び敵が現れるのを待ちますか？」

　烈の問いに、天竜の表情もにわかに厳しくなる。

「逆呪禁のあと、敵はしばらく動けない。その間、お前は猫探しに戻ってくれ」

「了解っす。今度は雑ぞう司しヶが谷やと千せん住じゆでしたよね」

　猫探し、それは烈と天竜の間にだけ通じる隠いん語ごだった。猫とはすなわち、敵の隠アれジ家トだ。葛葉にそれらしい場所を調べてもらい、烈が実際に確かめに行く。

　つまり烈は江戸に来て間もなく、翠に先んじて天竜の計画を知らされていたのだ。

「これ知ったら翠、また怒るだろうなぁ」

「そんときは、俺も一緒に土ど下げ座ざしてやるから」

「いいっすよ、そんな。どうせ俺だけ足あし蹴げにされるんスから」

　唇を尖らせる烈に、天竜は笑いながら「違いない」と頷いてみせた。

「……先輩。俺ちゃんと翠の仇、取れますよね？　あいつ自身が封じている、辛すぎる過去を思い出す前に」

　ふいに烈の声色が変わる。

「怖いんですよ、もし翠が真実を知ったら」

　かすかに震える肩に天竜の力強い手が置かれる。大丈夫、とは言われなかった。それでは噓うそになってしまうのだろう。

「すべてはこれからだ。けれどもし、翠が再び狙われて傷つくようなことになっても」

　お前が、と肩に置かれた手に力が込められる。

「命張って、守るんだろ？」

「……そりゃまぁね。俺、お兄ちゃんですから」

　誇ほこらしげに烈はにっと笑ってみせた。
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　重い身体を引きずりながら、皓こう幽ゆうは江戸城を後にする。ひどい気分だ。身体は鉛なまりを飲んだように重く、歩く度に頭の髄ずいまで激痛が響く。

　気がついたときには、二の丸にある絵師の作業場に寝かされていた。恐らく、嵐らんの仕し業わざだろうが、禁じ手の後こう遺い症しようで発動前後の記憶がきれいさっぱり消えている。

「使う予定じゃ、なかったんだが」

　痛む頭を押さえながらぼやいてみるが、今さら遅い。後任らしき新顔の忍びが、自分をどこかへ誘おうとしていることは感づいていた。

　皓幽があえてそれに乗ったのは、文筒を持った忍びの顔が一瞬、翠に見えたからだった。しかし実際に近づいてみると、隠し布はしているものの、紛まぎれもなくそれは男だった。

（まったく、俺もどうかしている……あのドジな娘を忍びと疑うなんて）

　引くには深く追いすぎていた。だから仕方なく、あの禁じ手を使ったようなのだが……その辺りの記憶は曖昧だ。

「……しくじったな」

　深いため息とともに、後悔の念ねんを吐き出す。

　本当は作業場で休んでいてもよかった。嵐もそのつもりで運んでくれたのだろう。最近では江戸城での障しよう壁へき画がの注文が増え、泊まり込みで絵を描くことも許されている。

　さらに、本ほん丸まるの最深である大おお奥おくから『直接こちらへ出向いて、庭の景色に合う四季の花か鳥ちよう風ふう月げつを描いて欲しい』という依頼まで届いていた。

　だが大奥という場所がら、将軍以外は絶対に男子禁制である。当然簡単には許可が下りず、今は依頼人である将軍の母君が熱心に頼み込んでいる最中らしかった。

　皓幽の立場としては、ただ黙って経過を見守るしかない。

（焦ることはない。どうせ今は、江戸城での動きは制限されている）

　それよりも、もし相手に逆呪禁の使い手だと気づかれたならば、しばらくの間、自分が忍者としてまともに動けないことなど容易に察さつするだろう。

　敵はその間に何をするか？　答えは簡単だ。

（隠アれジ家ト探し……だな。あの雑司ヶ谷の場所が、たやすく見つけられるとも思えないが）

　それでも万が一、敵が現れた場合には嵐と数人の伝令係だけでは応戦しきれないだろう。

　こんな身体でどこまで戦えるかは分からないが、それでも敵の来るはずのない江戸城で休んでいる気にはなれなかった。

　作業場を出ると、明けの明みよう星じようが群ぐん青じよう色いろの空に輝いている。あと数刻で朝だ。しかし早起きの江戸っ子達もさすがに今はまだ眠りの中らしく、辺りは静まりかえっていた。

　ようやく橋のたもとまでたどり着くと、欄らん干かんに手をついて大きく息を吐く。疲ひ労ろうに蹂じゆう躙りんされた身体は、休息を求めて悲鳴を上げていた。

「？」

　幻まぼろしだと思った。きっと疲つかれすぎた頭が、自分の視界に幻を見せているんだと。

（それとも、禁じ手の新しい副作用か……？）

　ぼんやりとした思考で目を細めてみる。橋の下に隠かくれるように座り込んでいる小さな背中。

　どうしようか一瞬迷ったが、気がつけば声をかけてしまっていた。

「落とし穴の次は、川に落ちたか」

　驚いたように振り返る少女。間違いない。それは翠、だった。振り向いた大きな黒い瞳ひとみからは、はらはらと涙がこぼれ落ちている。

　皓幽は一瞬、我を忘れて立ちすくんでしまった。

　とても尊とうとく、奇き蹟せきのように美しい存在に出会ってしまった気がして──。

　自分でも理解出来ないほど深く、深く心を震わせていた。
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　幻を見たと思ったのは、なにも皓幽だけではない。

「落とし穴の次は、川に落ちたか」

　聞き覚えのある艶つやめいた声。

「!?」

　慌てて涙を腕で拭ぬぐう。泣いているところを、見られてしまっただろうか。

（……なんで？　今まで誰の前でも泣いたことないのに。本当にもうっ、なんでこの人はいつもいつもいつも、一番見られたくないときに出会ってしまうの？）

　ざざっと音をさせて、素早く皓幽が川辺に降りてくる。

「皓幽さん」

「皓幽でいい。偶然とはいえ、三度も顔を合わせたんだ。今さら他人にも思えない」

　言われた翠は、少し考えてから「皓幽」と舌に馴な染じませるようにつぶやいてみる。

「じゃあ皓幽、どうしてこんな時間に？」

「それはこちらが聞きたいぐらいだが……とりあえず、俺は仕事帰りだ。最近注文が殺さつ到とうしていてな、泊まり込みで作業する日も少なくない。今日はさすがに家に帰ってゆっくり休みたくて、無理して城を抜けてきた」

　そういえば、皓幽はひどく疲れているように見える。

「だったら早く帰って寝て下さい」

「いや、翠の顔をみたら少し元気になった。礼を言おう」

　いつもの、どこまでが本気か分からない美しい笑顔だ。

「とか言って、もう騙されないから。どうせ前みたいに『なんてな』って言うんでしょ」

　ぷいと横を向いてみせると、皓幽は参ったなと頰ほおを搔かいている。

「それよりどうした？　こんな時間にひとりで橋の下で泣いていると、捨て子かと思われるぞ」

「……思わないでしょ普通。私、もう十五ですよ？　それに泣いてませんから」

　精一杯、強がってみせる。事実、一晩中溢れ続けていた涙は今、ちゃんと止まっていた。

　可愛げのない女だと自分でも分かっているが、やはり誰にも涙を見せたくない。さっき皓幽に感づかれた気もするが、出来れば見なかったことにして欲しかった。ぎゅっと唇を結ぶ。

「……何か辛いことでもあったのか？」

　引き込まれるような何気なさで、皓幽が口を開いた。決して心配しすぎでなく無理強じいもせず、ただこちらの想いを見守るような穏やかな口調──だから。

「……」

　だから「なんでもないです」とは言えなかった。気がつくと、胸の奥にあった想いを口にしていた。もちろん、すべてを話すことは出来ないけれども。

「喧嘩、しちゃったんです。私のことすっごく心配してくれてる人と……その、仕事のことで」

「仕事って？　そば屋の？」

　訝いぶかしげな皓幽に対して、翠は慌てて「そうなんですよ、うん」と何度も頷く。

「私ね、過去に大きな失敗をしてて、そのせいで未だに信用もされていないし、役にも立てないんです。それが悔しくて」

　烈の激しい言葉は、今でも胸に突き刺ささったままだ。けれど、それが確かな愛情に裏付けされた彼なりの思いやりだということも、ちゃんと分かっていた。

（きっと烈の方が、私よりも傷ついている）

　切ない気持ちでそう思う。翠は小さなため息をついた。

　翠の様子を見ていた皓幽は、感かん慨がい深げに何度も頷いていた。

「そっか。そば屋も色々大変なんだな」

「……」

　意外に単純な人でよかった。複雑な面持ちで、翠はそっと胸をなで下ろす。

　皓幽はおもむろに絵筆と例の板を取り出した。

「？」

　何を始める気だろうか。不思議な顔をしている翠の横で、皓幽は黙って絵筆を走らせる。

　さらさらと滑るような筆ふで遣づかいで描かれたのは、一匹の鼠だった。大きな黒い瞳でこちらを真っ直ぐに見ている姿が愛らしく、その毛並みは触りたくなるほど柔らかく見える。かすかに持ち上げられている前足は、今にも動き出しそうだ。

「可愛い……」

　翠が思わずつぶやくと、皓幽は「だろ」と満足そうに微笑んだ。

「この鼠の名前は翠」

「私？」

　皓幽は次に、鼠の瞳に大粒の涙をいくつも描き加える。精せい巧こうに描かれた鼠に似合わない、まるで子供の落書きのような涙だった。

　もったいない、と言おうとして、翠は思わず言葉を飲み込んだ。違う、これは。

「お前が素直に泣けないようだから、代わりに鼠に泣いてもらった」

　翠の瞳をのぞき込みながら、皓幽は静かに告つげた。

「……」

　絵の中で泣く鼠と皓幽の優しい眼差しを交互に見ながら、翠の胸はだんだん熱くなる。

　気がつけば、ほろりと一筋の涙が流れていた。

「やっと素直に泣いてくれたな」

　皓幽の言葉に、翠はぎゅっと目を閉じる。さらにたくさんの涙がこぼれ落ちた。

「……もらい泣きです」

「絵の鼠にもらい泣きか。翠らしいな」

　軽く笑いながら、皓幽が頭をそっとなでてくれる。

「翠」

　ふいに優しい声が舞い降りた。

「本当に悔しいときには、さっきにみたいに唇を嚙みしめて耐えていればいい。けど、今、翠を包んでいるのはきっと悔しさじゃない。悲しみだ」

「……」

「悲しいときには泣けばいいんだ。泣くだけ泣いたら、次の一手が見えてくるから。それに信用されることも誰かの役に立つことも、ただ状況を待っているだけじゃ得られない。自分から行動を起こさなきゃな」

　言葉のひとつひとつが、素直に心の奥底まで染みてくる。

　どうしてこの人は、こんなにも〝解わかって〟くれているのだろう。まるで優しい霧きりだ。自分が今までひた隠しにしてきた弱さを、音もなくすべて包み込んでしまう。

（ヤだ……涙、止まらない……）

　震える肩がそっと抱き寄せられた。間近に迫った皓幽の唇が、翠の耳元でつぶやく。

「気の済むまでここで泣いたらいい」

　もはや抗あらがう術すべもなく、翠は皓幽の胸に顔を埋うずめて泣き続けていた。

　誰かの前で泣くことは、独りで泣くことと全然違うと、翠は初めて知った。

　独りで泣くのはきっと、悲しみを整理する行為だ。それで胸の悲しみにしっかりと蓋ふたをして、鍵かぎをかけることが出来る。けれどこうして信用できる誰かの前で涙を流せば、それだけで悲しみは浄じよう化かされ、何処いずこかへと消えていく。心が穏やかに癒されていく──。

　どれほど泣いたのだろう。少し落ち着いてきた翠は、皓幽の胸の中から顔を上げる。

「……ありがとう、皓幽」

　すぐ近くに、皓幽の綺麗な瞳があった。

　なんて遠い美しさなんだろう、と翠は泣き疲れた頭でぼんやりと思う。まるで空に煌きらめく宵よい星ぼしのように、手を伸ばしても決して届かない。それでいて望まずにいられない至し高こうの光。

　──そのとき、ふいに。

「！」

　翠の唇に、皓幽の唇がそっと重ねられた。

　その少し冷たい、柔らかな唇は、苦しいほど甘かん美びな困こん惑わくをもたらす。けれど心の奥底は、不思議に澄すみきっていた。まるでずっと昔から、こうなることが決まっていたかのように。

　皓幽の口づけはこの上なく自然で、そしてどこか懐なつかしく胸を締しめつける。

「……すまない」

　しばらくして皓幽が低くつぶやくと、優しくそっと頭を抱いてくれた。

　その胸の温もりを感じながら、翠はかすかに首を横に振る。胸が高鳴って言葉にならない。けれどせめて、謝られるようなことではないと伝えたかった。

　いつの間にか、涙は静かに止まっていた。




　どうかしている。本当に。

　皓幽は泣きじゃくる翠を胸に抱いたまま、じっと川の流れを見つめていた。

　愛おしいと、思っている自分がいた。それも狂おしいほどに。

　彼女の、張り詰めたような悲しみをなんとかしたくて絵を描いてみただけだ。他意はない。いや、なかったはずだ。

（それなのに……俺としたことが柄がらにもない……）

　そう。本当に柄にもなく、皓幽はその涙に心を囚とらわれてしまった。

　疲れているんだ、と自分に言い聞かせてみる。けれど、それは真実味のない言い訳だった。

　まったく自らの愚おろかさに冷れい笑しようを送ってやりたくなる。残ざん忍にんな闇の処しよ刑けい人にんである〝皓こう〟がなんという様ざまだろう。

　相手は何も知らない小娘ではないか。ドジですぐに騙されて、一いつ端ぱしに強がってはいるけれど本当は泣き虫の──そうだ。彼女は本来、自分の側そばにいるべき存在ではない。それなのに。

「ありがとう、皓幽」

　あどけなく見上げる黒い瞳に。その淡あわい桜色の唇に。まるで吸い寄せられるように。

　気がつけば、ゆっくりと唇を重ねていた。
















　彼女はわずかに身を震わせただけで、意外なほど素直に受け入れてくれる。その態度が、かえって皓幽を混乱させ、自じ責せきの念ねんを強くさせていた。

　どうするんだ、と心の奥から刃やいばのような声が己を責める。

　所詮、行き着く先のない想いだ。こんなことをして、一体、お前はどうするつもりなんだ。

「……すまない」

　狼狽うろたえている顔を見られたくなくて彼女を胸にかき抱いだくと、堪らず謝罪の言葉が口をついて出てしまった。

（……俺、サイアクな男じゃないか）

　初めてのことに驚いているのか、翠は大人しく胸に顔を埋めたまま、かすかに首を横に振ってみせた。そのあどけない仕草に、皓幽はさらに愛しさを募つのらせる。

　彼女の美しい黒髪にそっと唇を寄せながら、皓幽は再び川の流れを見つめていた。

　どれほどの刻ときを、そうしていただろう。

　胸の中で彼女が「あ」と小さな声を上げた。身体を寄せ合いながら色々と思いを巡めぐらせていたのは、自分だけではなかったらしい。

「しまった。私、佳継様にすべてを捧ささげるって決めてたのに……これってどうなんだろう、頭なでなででもないし、頰にすりすりでもないけど」

「佳継？　……ってあの、将軍のか？」

　確認すると、翠は慌てたように口元を押さえた。どうやら口が滑ったらしい。

（……本当にドジだな）

　翠は焦あせった素振りで両手を大げさに振ってみせた。

「その、私、実は上様のすっごい支フ持ア者ンで！　だから、同じ仲間の女の子達と約束しているの、私達はすべてを大好きな上様に捧げるって」

「そうなのか？」

　それはつまり、自らの意志で他の男との恋愛を禁じているということか。それで将軍に近づけるとは、まったく思えないのだが……年頃の乙女おとめの気持ちは謎なぞが多すぎる。

　確かに江戸の街では最近、若い娘達がこぞって佳継にハマッているらしいが。

「翠に、そういう趣味があるとは意外だな」

「か、隠してたんです。……恥ずかしいから」

　真っ赤になって答える姿も可愛らしい。そう思ってやり過ごそうとした、そのとき。

　皓幽の脳のう裏りに、何かが閃ひらめいた。

「……」

　自分の中の、闇の部分が動き出す。ふいに皓幽の瞳に獲え物ものを狙うような鋭するどい光が差した。それを隠すかのように、彼は目を眇すがめて考える。

（利用出来ないか）

　絵師ではない、もうひとりの皓幽がそこにいた。いつもの、冷れい酷こくな闇の住人である自分を感じて、皓幽は少し安あん堵どする。そうだ、これが本当のあるべき姿──。

（そう、俺の前には避さけられぬ宿しゆく命めいがあるのみ）

　大奥から届いた依頼は『直接こちらへ出向いて、庭の景色に合う四季の花鳥風月を描いて欲しい』というものだ。それを阻はばんでいるのは、男子禁制という大きな壁かべ。

（だが俺がもし、女の弟で子しでも連れて行けば）

　ひょっとしたら道は開きやすくなるかもしれない。どう転ぶか分からないが、賭かけてみる価値は十分にありそうだ。

「翠、もしかして俺なら上様に会わせてやれるかも」

「へ？」

「大奥の襖絵を描くために、本丸に上がるという話があるんだ。そのときに翠を『一番弟子だ』と紹介して一緒に連れて行ってやる。実際に会えるかどうかは運次第だが」

　もちろん、翠を巻き込んで傷つけるつもりはない。彼女はただ、何も知らずにそこにいたら、それだけでいいのだから。

「あ、ありがとう」

　その突然の提案に、翠は嬉うれしさよりも戸惑いを浮かべながら大きな瞳を見開いていた。
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　困ったことになってしまった。

（私が、皓幽と一緒に江戸城へ入る……？　それっていいのかな。やっぱり断ろうか）

　混乱した頭を抱かかえながら、翠はひとり途と方ほうに暮れている。

　皓幽とは芝しば口ぐち橋ばしで別れ──翠が大通りの角を曲がるまでずっと見ていてくれた──今は天竜のそば屋へと帰ろうとしている。

（けど見方を変えればいい機会チヤンスなのかも？　だって堂々と城内に、それも本丸に入れるんだし。今後上様をお守りするうえでも、それは余計な知識ではないはず……けど本当に佳継様に会ってしまったら、どんな顔をしたらいい？）

　こういう難しい問題は天竜に相談するのが一番なのだが、それだと皓幽との出会いや今日会ったことも話さなくてはならなくなる。

（それはちょっと）

　……色々な意味で恥ずかしい。せめてもう少し、自分なりに心の整理をしないと無理だ。けれど自分だけで整理出来るかと言われれば、それも結構怪あやしかった。

　不ふ甲が斐いない自分に、翠は大きなため息をつく。

　佳継を守る忍びとして、考えなくてはならないことがたくさんあるというのに。

「……」

　気がつけば思い出している。皓幽の温かい胸や何度も髪をなでてくれた繊せん細さいな指先。心に響く優しい声。涼すずやかな目元。細いくせにしっかりと力強い腕。それに。

（それに）

　翠は無意識のうちに自分の口元にそっと指を当てていた。唇。思い出す度に心が震える。

　葛葉のように前から相手を恋い焦こがれていたわけではい。だから、皓幽からの突然の口づけには当然、頭も身体も驚いていた。けれど心は、心だけは。

　胸の奥がきゅっと切なくなる。どうしてこんな気持ちになるのだろう。

　ひょっとして、自分はまた騙されているのだろうか。皓幽は翠を簡単に手玉に取れるぐらいのすごい遊び人で、自分をこんな気持ちにさせることなど造ぞう作さないのかも。

（う～ん……でもそれって……実は烈が世紀の大天才で、それを隠すために毎日バカやってるっていうぐらい、真実味も説得力もないんだけどなぁ）

　優しげな微笑みの似合う皓幽だが、その表情にはいつもかすかな翳かげりが漂っていて、本当は笑うことが苦手な人なのではないかと、ふと思うときがある。けれど、だからこそ向けられる笑顔には真しん摯しな思いが伝わってくるような気がした。

　それは甲賀で培つちかった忍びの技というよりも、人見知りで苦労してきた翠だからこそ感じ取れる一面である。彼の朴ぼく訥とつとした静かな言動にも、人を安心させる誠実さが宿っていた。

（それに。あんな美しい絵の描ける人が、悪い奴なわけないよ）

　狩野かのう皓幽──油断すると、たちまち彼のことで頭も心もいっぱいになってしまう。

　ああもうっ、とつぶやいて翠は頭をぶんぶんと振った。

「ダメダメ！　そういうのはちょっと横に置いといて。まずはひとつずつ整理して考えないと」

　すでに明るくなっている空を見上げて、大きく深呼吸をしてみる。

　朝あさ靄もやに包まれた江戸の街は、何もかもが鮮あざやかで新しく見えた。翠は、きりりとした朝の空気を胸いっぱいに吸い込みながら、昨夜の出来事を最初から思い出す。

（なんだか色んなことが一度にありすぎて、わけ分かんなくなってるけど）

　それでもまず天竜、そして烈に、伝えたいことがあった。

　それは皓幽に言われて、初めて気がついた大切なことだ。

　どこからか朝顔を売る行商人の「朝顔やぁ～朝顔」というかけ声が聞こえてくる。

　店の前まで来ると、天竜が表に出て暖簾のれんをかけているところだった。翠に気がつくと、何事もなかったかのようににっこりと微笑んでくれる。

「よう、朝帰り娘。少しは元気になったか？」

「……お、おはようございます。昨日は、その」

　すみませんでした、という言葉を天竜は最後まで言わせてはくれなかった。

「烈あれからな、ここでぐだぐだ言いながら寝ちゃってさ。二階に運んで寝かせといたから、あとで様子でも見に行ってやれ。そのあと、翠も少し休むといい」

「はい、本当にご迷惑をかけました。何から何まで」

「いや面白いよ、お前ら。やっぱり江戸に呼んで間違いなかった」

「……？」

　ひとりで納得している天竜に、翠は首をかしげる。ひょっとして自分達は、先輩に笑いを提供するために江戸に呼ばれたのだろうか。そんなはずはないと信じたいが。

「朝あさ飯めしどうする？　昨日、客が言ってたんだが、大通りから東一筋目の角に新しく心太ところてん屋が開店したらしいぜ。朝飯代わりに買って来てやろっか？」

　放っておくとそのまま駆けていきそうな雰ふん囲い気きだったので、翠は慌てて天竜の袖そでを引いた。

「先輩、あの。私、先輩にちゃんと伝えなきゃいけないことがあって」

「？」

「私……もう、天竜先輩や烈と同じようになりたいって思うのやめます。今まで必死に背中を追いかけて、辛い思いもしてきたけど。でも、そういうのって独りよがりで意味のないことだったんですよね」

　烈や天竜と同じ仕事を望むのではなく、自分にしか出来ないことを探して頑張ってみる。

「今はまだ、守られてばかりで全然役に立ってないし、信頼も得られてないけど」

　でも、と翠は顔を上げる。すっきりとしたいい気分だった。

「いつか自分にしか出来ないこと、見つけてみせますから。その、見捨てないでやって下さい」

「翠は十分役に立ってるし、信頼だってしている。ただ、な」

　天竜はそう言うと、翠の頭をがしがしと乱らん暴ぼうになでた。

「お前が本当に大切だから、思わず守ってしまいたくなるんだ。烈だって同じさ。守られている方の気持ちなんて全然考えずに……ダメだよなぁ、俺ら男どもの悪いクセだ。どうか許してやってくれ」

　まさか頭を下げられるとは思っていなかったので、翠は慌てて首を振る。

「先輩！　頭、上げて下さい」

「これからはお前が思うように、自由に頑張ってみればいい」

　ただし、と天竜は顔を上げて翠へと眼差しを向けた。

「危険なことは絶対にしないこと。これは別に先輩命令とかじゃなくて、ただのお願い。けどすごい切実な願いだ。約束してくれるか？」

　先輩の優しさを胸いっぱいに感じながら、翠は元気に頷いていた。

「はい！」

　だとすれば、やはり皓幽の申し出は受けておこう。忍びとして潜入出来る経路とは違う場所を、堂々と偵てい察さつ出来る機会などそうそう巡ってこないはずだし、後で役に立ちそうだ。

（なんだか、皓幽の厚意を利用しているみたいで後ろめたいんだけど）

　胸が痛まないと言えば噓になるが、もちろん皓幽に迷惑をかけるつもりはまったくない。自分はただ、天才若手絵師の一番弟子として、大人しくついていけばそれでいいのだから。

「翠。お前さ」

　密かな闘とう志しを漲みなぎらせている翠を、天竜が首をかしげながら見ていた。

「なんかちょっと……大人になった？」

「！！！！！」

　なってませーんっ、と思わず大声で叫さけんでしまう。

「な、なななんなんですかっ、急に変なこと言わないで下さいよっ。し、ししし失礼じゃないですかぁ!!　先輩のバカァッ」

「あ、あれ？　俺はフツーに褒めたつもりだったんだけど」

　あまりに激しい翠の反応に、天竜の方も何事かと目を丸くしている。

「!!」

　翠の顔がみるみる真っ赤に染まっていく。これは……完全なる自分の早とちりである。

　どうしていいか分からなくなってしまった翠は、

「烈を叩き起こしてきます、今すぐに」

　と言い残すと、二階へ猛もうダッシュで駆け上がっていったのだった。
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「よいか。松の廊ろう下か、竹の廊下を渡った先の右手側じゃ。そこに其そ方ちらのための作業場を用意した。これはまったく異例のことで、誠に有あり難がたいことである。ここは本来〝玉たま利りの間ま〟と呼ばれ、諸しよ大だい名みようの中でも御ご家か門もんや譜ふ代だいの大名が上うえ様さまと御お目め見み得えするときの詰つめの間となっておるのだが」

　詰の間とは控ひかえ室のことであり、御家門や譜代大名といえば、将軍の位くらいにかなり近い超高級役職の方々である。つまり皓こう幽ゆうに与えられた環境は、破は格かくの待たい遇ぐうといってよかった。

　あれから二週間。

　皓幽のいる二の丸の作業場に『やはり絵師が大おお奥おくへ入ること罷まかり成ならんが、本丸に新たな作業場を用意した』との連絡が入った。それも大たい老ろうより直じき々じきに、である。

　お雨う愛めの方様はどうやらかなり粘ねばったらしく、皓幽を大奥に招くことを断念した代わりに、本丸中奥にある一番景色の良い部屋に、作業場を移すように命めいじてきたという。

　それが今、皓幽と翠すいが通された〝玉利の間〟だった。

「ここは普段上様の居おられる中なか奥おく・御お座ざの間にもっとも近く、部屋から望むこの庭園はそのまま中奥と繫つながっておる。これは誠に有難きことである」

　部屋まで案内してくれた老中が、恭うやうやしく頭を下げる。

　城に入ったときから、何かと言えば〝誠に有難いことである〟と連発されて閉へい口こうしてしまったが、有難いといえば何よりも老中自らの案内である。

　幕府職制上、実質的に最高位の役職である老中が絵師の案内をするなど、天地がひっくり返るほどの驚きだ。しかし〝玉利の間〟へ入るにはそれなりの身分の者でしか許されず、苦肉の策として新人老中に白しら羽はの矢が立ったらしい。

　面白そうにそう教えてくれたのは、彼らが遠ざけようとしている将軍本人だった。

　いつもの忍び経路を使って大奥へ入った翠は、この前日に佳よし継つぐと謁えつ見けんしている。

「翠が絵師に変装して余よの前に現れるなんて……いいな。何かわくわくする」

「えと……別に会いに来なくても……わざと知らない顔するのもご面倒でしょうし」

　今回の目的は江戸城を内部から探り、いざというときに将軍を確実に脱出させる経路を見つけ出すことにある。当然、上様の顔を拝まなくても十分遂すい行こう出来る内容だ。

「何を言っておる。翠の別の一面が見られるのだぞ。余は絶対に会いに行くからな！」

「はぁ……でもお願いですから、ちゃんと知らないふりをしてて下さいね？」

「当たり前だ。でも、そういうのってちょっと、秘密の関係って感じがするな！」

　感じ、ではなく本当に秘密を守って欲しいのだが。

　上様の浮かれた様子に翠は少し不安になる。しかし佳継はすぐに稀き代だいの名めい君くんの顔を見せた。

「翠の内部偵てい察さつも大事だが、これを機に、身内から敵があぶり出されるやもしれん」

「身内の敵？」

「いるわけがない、と信じたいが。余は何かと恨うらみを買っておるからの」

「そんな、上様を恨むだなんて。絶対に相手が間違っていると思いますっ」

　拳こぶしを握にぎりしめて力説すると、にっこりと微笑ほほえんだ佳継に頭をなでなでされてしまった。

「本当に翠はいい子だな。これからも頼んだぞ」

　この顔だ。佳継のこの笑顔を見ると、翠はまったく無条件で「命を懸かけて頑張るぞ」という気持ちにさせられる。たとえ辛つらく苦しくとも、限りない使命感から力が漲みなぎってくるのだ。

（素敵！　これぞ将軍、上に立つ人の鏡だよ）

　色気も何もない感想だが、翠は至いたって真剣である。

　佳継との間にある〝好意〟の意味に微び妙みような齟そ齬ごがあることなど、翠が気づくはずもなく。

「この部屋なら庭もよく見える。大奥の襖ふすま絵えも上う手まく描けそうだ」

　皓幽の声に、翠はふと我に返る。気がつくと案内役の老中はいなくなっており、新しい作業場には皓幽と翠の二人だけになっていた。

（……二人きり……）

　翠の心臓がとくんと跳はねる。けれど皓幽の方は特に意識している様子もなく、雪見窓のついた高級そうな障しよう子じを開けて庭を眺ながめていた。

　あの口づけのあと、皓幽はすぐに「すまない」と謝った。つまりは、そういうことなのだ。そのことが翠には少し悲しくて、また安あん堵ど出来ることでもあった。

（そうだよ、私には隠さなきゃならないことが多すぎる。このままでいいんだ……）

　そっと唇くちびるを嚙かみながら、翠は自分に言い聞かせる。庭を見ていた皓幽が振り返った。

「もし上手く描けない場合には、俺の代わりに弟で子しである翠が大奥へと行き、実際にお愛雨の方様のお部屋から庭を見てきていいことになっている。いざというときは、俺の目の代わりによく見て来てくれ」

　お雨愛の方様からの依頼は〝四季それぞれの花か鳥ちよう風ふう月げつを描いて欲しい〟というものである。さらに、自分の部屋から見える庭に合わせて考えるようにとの注文もついているのだ。

（絵のことなんて全然分からないけど……すごく難しそう）

　さすが江戸城本丸の庭園だけあって、見渡す限りの広い敷しき地ちには見事な花々が咲き乱れ、水面も美び麗れいな池には錦にしき鯉ごい達がゆったりと泳いでいる。

「でも皓幽、私なんかでいいの？　ちゃんと務まるとは思えないけど」

「翠だからこそ、安心して頼める」

「？」

「俺の絵、褒ほめてくれただろう？」

「そんな。皓幽の絵なら誰だって褒めるよ。現にお雨愛の方様だって」

　しかし皓幽は「違うんだ」と首を横に振った。

「ただ単に気に入っただけじゃなくて、翠は心を動かしてくれただろう」

　そう言いながら、皓幽は翠の顔の方へ指先を伸ばし、頰ほおにかかった髪を優しく梳すいてくれた。

（……！……）

　それだけでもう、翠は動けなくなる。確かに自分は心を動かされているに違いない。それは皓幽の絵に始まり、今では彼の言葉や仕し草ぐさにまで──。そのときだった。

「上様、御お成なり」

　襖の向こうで威い厳げんのある声が響ひびく。同時に派手な勢いで、部屋の襖が開け放たれた。

　翠と皓幽は慌あわててその場に座ざし、平へい伏ふくする。

「そちが母上お気に入りの絵師、狩野かのう皓幽か」

　普段聞き慣れた佳継の声よりも、幾いく分ぶん高圧的で馴な染じみにくい。

「弟子も合わせて、顔を見せよ」

「両人、面おもてを上げい」

　将軍の言葉に重ねるように、側そば用よう人にんが声を張り上げる。しかし、翠も皓幽も顔を上げようとはしなかった。許可が下りてもすぐに顔を上げるな、と口うるさく老中に言われていたのだ。

（しきたりだっていうから一応我が慢まんするけど）

　きっと上様は、こんなやり取りを好まれないだろう、と翠は思う。そして予想通り──。

「余はそういう面倒なことは大嫌いだ。どうせ老中達に言われてのことだろうが、これからは余が『顔を見たい』と言ったらすぐに面を上げよ。見たくないなら最初から何も言わない」

　いかにも上様らしい発言に、翠は笑いをかみ殺すのに苦労していた。

「は……では」

　失礼致します、と皓幽がゆっくりと顔を上げている。それから一呼吸置いて、翠もそっと目線を上げた。目の前には佳継と、それから見知らぬ男が立っている。年齢は佳継と同じぐらいで、厳いかめしい表情と上様との距離から、彼が『側用人』であることが分かった。

　側用人とは将軍の側そつ近きん中の側近であり、将軍の意を呈ていして老中以下に伝える役目を帯おびている。また上様の相談役や気の置けない一番の部下としての役割もあった。

（ん？　見知らぬ男……じゃないかも……？）

　平静を装よそおいながら、翠は記き憶おくの糸をたぐり寄せる。冷たい表情でこちらを見ている側用人。その瞳ひとみは鋭く、今の世には珍めずらしい西洋風の眼鏡めがねをかけている。

（眼鏡！　そうだ。七年前、私が屋や敷しきで目覚めたときにいた、あの感じの悪い人！）

　出会いが出会いだっただけに、どう好意的に見てもすごく意地悪に見えてしまう。

「うむ、そちが噂うわさの狩野皓幽か。噂通りの色男だな。老中達の言ったように、これでは確かに大奥が大おお騒さわぎになってしまう。というか、母上も気が若いというかなんというか」

　やれやれと肩をすくめている佳継は、母親を案じるただの息子にも見える。

「皓幽、そちも相当な色男だが、弟子もまた可か愛わいらしい」

　突然、話が振られる。驚いて見上げれば、佳継が悪いた戯ずらっ子の目でこちらを見ていた。

「女おな子ごなら大奥へ入ることは許可されている。どうだ、余と一緒に今夜でも」

　翠は「お戯たわむれを」と、慌てて顔を伏せる。日頃は立りつ派ぱで文もん句くの付けようもない上様だが、こういう意地悪だけは勘かん弁べんして欲しい。

「軽い冗じよう談だんだ。ではお母上の襖絵を頼んだぞ、皓幽。また気が向けば様子を見に来る」

「は。有難きお言葉、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます」

　和なごやかな雰ふん囲い気きのうちに、将軍との謁見は終わろうとしていた。しかし。

「貴様、どこかで見たことがあるな」

　その空気を台無しにした男がいた。例の眼鏡側用人である。

「？　どうした典てん雅が」

　不思議そうな佳継を無視して、男──典雅幸こう之の助すけはさらに表情を厳しくさせている。

「女、お前のことだ。もっとよく、顔を見せい」

「は、はい」

　消え入りそうな声で、翠が視線を上げた。これはかなりヤバイ。

　もし、典雅が七年前のことを思い出せば、今の翠の立場に説明をつけるのは至極難しい。

（お願いっ、どうか思い出さないで……!!）

　祈るように胸を高鳴らせていると。

「失礼ながら」

　ふいに皓幽が口を開く。

「この者は私が、京から連れてきた弟子でございます。まだ修行中の未み熟じゆく者ものゆえ金きん銭せんもろくに与えておりませんから、最近そば屋の出前を手伝って日ひ銭ぜにを稼かせいでおるようで。出前は江戸城の護ご衛えいの方々にも人気ですから、城外のどこかでご覧になったのでしょう」

　疑わしげな典雅に、佳継も「きっとそうじゃ」と助け船を出してくれる。

「どこかでちらりと見たのを、覚えていたのだろう。典雅も見かけに寄らず美人好きだな」

　さ、行くぞ、と足早に部屋を後にする。将軍がその場を去るのであれば、側用人である典雅はそれに付き従うしかなかった。

「た、助かったぁ」

　二人の姿が見えなくなると同時に、翠の緊きん張ちようは一気に解とかれる。今日はなんだか、色々と疲つかれきってしまった。

「あの典雅って側用人、翠のことを知っているようだったが」

　心当たりは、と問う皓幽に翠は「全然。まったく見覚えない」と大きく手を振る。

「だよな、本当に出前のときにでも見たのかもな」

　あっさりと納なつ得とくしている皓幽を見て、翠の胸はちくりと痛んだ。

「それよりよかったな、翠」

「？」

「上様に気に入られてた。可愛くて美人だって……大奥入りも夢じゃないかもな？」

「た、ただのお戯れでしょ！　私、本気になんかしてないしっ」

　からかうような皓幽の瞳に、翠はぷいっと横を向いてみせる。そんなことをさらりと言ってしまえる皓幽を、なぜかほんの少し憎にくらしく思っていた。




「なんでだよ、それって絶好の機会じゃん。躊躇ためらわずに殺やればよかったのに」

　雑ぞう司しヶが谷やの廃はい寺でら。皓幽の話を聞いていた嵐らんが口を尖とがらせた。

「今回はあくまでも偵察だ。……ことを急ぐとし損そんじる」

　忍にん刀とうの手入れをしながら、皓幽が無表情に答える。

　いきなり将軍が警けい戒かいもせず部屋に来ることは、正直に言って予想外だった。長く作業を行ううちに、なんとか将軍の興味を引くことは出来ないかと策を練ねっていたところなのだが。

　しかし当然ながら、もしものときのために苦く無ないを懐ふところに忍ばせてもいた。嵐の言うように、その場で佳継の命を奪うことも考えたし、必ずしも不可能ではなかったはずだ。しかし。

「……」

　本当の理由は、翠がいたからだ。

　もしあのときに将軍暗殺を決行していたならば、その目もく撃げき者しやである側用人と翠も同様に、手にかけなければならない。それは出来なかった、決して。

　優しさ、などという甘い感情ではない。ほとんど本能として皓幽の中の何かがそれを拒きよ否ひしていて、そこには不思議なほど迷いがなかった。

（本当に……最近の俺はどうかしている……）

　思わず憂ゆう鬱うつなため息がこぼれる。そのときだった。

「皓の言う通りだ」

　障子の向こうから低い声が届く。誰であるかはすぐに分かった。その声の主こそ、将軍暗殺の首しゆ謀ぼう者しやにして皓幽達の雇やとい主ぬし──障子は開けられることなく、夜の闇やみの中から流れてくる。

「我らの目的は江戸幕府の崩ほう壊かいだ。将軍の首ひとつで済むわけではない。時期尚しよう早そうだろう」

　どうやら今回の対応について、皓幽を責せめる気はないようだった。

「ところで嵐、例の報告はどうした？」

　皓幽が独自に江戸城潜入作戦を遂行しているように、嵐もまた、雇い主から別の命令を受けていたらしい。嵐が緊張を漲らせながら、口を開き始める。

「調べろと言われた〝忍者そば〟ですが……やはり天てん竜りゆうという甲こう賀が者ものが店を仕切っています。実名も顔も平気で晒さらしているばかりか、己おのれの素性ですら客達に隠そうとしておりません。なにせ屋や号ごうが〝忍者そば〟ですからね。当初の見立て通り、どこにでもいる〝本業では食べていけなくなった憐あわれな忍び〟のなれの果てと見てよろしいかと」

「……そうか。天竜の忍びとしての天てん賦ぶの才、腐くさらせるには惜おしいがな」

「？　まさか雇い入れようとお考えでしたか」

　驚く嵐に、雇い主からはかすかな笑いが返ってきた。

「あいつとは多少因いん縁ねんがある。味方に出来ればと思ったが、忍びを捨てているなら仕方がない」

　選別眼の厳しい雇い主にそこまで熱望されるなど、天竜とはどれほどの忍びだったのだろうか。

　しかし皓幽には、それよりも気になることがあった。

（そば？　そば屋だと？）

　にわかに鼓こ動どうが速まる。嫌でも、翠のあどけない瞳が脳のう裏りに浮かんだ。

（まさか……あり得ない。それに天竜とかいう甲賀崩れも、今はもう忍びではないようだし）

　天竜の素性が危険因いん子しでないことは、すでに嵐が調査済みだ。その幼い容姿から侮あなどられることも多いが、嵐は情報収集と分析にかけては、特に秀ひいでた忍びである。

　天竜という甲賀者がどれほど有能な忍びかは知らないが、そう簡単に欺あざむけるはずがない。

（それに……あんなドジで泣き虫な忍者がいて、たまるか）

　皓幽はかすかに目を細めると、愛いとしさを込めて翠の姿を思い出していた。

「まぁよい。皓幽、それに嵐も」

　雇い主が新たな指示を出すべく、声こわ色いろを一段重く変える。皓幽も嵐も自然と身を正していた。

「一週間後だ。一週間後の新月の夜、襲しゆう撃げきを決行する。皓幽はそれまで、大人しく身を潜ひそめながら絵を描き、せいぜいバカどもを喜ばせてやれ」

　皓幽の二つ返事は障子向こうの声の主へと届き、そのまま闇へと消えていった。




　翌日。翠はいきなり佳継に呼び出された。

　もちろん大奥にある〝抱ほう月ずき〟の部屋の方であり、ここではいつも佳継と二人きりである。

　元がん来らい人見知りなうえに将軍が相手だということもあって、はじめは緊張しっぱなしの翠だったが、最近ようやく慣れてきた。今では少し砕くだけた世間話なども出来るほどになっている。

　……はずなのだが。

「あの、上様？　今日は何のご用でしょうか？」

　佳継は口元をぎゅっと結んだまま、こちらをじっと睨にらみつけている。

「？　……そうだ、昨日は危ないところを助けて頂きありがとうございました。あの側用人の方、ちゃんと納得されてましたか」

「……」

　不機嫌。本日の上様は、まさにそれだった。

　しかし翠にはまったく理由が分からず、気持ちは焦あせるばかりである。

（昨日、私ってば何かとんでもなく失礼なことをしでかした？　でも全然心当たりがないよぉ）

　気まずい雰囲気の中、翠がもじもじしていると、ふいに佳継が何かをつぶやいた。

「狩野皓幽」

　皓幽がどうしたのだろう。何か気に障さわることでも言っただろうか。それともあの絵が好きではないのか。いや、母君が熱ねつ烈れつに支持している絵師だから嫌なのかも。

　しかし翠の様々な予想をすべて裏切って佳継は突然、地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「なぜあいつは、翠とあんなに仲が良さげなのだ！」

「はい？」

「翠も翠だ、あんな優やさ男おとこに庇かばわれて嬉うれしそうにしてた。許せぬっ」

　許せぬ、と言われても困ってしまう。なんと答えればよいか翠が戸と惑まどっていると。

「それによく考えれば、これからあの絵師が本丸へ来る度たびに翠とあの部屋で二人っきりではないか。それも許せぬっ」

　再び、悔くやしそうに地団駄を踏んでいる。

「上様。あのですね、これもすべて上様を安全にお守りするため──何なに卒とぞ、ご理解下さい」

「嫌だ」

「……」

「そうだ！　そんなに余を守るのが大事なら、これから二人で街に出かけようぞ。余が囮おとりになれば敵もすぐに食いついて、それを翠が捕つかまえれば一件落着となる。めでたしめでたし」

　冗談とも取れない佳継の提案に、翠はひたすら呆あつ気けに取られていた。

「どこがめでたしなんですか。大体、上様と二人きりで外出なんて私には荷が重すぎます。もしどうしても望まれるのなら、天竜先輩と出かけて下さいっ」

「なぜ余が天竜と二人で出かけなければならない？」

「知りませんよ、そんなの」

　どこまでもかみ合わない二人である。

「……翠は冷たい。昔はあれほど必死に余を守ってくれたのに。一緒に寝てもくれたのに」

「変な言い方しないで下さいっ。それに今でも、気持ちは何ひとつ変わっていません」

　きっぱりと言いきると、ようやく佳継に少しだけ笑顔が戻ってきた。

　その様子を見てひとまず安心すると、翠は改めて自分に言い聞かせる。

（そうだよ、私は佳継様にすべてを捧ささげるんだから）

　おばあちゃんは言っていた。

『おなごがすべてを捧げるっちゅーんは、頭をなでなでされたり頰をすりすりされたり、もっと言えばの……』

　結局その先まで聞くことは出来なかったが、まぁ似たような内容だろう。頭なでなではすでに済んでいるし、頰をすりすりされても甘んじて受けるつもりだ。

　さらに忍びとしても、将軍を守るためならいつでも命を捨てられる覚かく悟ごはある。

（ばあちゃん、私、ちゃんと頑張ってるからね）

　満足そうに頷うなずく翠に、佳継は「仕方ない」としぶしぶ引き下がる。そして半ば強引に「すべてが済んだら、余と江戸の街を一緒に散策すること」という約束を結ばされて、やっと解放された。しかし、ほっとしたのもつかの間。

　いつものように大おお手て三の門で帰り支じ度たくを済ませ、出前姿で外堀を歩いていると。

「！」

　今、もっとも会いたくない人物に出会ってしまった。将軍側用人・典雅幸之助である。

「そば屋の出前をしているというのは、どうやら本当らしいな」

　じろり、と冷ややかな視線で睨まれる。やはりこの人は苦手だ。特に西洋風の眼鏡が、異様に光っていて──怖い。

　じっと見つめてくる瞳を警戒しながら、翠はとりあえず無礼のないよう挨あい拶さつをしてみた。

「昨日は思いがけず将軍様にお会い出来ましたこと、誠に有難く、恐悦至極に」

「そのような世せ辞じはよい。どうせまともな礼れい儀ぎも知らぬ街娘、今さら無礼とも思わぬ」

「はぁ。あ、ではそばでも如何いかがですか？　これが結構人気で」

「そばは喰くわぬ。元々体が受けつけぬ体質らしく、喰えば途端に呼吸が苦しゅうなる」

　まさに取りつく島もない相手に、翠は「それは残念です」と小さくつぶやいた。あとには何も言葉が浮かばない。どうしたらいいか分からず黙っていると、典雅の方から口を開いてきた。

「昨夜、寝ずに一晩考えた。貴様、七年前の伊い勢せで上様と共にいた娘だな」

「!!」

「そば屋の出前やら絵師の弟子やらとあれこれ偽いつわっておるが、ズバリあのときの犯人だろうっ」

　翠は無言のままで首を大きく横に振る。今さら適当な噓うそや言い訳が通用するような相手ではなさそうだが、それでも絶対に断言出来ることがある。

「私、犯人ではないですっ。ちょっと色々都合があって疑われるのは仕方ないですけど」

　でも犯人ではないです、と翠は繰り返した。

　本当ならばその後に「今も上様を命懸けでお守りする約束をしてきました」と続けたいところだが、自分達の存在は極ごく秘ひ中ちゆうの極秘。幕府内でも上様にだけ仕つかえる直属の忍びである以上、たとえ相手が側用人であっても決して正体を明かすわけにはいかないのだ。

　典雅は不ふ愉ゆ快かいそうに眼鏡の位置を直すと、ふんと鼻を鳴らす。

「私は騙だまされぬぞ。貴様は、七年前に佳継様を襲おそった連中の手先に違いない。大体、毒を受けても死ななかったことが何よりの証しよう拠こだ」

「毒？　毒ってなんのことですか？」

　確かに左肩に矢傷を受け、そのとき体を貫つらぬくような熱さを感じた。しかし。

「とぼけるな。貴様が受けたのは特殊な薬液が塗ぬり込まれた毒矢だったのだ」

　あの夜、と典雅は苦々しく語り出す。

「やっとの思いで佳継様と合流出来た我らは、佳継様の『今すぐ川辺へ向かい、少女を助けよ』という命令を聞かずにそのまま下げ山ざんした。我らにとっては若君様のご無事が第一、いくら命令でも聞けぬ場合があるからな」

　その判断は正しい。翠だって同じ場面に遭そう遇ぐうすれば、典雅と同じ判断を下すだろう。

「だが仮屋敷に戻ったあとに、佳継様は我らの隙すきをついて刀を手に取り、自分の喉のど元もとに突きつけて『少女を助けに行かねばこのまま喉を突く』と、我らを脅おどされたのだ。仕方なく、我らは改めて山を捜そう索さくし、川辺で骸むくろのように冷たくなっていた貴様を発見した」

「……」

「そうだ。つまりお前が矢傷を受けてから手当てを受けるまでに、最低でも二に刻こく以上は空あいており、普通なら死んでいて当然。だが、奥医師の見立てでは傷口に解げ毒どくの跡があったらしい」

「解毒!?」

　あり得ない。この意地悪そうな側用人は、一体なんの話をしているのだ。

「それだけではない。ご丁てい寧ねいに化か膿のう止めと鎮ちん痛つうの薬まで飲まされていた。だから我ら幕府の奥医師は、傷口をきれいに洗い清せい潔けつな布で止血するだけで済んだのだ。医師いわく『あの毒は特殊なもので、もし解毒処理がなされていなければ娘は助からなかったでしょう』と」

「そんな……まさか」

　それ以上の言葉を、翠は口にすることが出来なかった。

　空白の二刻──その間に、誰かが翠の命を救ったというのか。

（まさか天竜先輩？　ううん、先輩ならそのまま一緒に連れて行ってくれるはず。だとすれば）

　自分達を襲った敵しか、あのときはいなかったはずだ。けれど敵ならば止とどめを刺さすだけで、傷の手当てなどするはずがない。それとも他に誰かいたのだろうか。

　押し黙ってしまった翠を見て、典雅は勝ち誇ほこったように胸を張った。

「どうだ、ぐうの音ねも出まい」

　分かったら、とそのまま冷たく背を向ける。

「二度と上様の周りをうろつくな。次に会ったときには見み逃のがさぬ。縛しばりつけてでも全部吐はかせてやるからな」

「え？」

　ということは、今回は見逃してくれるということか。

（……なんだかよく分からないけど）

　助かった、と翠は胸をなで下ろす。やはりこの人は苦手だ。もちろん、向こうだって翠のことなど全然好きではないだろうけれど。

　混乱する頭を抱かかえながら、翠は江戸城内へと消えていく典雅の堂々たる背中を見送っていた。




（やっぱり何かおかしい……）

　翠はひとり、考える。難しいことを考えるときには甘い物を摂せつ取しゆすればいい、と昔、里の修行で習った。なんでも砂さ糖とうが頭の栄養となって、良い策が浮かびやすくなるらしい。

『しかしあまり食べすぎると逆効果です。糖分はまた眠気も誘いますし。それに太ります』

　薬学の桜おう先生がそう言ったから、みんなでどっと笑ったのを思い出す。桜先生は三み十そ路じも過ぎた色白の女性で〝薬やく師し如によ来らい〟とあだ名されるほど薬学に関して深い見識を持っていたが、無類の甘い物好きで、完全なるぽっちゃり体型だったからだ。

（懐なつかしいな。みんな元気にしているかな）

　里に思いを馳はせながら、翠は七本目のみたらし団子に手を伸ばす。

「翠姉ちゃん、なに難しい顔して団子喰ってんの？」

　見れば例の落とし穴を仕掛けてきた男の子が、お盆ぼんに茶をのせて立っていた。この近くの長屋に住む菊きく五ご郎ろうである。どうやら店の手伝いをさせられているらしかった。

「子供には分からない、難しいこと考えてたの。それより落とし穴はもう掘ほってないよね？」

　二度目の穴に落ちそうになったあと、翠は裏うら長なが屋やに住んでいる大だい工くの熊さん──忍者そばの常連さんである──に頼んで、穴を埋うめてもらったのだ。

「大丈夫だよ。あれから俺達みんなまとめて、うちの父ちゃんにめっちゃ怒られたんだ。『お前らみたいなくそガキどもが女ァ落とすなんぞ二十年早ぇ』って。だからあれだな、今度穴を掘るときは二十年後だな」

「……あ、そう」

　懲こりているのかいないのか、果たして意味が分かっているのか。微妙な感じではあるが。

（とりあえずは安心していいのかな）

　翠は新たなみたらし団子に手を伸ばす。そこに、菊五郎がお茶を差し出してくれた。お茶だけでなく、その隣となりの皿には草くさ餅もちがふたつも乗っている。

「……おまけ」

　いつものやんちゃ顔を赤くして言うので、翠はくすりと笑ってしまった。

「ありがとうね」

「他の奴やつには内ない緒しよだぜ？　抜け駆がけだって怒られるからな」

「抜け駆けって？」

「まさか知らないのかい？　翠姉ちゃんって結構人気あるんだぜ？」

「ないない、それは絶対ないでしょ。だって私、二度もあんた達に落とし穴されたし。張り紙にはバカって書かれてたし」

「あ～あ……翠姉ちゃんってホント、男心ってのを全っ然分かってないや」

　やれやれ、と肩をすくめると、菊五郎はそのまま店の奥へと引っ込んでしまった。

　年とし端はも行かぬ子供にバカにされたくはないが、確かに最近〝男心〟というものにえらく翻ほん弄ろうされている気がする。

（参まいったな。やっぱり、くの一の特別授業を真面目に受けとけばよかったよ）

　その授業では、未来のくの一達が男の本能というものを深く学び、どんな相手でも手玉に取れるような〝妖よう術じゆつ〟を身につけるのが最終目的とされていたのだ。

　まったく興味の持てなかった翠はその授業を抜け出して、ひたすら滝登りに励はげんでいたのだが。

「まぁ、今さら後こう悔かいしても遅いけど」

　そんなことより、と翠は再び思考を巡めぐらせる。今、翠が一生懸命に考えているのは、将軍暗殺の黒幕が一体誰かということであった。もちろん、直接、将軍を襲ってきたのは忍者だ。天竜が存在を追っていて、烈れつや望もち月づきがやり合ったのも、間違いなくその忍び達である。

（……でも）

　原則として忍びには〝雇い主〟という者が存在する。それは誰か？

　天竜はきっと、同業者である敵の正体を調べることで雇い主までたどり着く算さん段だんなのだろう。

　けれど、雇い主から先に割り出す道もないだろうか。特に翠の場合、運良く江戸城本丸の内部に堂々と入り込めるのである。

（問題はあの陰いん険けん西洋眼鏡、典雅幸之助よね）

　今日の様子だと即そつ刻こく、上様に告つげ口していそうだし、その上様に近づくなと釘くぎも刺された。

　もちろん事実を知る佳継が少しは庇ってくれるだろうが、それでも限度というものがある。あまりに不自然だと、今度は佳継が疑われかねない。

（佳継様だけには、絶対にご迷惑をかけたくないし）

　そのためにも、なんとか再潜せん入にゆうのための良策を練らないといけない。しかし。

「逆さか呪じゆ禁ごんを使ったってことは、七年前の忍びと今回は同じ人物だったわけでしょう？　だとしたら雇い主だって七年前から一緒のはず。ということはあのとき伊勢にいて、今は江戸にいる人？　あ、でも雇い主なんだから別に現場にいなくてもいいか。う……そんなこと言ったら、どんだけでもいるじゃん」

　慣れない推すい理りに、頭は混乱するばかりでちっとも前に進まない。

　それもそのはず。もし簡単に雇い主が予測出来るのなら、とっくに天竜が摑つかんでいるだろう。それが出来ないからこそあえて危険を冒し、敵の忍びと接触して情報を得ようとしているのだ。

「う～ん……でも私なりに頑張るって、宣言しちゃったしなぁ」

　これでは団子の数も増えるばかりである。

（おまけにあの事件のことで典雅さん、とんでもないこと言い出すし）

　矢傷に倒れた翠の命を救ってくれた人が、佳継以外にいるというのだ。

（まさか、ね。そんなの全部、噓に決まってる……ん？　噓？）

　翠はハッと顔を上げた。脳裏に何かが閃ひらめく。そうだ、典雅幸之助は噓をついているのだ。

　そして、翠のことを何かとあの事件の犯人一味にしたがっている。それはなぜか？

「真犯人だからよ」

　菊五郎からもらった草餅を握りしめながら、翠は力強くつぶやいた。

　そう考えてみれば、不ふ審しんな点も見えてくる。

　第一、佳継の態度がおかしい。典雅の翠への強烈な猜さい疑ぎ心しんは、もちろん主あるじへの忠ちゆう誠せいから来ているに違いなく、それは傍はたから見ていても暑苦しいほど情熱的である。

　にもかかわらず、肝かん心じんの上様からはあまり好かれていないような感じがした。

（だって側用人だよ？　本来ならば一番、上様に信頼されてなきゃいけない人じゃない）

　それなのに佳継は、典雅に翠達忍びの存在を一切教えようとしない。

『これを機に、身内から敵があぶり出されるやもしれん』

　そう言っていた佳継の寂しげな顔が浮かぶ。それは側用人である彼を疑っているからではないか。佳継本人がどれほど魅み力りよく的で素晴らしい人物であっても、〝将軍〟というだけで思いがけない反感を買うこともある。だがそれを恐れていては、民を守ることなど出来ないのだ。

（だからこそ、絶対に私がお守りしなきゃ）

　決意も新たに、翠は最後の草餅を嚙みしめている。

「典雅幸之助。やっぱりあいつは、断だん然ぜん怪あやしい」

　これはもっと詳しく調べてみる必要がありそうだ。

（そばが食べられないっていうのも実は噓で、本当は敵である天竜先輩に毒でも盛もられることを恐れてるんじゃないの？）

　考えてみれば、典雅とは最初の出会いから最悪だった。七年前のあの日。傷よりも強烈に、典雅の冷たい眼まな差ざしが痛かったのを覚えている。それに、随ずい分ぶんとひどい言われ方もした。

　けれどそんな個人的な〝偏へん見けん〟を取り去ったとしても、典雅という人物は十分に怪しい。

　大体、目つきが悪い。どれほど偉い役職かは知らないが、口も悪い。性格だって悪そうだ。

　草餅を嚙みしめながら、翠はひとり「そうだよ」と断言する。

「第一、変な眼鏡かけてるし」

　……いや、少しは〝偏見〟もあるかもしれない。
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　ちょうどその頃。

「雑司ヶ谷の猫探し、ご苦労だったな」

　二階でごろ寝を決め込んでいた烈に、階段を上がってきた天竜が声をかける。

「ういッス。散々苦労しましたけど、いい猫屋敷が見つかってよかったッス」

　身を起こそうとした烈に「そのままでいい」と動作だけで伝えると、天竜も部屋に上がり込んで、窓のそばにどかりと座った。

「さっき見てきたけど、確かにあの寺はいい猫屋敷だったな。随分とまた、きな臭くさい」

「でしょでしょ。きっと可愛い猫ちゃん達が住み着いてるはずッスよ」

　お互いに軽い口調で語られてはいるが、烈がやっと敵のアジトらしき場所を見つけたのだ。

「まぁ。俺が発見したときには、肝心のどら猫は見あたりませんでしたけど」

　少し悔しそうな烈は、頭の後ろで両手を組んだまま天てん井じようを見上げている。

　天竜が少し口こう角かくを上げながら、烈の耳元へと体を移動させた。

「……実はな、帰りにひとり伝令を捕とらえた」

「!?　マジっすか」

　上半身を勢いよく起こした烈の様子を見ながら、天竜は満足そうに窓辺へと身を戻す。

「マジ、マジ」

「さっすが先輩、仕事速っ」

「おうよ、なんたって即席そば屋の天竜だからな」

　いつものように天竜はにっこりと微笑むと、そのまま窓の外へと視線を移した。

　外は快晴。午後の気け怠だるい日差しの中には、早くも初夏の訪れが感じられる。烈達が上京した桜の季節はあっという間に過ぎ、今はもう水み無な月づきを迎えていた。目もつ下かにある坪つぼ庭にわの隅すみでは、紫あ陽じ花さいがちらほらと咲きかけている。烈、と天竜は庭を見たまま静かな声で呼びかけた。

「三日後だ。江戸城内に再び敵が現れる。それに合わせて俺達も動くぞ──あいつにも、そう伝えておけ」

「……はい」

　烈はいつになく真剣な返答をし、さらに少し迷ってから続けた。

「今回出てきますか、黒幕」

「なんとも言えんな」

　軽いため息とともに、天竜が答える。烈はあっさりと頷いて、再びごろ寝の体勢になった。

　天竜がそう言うのなら、もう誰にも先など読めない。

「ただ、敵もそろそろケリをつけたいと思っているはず。俺達の出方次第では、再び〝逆呪禁〟が現れるだろう。そのときは無理をせず逃げろよ？」

「分かってますって。俺、いっつも翠の鉄てつ拳けんから逃げ回って鍛きたえてるから大丈夫っす」

「……そう言えば前回もよく、あれほどの軽傷で逃げきれたものだ」

「何事も是これ、修行なり。ですよ」

　さらりと笑う烈の様子に、天竜はようやく心配そうな表情を崩くずした。烈はすでに覚悟を決めている。今さら命の危険を説とくのは、野や暮ぼというものなのだろう。

「先輩、このこと翠には絶対に言わないで下さいね。当日、城にも近寄らせないように」

　いつになく真剣な面おも持もちで、烈が天井を睨みながら告げた。天竜は困ったように肩をすくめる。

「内緒か……翠がまた傷つくぞ？」

「今回だけです、お願いします」

　たたみかけるような言い方に、烈の譲ゆずれない想いが充みち満ちている。

「仕方ないな。出来る限りのことはしてみるが……それでも翠が自ら来てしまったときには、潔いさぎよく諦あきらめるんだぞ？　人にはそれぞれの、想いってもんがあるんだから」

　天竜の言葉に、烈が黙って深く頷く。そして安心したように大きく息をついた。そしてふいに、「三日後かぁ」と表情を緩ゆるめ、両手を振り上げて大きく伸びをする。

　烈は天竜の背中越しに、晴れ渡った空をちらりと見てつぶやいた。

「雨になるかもしれないッスね」
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　朝から雨が降り止やまない。

　すでに梅つ雨ゆの季節に入ったのかもしれない、と翠は格こう子し窓まど越しに重苦しい雲を見上げる。

　時刻は夕方を迎えようとしていた。

　目の前には美しく着飾った葛くず葉はが、お座ざ敷しきの準備に追われている。追われている、といっても忙しそうなのは身の回りの世話をする禿かむろや番ばん頭とう新しん造ぞうばかりで、葛葉はその中央にどっかりと腰を下ろし、たおやかな動作で三しや味み線せんの調子を合わせていた。

「で、どうするんだい。翠ちゃん」

　ほんのりと目元に朱しゆの入った化け粧しようが、とんでもなく色っぽい。翠は今日、天竜からそばの出前を頼まれて来ている。しかしそれとは別に、個人的に葛葉に相談したいこともあった。

「どうしよう……私、行ってもいいと思います？　先輩」

「ヤな娘こだね。あたしに決めさせて、責任逃れするつもりかい？」

　妖よう艶えんに微笑みながら、葛葉がこちらに視線を投げかける。

「行きたいんだろう？　顔にそう書いてある」

「……はい」

　翠は正直に頷いた。黒幕探しを決意してから、ようやく江戸城本丸への再潜の機会が巡ってきたのだ。

　それは、皓幽から翠のもとへ届けられた一通の手ふ紙みだった。前回と同じように絵師の弟子を装い、『師し匠しようへの夜食の差し入れ』という名目で、部屋に来て欲しいという内容が書かれており、さらに翠が楽に部屋まで来られるよう、老中直々の入城許可書まで同どう封ふうされていた。今夜なら、誰にも疑われずに本丸まで入り込める。

　さらに好都合なことに、典雅幸之助は昨日から佳継の父親である大御所様に呼びつけられて、西の丸へと出向いているらしい。先日佳継から聞いた。

（あいつが留守の間に本丸にある執しつ務む部屋を調べ、犯人である動かぬ証拠を摑んでやるっ）

　西の丸には代々将軍職を退しりぞいた前将軍が隠いん居きよする屋敷があり、本丸とは離れた場所にあった。

「つまりこれは、降って湧わいたような巡り合わせなんですっ」

「……本当にそいつが黒幕なのかい？」

「違いないですよ。だって変な眼鏡かけてて、すっごく性格悪いんですもん」

　こちらを見る葛葉の瞳は、複雑そうな想いを宿していた。翠でも簡単に予測がつく犯人を天竜が見逃すはずがないと言いたげな表情にも見える。確かにその通りでもあるのだが。

「どうしても今夜じゃないとダメなのかい？」

「ダメっていうか……こんな偶然、そうそうないと思うんです」

「実はさ」

　音を整えた三味線を軽く試し弾びきしながら、葛葉がぽつりと言った。

「実は天竜から頼まれてんのさ。出前が終わっても、今夜だけは翠ちゃんを吉よし原わらに留めておいて欲しいって」

「!?　それってどういうことですか……っ」

　自然と声が荒くなる。自分の知らないところで、また天竜は事を起こそうとしているのだろうか。悔しい気持ちよりも心配が先に立った。烈は今、どこにいるのだろう。無事なんだろうか。

「……」

　いずれにせよ、今夜の潜入実行は絶望的だ。天竜に心しん酔すいしきっている葛葉が、彼の頼みに逆らってまで翠を行かせるはずがない。

「私も詳しくは知らないさ。何しに行くのかって聞いても笑ってはぐらかしてばかり。まったく天竜のやつ……どんな危険をしでかすのか知らないが、また男どもだけで勝手に暴れようとしてるんじゃないのかい」

　葛葉の寂しげな声が、しとしとと降り続く雨の音と重なる。

（葛葉先輩にも何をするのか話さずに行くなんて。もしかして天竜先輩は今夜、敵の忍びと決着をつけるつもり……？）

　一刻も早く自分も城へ向かい、黒幕の正体を突き止めたいという想いが募つのる。

（でも）

　素っ気ない顔はしているけれど、葛葉の言葉の端はし々ばしには痛々しいほどの気持ちが溢あふれていた。心配で胸が張り裂さけそう。どうか無事でいて欲しい、と。

　そんな葛葉の想いを突っぱねて、自分だけ城へ行くことなど出来ない。天竜を信じて待とうとする葛葉の覚悟が切なくて、翠は何も言えなくなっていた。

「行ってきなよ、翠ちゃん」

　ひとり考え込んでいた翠は、ぽつりとつぶやいた葛葉の言葉を聞き逃してしまう。

「行ってきなって言ったんだ。大丈夫。あたしが全部、責任取ったげる」

「でも……」

「何も聞かず、ただ信じて待つ。それがあたしという女の覚悟であり強さだ。今でもその考えを変えちゃいない。けどね」

　翠ちゃん、と大きく美しい葛葉の瞳がしっかりと翠を捉とらえる。

「翠ちゃんには翠ちゃんの、女の覚悟と強さがある。そうだよね？」

　葛葉の問いに、翠は大きく頷いていた。

「じゃあ決まりだ。今から行って、天竜に見せつけてやんな。女は守られてばかりじゃないってことをさ」

「だけど……それじゃあ葛葉先輩が」

　翠の心配など取るに足らぬとばかり、葛葉は軽やかに笑ってみせた。

「そんなんで怒るほど、あたしの惚ほれた男ひとは落ちぶれちゃいないよ？　それに……聞き分けのいい女ってのも、やりすぎると飽あきられるもんさ」

　そう言いながら葛葉はゆっくりと立ち上がり、つられて立った翠をぎゅっと抱きしめる。

「でもね、翠ちゃん。お願いだから絶対に危ない橋だけは渡らないで」

　ほのかな甘い香りが、翠を包み込んでいた。

「……先輩」

　吉こ原こで葛葉が信じて待っていてくれる、それだけで少し強くなれる気がした。ひょっとしたら、天竜だって同じ気持ちなのかもしれない。翠はぐっと拳を固める。

「私、天竜先輩に会ったら言っておきます。いつか葛葉先輩に〝押し倒される〟まで、絶対に無事でいなくちゃいけないって」

「この娘こったら」

　意味も分かってないくせに、と幾いく分ぶん明るくなった葛葉の声を、翠は軽やかに座敷の階段を駆け下りながら聞いていた。
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　絵師姿の翠は入城許可書のおかげで、難なく中奥にある作業場〝玉利〟の間へと向かっていた。城外からの護衛は中奥までは入ることが許されないため、黒書院の手前まで案内してくれたあと、「ここからは中で警備している者に聞いて下さい」と引き返して行った。

　もちろん、誰にも聞かなくても目的の部屋まではひとりで行ける。

　そこで実際に皓幽に会って、夜食を渡してから退出。その後そのまま城を出ることなく、極秘に典雅の執務部屋を捜索するという計画である。ところが。

「あれ……？」

　部屋に皓幽の姿がなかった。しかし辺りには描きかけの下絵が散らばっていて、筆もまだ片付けられていない。

（おかしいなぁ。ついさっきまでいた感じなんだけど）

　仕方なく、夜食の忍者そばとおにぎりを卓に置いて〝翠です。食べて下さい〟と書き置きをしてみる。それから少し迷って〝頑張ってね〟と付け足しておいた。

　皓幽に会えないのは少し残念な気もするが、もちろん本来の目的は別にある。ともかく。

「これで証拠はカンペキ」

　あとは部屋を出てこっそりと忍び装しよう束ぞくに着替え、典雅の執務部屋に向かうばかりである。

（忍び装束って、なんかダサくてヤなんだけど）

　ご先祖が聞けば「今どきの忍者は情けないっ」と嘆なげくような意見だが、黒一色でなんの飾り気もない衣装は、全然翠の好みではない。だから少しでも可愛く見せようと色々と工夫しているのだが、果たしてどこまで成功しているか。

　それでも目立たなさと動きやすさにかけては抜ばつ群ぐんなので、非常時には仕方なく着ている。

　今日も素早い着脱が可能なように、絵師姿の下に着込んであった。

　その上衣を脱ごうとした、そのとき。

「やはりここに現れると思ったぞ」

「!!」

　廊下の片隅。暗闇の中から現れたのはなんと、この場にいるはずのない典雅幸之助だった。

（どうして!?　なんでこいつが玉利の間の前にいるの）

　側用人は役職の中でも特に位が高いので、中奥にいること自体は不思議ではない。しかし今夜、彼は西の丸にいるのでは──。

「引っかかったな。絵師の手ふ紙みは偽にせ物もの、つまり私が書いたのだ」

　五、六人の屈くつ強きようそうな兵を従したがえて、勝ち誇ったように典雅が笑う。

「!?」

　だとすれば皓幽が翠を呼んだのではなく、ひとりこの部屋で絵を仕上げているということか。それとも今日は最初から、城へ上がっていないのかもしれない。

「言ったはずだ、次に会ったときは見逃さぬ。縛りつけてでもすべてを吐かせるとな」

　引っ捕らえい、という典雅のかけ声と共に兵達が翠を取り囲む。やはり典雅は、あの三の門前で翠を見逃したわけではなかったのだ。

（わざわざ騙して呼び出すなんて！　なんつー回りくどいことするヤな奴なのっっ）

　必死になれば逃げられたかもしれないが、変に事を大きくしたくなくて翠は大人しく捕らえられた。いつ部屋に戻るかしれない皓幽にだけは知られたくないという気持ちもある。

　それに、そもそも翠にとっては逃げるべき場面でもないのだ。

「すべてを吐いてもらうのは、こっちも同じよ」

　後ろ手を縛られたまま、翠は勢いよく典雅を睨みつけた。

「なんのことだ？」

　片かた眉まゆを上げて眼鏡を光らせる典雅は、やはりこの上なく怪しい。

「とぼけないで!!　忍びを使って、上様のお命いのちを何度も狙っただけじゃなく、望月さんや烈まで襲わせたくせにっ」

「……忍びだと？」

　典雅の顔色が変わり、一呼吸置いて大きな笑い声となった。

「上様の暗殺を狙う貴様らのようなクズどもは、そのような下らぬ噓までつくのか」

　まったく、と典雅は眼鏡の間に指先を入れて、笑い涙を拭ふいている。

「笑わせるな。この天てん下か泰たい平へいの世で忍びなぞ絶たえて久しい。伊い賀が衆しゆうも甲賀衆もとっくの昔に、ただの同心や与よ力りきになっておるわ。その忍びが暗殺？　絵ま草ん紙がの読みすぎだ」

「……？」

　今度は翠が顔色を変える番だった。典雅の口調には一いと欠かけ片らの噓や偽りも感じられない。彼は本気で〝忍びなどいない〟と信じているらしい。

（噓ぉ、まさかの外れ？）

　翠は愕がく然ぜんとしながら、典雅の光る眼鏡を仰あおぎ見た。

「そういえば上様も幼い頃、随分と忍者にハマッておられたな。『いつか本物の忍者を探し出す！』とお可愛らしく張りきっておられたが……いや、懐かしい。あの頃は良かった」

　佳継の名を出した途端、急にメロメロになっている典雅の姿は到とう底てい黒幕に見えない。それどころか鋭えい利りな外見に似合わず、結構なバカ者ではないか。が、それなら翠もまた大バカ者だった。

（この人、つまりはただの熱烈な上様支フ持ア者ンだったってこと!?）

　それゆえの、見当違いな猜疑心だったのだ。間違いない、と翠は確定する。彼は本当に忍びがいることを知らない。そして忍びの存在を知らないのに、雇い主になれるはずがなかった。

「さて、下らない冗談はそろそろ終わりにしてもらおう。今度はこちらの番だ」

　兵達に後ろからぐぐっと背中を押されて、翠は無理矢理に平伏させられる。その正面に、典雅は片かた膝ひざをついて座した。

「貴様、何者だ？　なぜ、しつこく上様をつけ狙う？」

「……っ……」

　どう言い逃れをすれば、上手に切り抜けられるだろう。それとも何も語らず、強引にこの場から離れた方がいいのか──兵達の力は確かに屈強だが、逆にその力を利用して腕を抜く方法を翠は熟じゆく知ちしている。

（どうしよう）

　気持ちで負けないように、顔だけはしっかりと上げて典雅を見み据すえながら、翠は考えを巡らす。

　典雅の肩越しには、雨に濡ぬれる庭園と将軍の重要執務が行われる黒くろ書しよ院いんの屋根が見えた。

「!!」

　ふいに翠は息を飲む。視野を横切ったのは、黒書院の屋根を走るふたつの黒い影。あれは。

（烈だ！）

　ということは、もうひとつの影は敵の忍びに違いなかった。

　烈はやはり、天竜と共に今夜この城へと来ていたのだ。翠の中に、もう悔しいという気持ちはない。ただこうなった以上、自分なりに全力を尽つくそうと思うだけだ。

　烈が追う形となって、ふたつの影は黒書院の屋根から中奥へと消えていく。中奥？　ふいに翠の胸がざわつく。その先には。

「上様……！」

　思わず翠は叫び、その突然の様子の変化に典雅が眉を寄せた。

「どうした？」

「今、上様はどちらに!?」

「言えるわけがなかろう。何をふざけたことを」

「ふざけてなんかないですっ」

　早く、と翠は必死に訴うつたえた。

「上様の身に危険が!!　私を疑うのは勝手だけど、それは上様の安全を確認したあとにしてっ」

　翠のあまりの剣けん幕まくに、押され気味の典雅が口を開く。

「今頃は小御座敷の方でおやすみになっているはずだが」

　だとすれば、中奥と大奥の間にある、錏しころ屋根の部屋だ。そして烈の追っている敵は、真まっ直すぐにそちらに向かっている。翠は軽く身をよじるといとも簡単に縛られていた縄なわを外はずし、さらに兵達の間をも抜け出していた。

「待て、貴様一体……」

「事情はあと！　今は上様を助けに行かなきゃ」

　雨の庭先に飛び降りた翠に続き、慌てて典雅も追いかけてくる。先ほどまで小雨だった夜空が、再び黒く不気味な雲を集め始めていた。

　にわかに雨あま脚あしが強くなり、遠くで雷らい鳴めいが響いている。




　激しい雨が降り続くなか、烈はぴたりと敵の背後についたままその動きを見守っていた。

　忍びにとって、雨などどれだけ降ってもなんの支し障しようにもならない。烈は滑すべる足元を逆手に取って、いつもより速い速度で屋根を渡っていく。

　敵が大きく飛ひ躍やくした。間かん髪はつ入れずに烈も続く。

　ざっと派手に砂じや利りを鳴らしながら庭園に降り立った二人は、そのまま忍刀を抜いて激しい火花を散らした。敵が長めの一刀なのに対して、烈は中、短刀の二刀流である。

　息をもつかせぬ鍔つば迫ぜり合いが続き、敵の顔がぐっと近づいた。敵も烈も、すでに顔を隠す布を取り払っている。ここまで激しい戦闘が長く続くと、呼吸を妨さまたげる布はかえって邪じや魔まだった。

　息苦しい、と感じたその一瞬が命取りになるのだ。

　忍びが顔を見せることは、〝これが最後〟という覚悟を意味する。二度目に刃やいばを交えることは想定していない、殺すつもりの戦闘である。

　間近で見る敵は、不敵そうだが随分と童どう顔がんの少年だった。

「坊やは帰って寝る時間だぜ。チビッコ忍者」

　動揺を誘うために軽口を叩いてみると、思った通りの感情的な答えが返ってきた。

「チビって言うな！　貴様こそ、チャラい格かつ好こうしやがってっ」

「ふふん。今どきの忍者はな、目立ってなんぼなんだよ」

　よ、の言葉に合わせて烈が刀をはじき返す。敵は大きく体勢を崩した。

　その隙を烈が見逃すはずもなく、低くなった相手の体勢に合わせて素早く蹴けりを入れる。膝に仕込まれた短刀が闇に鋭く光った。

「！」

　しかし寸前で避よけられる。相手は小さな身体を駆く使ししていて、速度にかけては一流だと言っていい。烈は一度攻撃を止めて、肩で大きく息をつく。

　小御座敷には天竜がいて、将軍をしっかりと守っている。だからたとえそこへ敵を追い込んだとしても、天竜がいる限り絶対に安心だった。しかし。

（こいつ……〝逆呪禁〟の持ち主じゃねぇな）

　とすれば、他にも敵がいるということだ。烈を引きつけるための作戦なのかもしれない。

（上等、こっちだって手は打ってある）

　天竜のもとへ行き着くことなく、敵こいつは仕留められるだろう。

　このままでは不利だと悟さとったのか、敵は逃げの体勢を取りながら振り向き様に、足止めの手しゆ裏り剣けんを投げ打った。手裏剣といっても針のように細く、一度に数あま多たの数が空を舞う。

（これはっ……〝細ささめ雪ゆき〟か……！）

　烈は素早く刀で防ぼう御ぎよの構えを取るが、〝細雪〟は広範囲に撒まくことによって、目くらましと同時に相手に避よけきれぬ軽傷を追わせることが出来る。すべてを防ぐのは不可能だ。しかし。

　ふいに聞き慣れた声が自分の名を呼んだ。そちらに目をやるよりも速く、烈と細雪の間に何か大きな布が舞う。それが手裏剣〝細雪〟をすべて飲み込んで地に落ちた。

　それは着物だった。それも絵師の──。

「翠！」

　忍び装束の翠がそこに立っている。

「マジで!?　お前、来ちゃったの？」

「おバカ！　そんなことより敵っ」

　心底嫌な顔をしている烈に、翠が怒りながらビシリと逃げた敵の方を指差す。

　烈は諦めたように二、三度首を振ると、翠に「大丈夫」と笑ってみせた。そして、相手の走り去った小御座敷の錏屋根に向かって叫ぶ。

「おーい、猫が一匹、そっち行きましたよ」

　まさか天竜が屋根にいるというのだろうか。そんなはずはない。天竜ならば当然、最後まで将軍の側についているべきである。次の瞬間、翠の瞳が大きく見開かれた。

　実に意外な人物が屋根の上に姿を現したからだ。翠は啞あ然ぜんとしてつぶやく。

「も、望月さん!?」

　死んだはずの望月鹿か深ふかが、同じく忍び装束で手を振っている。さらに。

「おぉ[image: 〓]　翠ちゃんの忍び姿、激げきかわゆいっ」

　幽霊の割には随分と軽い発言である。思わず足がついているか確認してしまった翠は、信じられない光景に目を疑っていた。しかし驚いているのは、なにも翠ばかりではない。

　思わぬ伏兵に、敵は完全に足が止まっていた。その隙をついて、望月が攻撃を仕掛ける。

　避けきれなかった相手は、そのまま望月との接近戦となった。

　二人して屋根の向こうへと消えていく。その先には中庭があり、将軍の御寝所ごしんじよへと続いているはずだった。

「烈、私達も追うよ」

「あいさ」

「なんだ、何者なんだ貴様らは一体!?」

　息のあった二人の間に、突然、男が割って入った。烈が首をかしげる。

「誰だ？　このヘンテコ眼鏡」

「あ……典雅さん」

　すっかり忘れていた。典雅幸之助は、目の前で起こっていることが現実とは思えぬ様子で立ち尽くしている。

「何がどうなっている!?　上様はご無事なのか」

「話はあとで。典雅さん、今は一刻も早く上様の御寝所に案内して下さい」

　庭側には敵を追う望月、そしてその先には天竜が待たい機きしているはずだ。だとすれば、自分達は逆に屋敷の内側から責めるのが賢けん明めいだろう。

　切迫した事情を察したのか、典雅は青い顔で頷くと翠達を城奥へと案内し始めた。

「上様っ、失礼致します」

　典雅が不ね寝ずの番達を押しのけて御寝所の襖を開けると、そこにはもぬけの殻からの寝ね床どこと天竜しかいなかった。

「貴様、上様をどこへやった!!」

　事情を知らない典雅が天竜に嚙みつく。

「ご安心を。上様には西の丸へと移って頂いた」

「！　では、私も西の丸へ」

　慌てて部屋を飛び出そうとした典雅の首根っこを、天竜が素早く捕まえる。

「ちょっと待った。ちょうどいい。典雅さん、あんたにはここで囮になってもらう」

「!?」

「大丈夫、ちゃんと俺が守るから」

　たぶん、と天竜は付け加えると、落ち着いた様子で典雅を将軍の寝床へと押し込める。

「な、何を」

「上様の安全のためだ」

　天竜にそう言われて、典雅はしぶしぶ大人しくなった。偉そうな態度の割には、案外、押しに弱い素直な人なのかもしれない。

「先輩、敵は？」

　翠が勢い込んで尋たずねると、天竜はやれやれと肩をすくめてみせる。

「翠、やっぱり来てしまったか」

　守られるばかりは嫌だという気持ちを抑おさえきれず、翠なりに覚悟を決めて来た。とはいえ、天竜の思いやりを踏みにじったことに変わりはない。

「ご、ごめんなさい」

　思わず頭を下げてしまった翠に、天竜は少しも不快そうな顔は見せなかった。ただわずかに遠い目をして庭先を見やる。

「いずれ……翠自身が向き合わなければならない運命だ。俺はもう少し先でいいと思ったが、それもまたお前が選んだ道だよな……」

　まるで謎なぞかけのような天竜の言葉に、翠が問い返そうとした──刹せつ那な。

「！」

　天竜の表情がにわかに厳しくなる。

「烈、庭に出て望月を掩えん護ごしろっ。翠はここで俺と待機…………来るぞっ……！」

　ぶわり、と不吉な風が起こった。烈は命令通りに庭へと飛び出していく。

　不可解なことに、風は襖の向こう側、つまり座敷の奥から生まれていた。

（違う……これは風じゃない……！）

　翠の全身が粟あわ立だつ。殺気だ。それも今まで感じたことない強烈な。

「逆呪禁か」
















　天竜の低いつぶやきと同時に──。

「!!」

　闇に閃せん光こうが走り、目の前の襖が真っぷたつに切り落とされた。両りよう脇わきにはぐったりとした不寝の番達が見える。

　ふいに視界が真っ暗になった。天竜か敵か、いずれかがわずかな部屋の灯あかりさえ消したのだ。

　暗闇の中、激しい雨の音だけが大きく響く。

　当然、夜よ目めの利きく訓練も受けている翠だったが、それでも敵の姿を捉えることが出来ない。

　速さだけでない、異様な霊れい気きが新たな敵を黒く包み込んでいる。それは格の違い、などという段階レベルではなかった。烈の言っていたように、到底、同じ人間とは思えない。

　胸をえぐられるような恐怖と緊張で、翠は一瞬、身動きが取れなくなる。そんな自分を叱しつ咤たしながら、必死で思考回路を動かした。

（……！　そうだ、典雅さんっ）

　この場で敵が狙ってくるのは将軍の首。つまり典雅がいる寝床だ。

　転がるように寝床に駆け寄った瞬間。翠のすぐ近くで、耳を貫くような金属音が鳴った。

「翠、典雅を連れて逃げろ」

　寸前で、闇から繰り出された敵の忍刀を天竜が受け止めている。

　翠はそのまま典雅の手を取って庭へと駆け下りた。背後で天竜の声がする。

「やはり暗殺目的か。しかし誤ったな、将軍はここにはいない。諦めてここを退ひけ」

　相手は返答せずじっと押し黙ったまま、天竜に向かって忍刀を構え直した。暗殺が無理ならば、今度は標的を天竜達忍者に替えるということか。

　それとも敵の目的は将軍暗殺だけでなく、天竜側の勢力を調べる意味もあるのかもしれない。

（ということは）

　今さら腹いせに、敵が将軍の代わりに側用人を襲うとも考えにくい。翠は少し迷ったあと、典雅に視線を向けた。

「典雅さん、ここから出来るだけ遠くへ逃げて」

「分かった。私は西の丸へ向かう」

　こうなった以上、忍び装束の自分といる方が典雅の危険は増す。翠は消えていく典雅の背中を最後まで見送ると、自分は体を反転させて天竜へと視線を向けた。

「！」

　突然、部屋の中から黒い影が飛び出した。逆呪禁の忍びだ。天竜ですら、その尋じん常じようでない速さについていくことが出来ない。

「烈、望月、散れっ」

　天竜が声をかけた先には、もうひとりの敵を仕留めた烈と望月がいた。

　屋根の上でぐったりとしている少年の忍者。逆呪禁の影は、そこを目指して一気に駆け上がる。勝てる相手ではないと一瞬で悟った二人は、天竜の指示通りに両端に散った。

　翠も姿勢を低くして攻撃態勢を取り、懐から苦無を出して構える。

「翠、烈達と共にあいつを誘うように逃げろ。決して正面から相手をせず、時間を稼ぐんだ」

　天竜の指示に、翠は迷わず頷くと地を蹴っていた。空には大きな雷鳴が轟とどろき、雨は激しさを増している。

　意識を取り戻したらしい少年忍者が、逆呪禁に庇われながら屋根の向こうへと消えるのが見えた。しかし放たれる凄すさまじい殺気に気け圧おされて、誰もその後を追うことが出来ない。

　庇う対象がいなくなり自由に動けるようになった逆呪禁の忍びが、ゆっくりとこちらを見渡した。顔は完全に隠し布に覆おおわれており、鋭い眼光だけが闇に光っている。

（あれほどの速さで動いたのに息ひとつ乱れていないなんて！　あの忍び、本当に人間なの？）

　一人対四人──しかし、それが翠達にとって有利だとは言いがたかった。

　正面に天竜、右の屋根に翠。左の屋根には烈と望月がそれぞれ武器を構えて待機していた。

　翠は天竜に言われた通りに、敵を攪かく乱らんするように攻撃と逃とう避ひを繰り返す。烈や望月の動きもそれに習っていた。天竜はひとり大きく動いて、敵を煽せん動どうしている。

（一度でも、敵に狙いを定められたら終わりだ……）

　翠の背中に冷たい緊張が走る。烈や望月に逆呪禁の刃が向かないように、そしてまた自分も標的にならないように動くのが精一杯だ。それでも敵の速度と威い力りよくには勝てず、致ち命めい傷しようには至らないが、避けきれなかった刃傷が少しずつ翠達の動きを制限していく。

　そんな翠達とは対照的に、逆呪禁の使い手は一向に俊しゆん敏びんさを失うことはなかった。

　このままでは翠達がもたないと判断したのか、天竜が隙をついて敵の領りよう域いきに突っ込んだ。誘われるように逆呪禁が動く。やはり速い。それまでの翠達の陽動などまるで眼中になかったかのように、敵はいきなり天竜だけを狙い、誰もその動きを阻はばむことが出来なかった。

　天竜は相手の攻撃を受ける直前に自ら身を引くと、代わりに回り込んできた烈が横からふいを突く。逆側では望月が忍刀を構え、敵の領域を狭せばめようとしていた。

　それに合わせて、翠は先ほど敵が立っていた屋根上に移動し背後から手裏剣を投げる。

　もちろん、最初から逆呪禁相手に当たるとは思っていない。翠の手裏剣はたやすく避けられ、濡れそぼった庭園に突き刺さった。しかし、かすかにでも敵の動きを制限したことは確かだ。

　そのわずかの隙を、天竜が見逃すはずがなかった。敵に向かって一気に距離を詰つめる。

「！」

　激しい鍔迫り合いが何合も続き、雨の闇に火花が散った。

　ひときわ大きな雷鳴が轟き、不気味な稲光が一瞬だけふたつの影を青白く浮かび上がらせる。同時に甲かん高だかい金属音がして、天竜と敵は互いにはじき合った。

　ざっと音をさせて、天竜は体勢を低く保たもち、次の攻撃に構える。相手も同じように半身の構えで、忍刀を逆さか手てに持ち直した。

　睨み合う両者からは、雨さえ昇しよう華かさせるほどの殺気が立ち上っている。

　こうなると、もはや助すけ太だ刀ちは許されない。せめて天竜の邪魔にならぬよう、翠は烈達と共にただ戦況を見守るばかりだ。

「！」

　天竜と敵は寸分違たがわず、互いに地を蹴って相手に向かい飛び込んだ。さらに激しく刃が交わり、目で追うことが出来ないほど苛か烈れつな戦闘が繰り広げられていく。

　ふいに天竜が相手の刃をなぎ払った。渾こん身しんの一撃と言っても過言ではないのに、逆呪禁はそれを素早く受け流す。両者の距離が大きく広がり、互いに体勢を整える時間が与えられた。

　相変わらず息ひとつ乱していない逆呪禁使いに対して、天竜は肩で息を継ついでいる。

（いけない……!!　……先輩は私達を守るために）

　なんとか力になりたいが、逆呪禁と天竜──両者の強きよう烈れつな殺気が何なん人ぴとの介かい入にゆうも許さない。それは少しでも武術を会え得とくした人間なら誰でも分かる感覚だった。しかし。

（！）

　低く構えていた敵が、わずかだが地面近くまで体勢を崩す。それは一瞬のことだったが、息をつめて見守っている翠にはすぐに分かった。もちろん、天竜や烈達も同じだろう。

（逆呪禁の術に、身体が耐えきれなくなってる……？）

　人の活きる領域を超えて発動する逆呪禁は、最強ではあるが使う本人にも危険が及ぶという。

「時間切れだ」

　天竜が静かに告げた。しかし逆呪禁は沈ちん黙もくを保ったまま、一切の隙を見せずにじりじりと天竜との距離を測っている。

　烈と望月が、殺気の消えた天竜に向かって近づいてきた。翠もそれに続く。

　逆呪禁を宿した忍びの顔は、相変わらず隠し布に覆われていてまったく見えない。ただ、わずかな隙間からのぞく瞳は夜の闇の中で紅あかく煌きらめいていた。一いつ糸しの乱れもなく冷静に攻撃できる理性を保ちながらも、その紅い瞳には、人間らしい感情は一切見られない。

（怖い……）

　これが〝逆呪禁〟という術なのだろうか。あまりの恐ろしさに、翠の肌はだは粟立っていた。

　ふいに敵が動いた。天竜との睨み合いを続けながら、素早く身体を反転させ烈と望月の間に身を躍おどらせる。同時に、隠し持っていた数本の苦無を放射線上に投げつけた。

　烈と望月が素早く両端に散る。その隙を割るように、敵は自らの逃げ道を作り出した。

　逆呪禁が切れかかっているとはいえ、その動きにはまだ手て練だれの忍者と変わらない程度の精密さがある。しかしさすがに、天竜を含めた四人を相手には出来ないと判断したのだろう。

　敵は──それでも翠達を怯ひるませるに十分な殺気を放ちながら──仲間が消えた屋根向こうへと飛び上がった。しかし。

「悪いが、簡単には逃がせない」

　誰も反応出来なかった中、天竜だけが間髪入れずに敵の背後に追いつく。

　一いち縷るの迷いもなく、天竜の忍刀が闇夜に冴さえた。それで完全に仕留められるはずだった。

「先輩っ」

　危ない、という言葉が翠の喉の奥で張りつく。

　唐とう突とつに現れた第三者に、天竜は身体ごとはじかれていた。咄とつ嗟さに受け身を取って着地には成功したものの、逆呪禁の忍びは無傷で新たに現れた男の腕に収まっている。

　男は背を向けたまま、奪い返した味方をしっかりと抱え直していた。逆呪禁で力を使い果たしたのか、先ほどまで戦っていた男はぐったりと目を閉じている。

「やはり出てきたか……」

　突然の乱入者に、天竜はさほど驚いた様子もなく目を細めた。

　逆にまったく予想していなかった翠は思わず「誰!?」と眉根を寄せる。天竜はその男の背中から目を離さないまま、それでも丁寧に答えてくれた。

「反幕府組織『黒こく牙が』の頭とう領りようにしてこの逆呪禁の忍びの雇い主だ。そして、将軍暗殺の黒幕」

　黒幕!!　と翠は心の中で叫んでいた。

「ご明めい察さつだ、天竜」

　重じゆう厚こう感かんのある低い声がして、男がゆっくりと振り返る。

　激しく降り続く雨。刹那、雷鳴が鳴り響き、空にいくつもの稲妻が走った。
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「ご明めい察さつだ、天てん竜りゆう」

　その男の声を、翠すいははっきりと覚えていた。

　七年前のあの夜。翠を小屋へと導いた男の声だ。何か恐ろしいものでも見るように、翠の瞳ひとみはゆっくりと大きく見開かれる。どくん、という衝しよう撃げきが胸の奥を突いた。

（私、この人を知っている……!!）

　どうしても思い出せなかった記き憶おくが、まるで糸がほぐれていくように甦よみがえっていく。

　今にも雪の降り出しそうな川のほとりで。

　翠はかじかんだ指先に息を吹きかけていた。夕ゆう闇やみに沈んでいく景色。冷え込んだ風を受けて、不気味になびく竹林。川のせせらぎ。寂しげに浮かぶ、丸い月。そして。

　目の前には三、四十代の大柄な男。

　知らない顔だった。警けい戒かいした翠は懐ふところから苦く無ないを取り出し、無言で応戦体勢に入る。

「あなたは誰？」

　厳しい表情で睨にらみつける翠に、男は微笑ほほえんでみせた。

「驚くのも無理はない。大きくなったな、翠」

「!?　どうして名前を」

　その問いには答えず、男はさらに言い募つのる。

「烈れつは元気か？　理わ由けあって、お前達だけを里に預けているが、私もまた甲こう賀がの忍び」

　男は伏し目がちに、自分は翠の父親だと名乗った。極秘任務を受けているため、捨て子という形で翠と烈を里に置くことになったのだという。

（噓うそだよっ、そんな話……私、全然知らない！　誰からもそんなの聞かなかったもん……っ）

　簡単に騙だまされるものか、と翠は精一杯の虚きよ勢せいを張る。しかし。

　父親だと名乗る男の、安心を誘うような微笑みは確かに少しだけ烈に似ている気がした。

（本当なんだろうか……本当に、私にもちゃんとお父さんって呼べる人がいたの？）

　とくん、と心臓が跳はねた。

「偶然とはいえ、会えて嬉うれしいぞ。翠」

　自分の名を呼ぶその声に、素直な嬉しさがこみ上げる。里のみんなは分け隔へだてなく接してくれたので、翠は一度も寂しいとか悲しい思いをしたことはない。けれど自分に本当の親がいるとすれば、いつかは会ってみたいという願いも消えたことはなかった。

　だから信じた。信じたかった。

　幼い翠の、憧あこがれにも似た愛情を男は利用した。彼が偽にせ物ものの父親ならば翠も気がついたかもしれない。しかし。

　男の名は〝紅くれない〟──烈の、そして翠の実父だった。

「!!」

　すべて思い出した翠は、一点を見つめながら肩を震ふるわせていた。

　その後、すぐに翠はあの小屋で襲しゆう撃げきを受けることになる。あれほど会いたいと望んだ父に、自分は利用された挙げ句、いともたやすく見殺しにされそうになったのだ。

　一生ないと思っていた父親との再会──そんな、翠にとって最高の幸せを受け入れてしまった代だい償しようは、耐たえがたいほどの裏切りである。

　その事実はわずか八歳の翠にとってあまりにも残ざん酷こくすぎた。だから自ら記憶を封ふうじたのか。

（そうだ。だってそうしないと私、心が壊れてしまうと思ったから……）

　次々と明らかになる真実に、翠は衝撃で身をふらつかせる。それを烈が素早く受け止めた。

「翠、しっかりしろ」

　烈がずっと恐れていたのは、まさに今の状況だった。烈はあの事件のあとに、里長達に呼び出されていた。そこには天竜や里長もいて、みなが難しい顔をしていたのを覚えている。

「よく聞け、烈」

　そこで烈は初めて聞かされる。翠が伊い勢せの山中で襲おそわれたことを。そしてその黒幕が紅という男で、烈達の父親だということまで。

　里長達からは「この件に関しては我らですべて解決するから、安心していい」と言われた。そしてまた「もし翠と同じ状況になっても、お前は親子の情に流されることのないように」と注意も受けた。が、心配するに及ばず、烈には最初から親子の情どころか憎にくしみしか感じない。

（翠を殺そうとしただって!?）

　それだけで怒りが心に噴ふき上がる。親だろうがなんだろうが絶対に許せない、と思った。

　けれどまだ幼い少年である烈には、仇かたきの討うち方など分かるはずもない。だから江戸へ来て、翠よりも早くに天竜から事情を聞かされたときには、俄が然ぜん張りきったのだ。

　やっとこれで翠の仇が取れるかもしれない。翠の辛つらい記憶を呼び戻させることなく、密ひそかにすべてをこの手で終わらせてやると──。

（結局、間に合わなかったけど……!!）

　烈は躊ちゆう躇ちよなく、忍にん刀とうを父親に向ける。差し違えてでも、実父、紅を討つつもりだった。

「やめろ、烈」

　しかし、意外にもそれを制止したのは天竜である。

「俺、ずっとこのときを待ってたんですよっ。先せん輩ぱいだって知ってるじゃないッスか！」

「そうだな。けどお前の思いを一番よく知っているこの俺が、あえて止めてるんだ」

「……っ」

　天竜にそう言われれば、従うしかなかった。悔くやしそうな烈がゆっくりと攻撃の構えを解く。

「随ずい分ぶんと立派に育ったじゃないか、烈。そして天竜も」

　一連のやり取りにもまったく動じず、紅が余裕の笑みを浮かべている。酷こく薄はくそうな瞳に、歳としを重ねた者だけが醸かもし出せる重圧感。彼の全身からは罪ざい業ごうすら力となり得る、絶対的強さが感じられた。

「天竜、やはり忍びの業わざを捨ててはいなかったか。うちの駒こまも相当に正確な情報を集めると思っていたが……相手がお前ならば、失しつ態たいを責めることも出来ん」

　同じ強さでも正反対の清せい廉れんさで、天竜が静かに口を開く。

「お久しぶりです、師し匠しよう」

「!?」

　翠達は驚いて、天竜と紅を見比べる。両者は互いに視線を逸そらそうとはしなかった。

（師匠？　師匠って……）

　翠は頭の中で、その言葉を繰り返す。

　全体修行を主とする甲賀の里において、個人的な師し弟てい関係が結べる者は少ない。しかし、優れた才能をさらに磨みがき上げ、将来、甲賀衆最高位で活躍する人材を育成する場合のみ、特別に師弟制度が採用されるのだ。当然、天竜が抜ばつ擢てきされていてもおかしくはなかった。しかし。

（天竜先輩に師匠はいないはず）

　それは里の子供達の間でささやかれる里の七不思議でもあったのだ。天竜先輩が優秀すぎて、教えてくれる師匠がいないのだろうという説が有力だったのだが。

「そうだとも。私は天竜の師であり、翠、烈、お前達の父親だ。今からでも遅くはないぞ。我ら〝黒こく牙が〟の仲間となれ」

「ふざけんな!!　子供を見殺しにする親なんざ、誰がついていくかよっ」

　速攻で、烈が過激に反応する。続いて天竜も静かな声で告げた。

「俺も、断りますよ。師匠がどんな夢を見ようと構わない。望みを叶かなえたければ勝手にすればいい。こちらはただ、民の平和のために戦うのみ」

　半分不機嫌そうに、そして半分面白そうに眉まゆを寄せながら、紅は首をかしげる。

「天竜、お前なら分かっているはずだ。今この世を変えなければ、我ら忍びには今後、滅ほろびの道しか残されていないのだぞ」

「だから私し利り私し欲よくで忍にん術じゆつを使ってもよいと？　残念ながらその理り屈くつは成り立たない」

「甘いな、どいつもこいつも」

　腹立たしげに紅は天竜を睨み、その視線はそのまま腕うでに抱かかえた逆さか呪じゆ禁ごんへも向けられた。

「だからあのときに止めを刺せと命めいじたのだ……七年後にこうして邪じや魔まされるとも知らず」

　馬ば鹿かな男だ、という紅のつぶやきは、翠の耳には届いていない。

　翠はただ、目の前の父親を憎んでいた。彼の望みがなんなのかは知らない。知りたくもない。子供を捨てるだけでなく、その幼い想いを踏ふみにじり、さらに名君・佳よし継つぐを暗殺してまで遂とげなければならない夢なんて、自分は絶対に認めない。

　その強い想いだけを胸に、翠は顔を上げて実の父親──紅を睨みつける。

「今のところ誰も寝返るものはなし、か……まぁいい。天竜、お前の言ったように私は思うがままに望みを叶えるぞ。我ら『黒牙』による天下統一という夢をな」

　天竜は動じることなく、黙って師匠を見み据すえていた。数秒の沈ちん黙もくが流れる。

「……お前らも徳川の犬に成り下がったということか」

　これ以上は分かり合えないと悟さとったのか。紅はふいに低い声で吐はき捨てると、逆呪禁を抱き込んだまま屋根の上へと飛び上がった。それに反応する烈を、天竜が制止する。

「！　なんでですかっ」

「今、追うのは危険すぎる。気持ちは分かるが一旦仕切り直しだ」

「でもっ」

「頭を冷やせ、烈。お前の今の状態でどれだけ戦える？　相手は無傷、さらに俺の師匠だぞ」

　烈は悔しそうに顔を伏せるが、確かに天竜の言う通りだった。

　天竜に目立った外傷はないものの、先ほどの戦せん闘とうで相当の体力を削けずられているはずだ。翠達に至っては、逆呪禁にやられた傷が各所に残っている。

「……ちきしょぉ……！」

　紅達の気配が完全に消えたとき、烈が悔しげにつぶやいたのを翠は黙って聞いていた。

　力が足りない、と痛切に感じていた。大切なもの、すべてを守る力が──。




　天竜がため息をつきながら、疲れたように数回首を振る。

「仕方ない。黒牙を捕つかまえるまで、上うえ様さまには申し訳ないが今しばらく囮おとりになってもらわねば」

「？」

　妙みような言い方が気になって、翠は首をかしげる。自分達の使命は、ただひたすらに将軍をお守りすることではないのか。今の言い方だと、まるで天竜の目的に佳継が協力しているみたいだ。しかし、翠がその疑問を口に出そうとした途と端たん。

「余よは構わぬぞ！」

　その場に似つかわしくない元気な声が響ひびいた。その声の主はもちろん──。

「佳継様!?」

　慌てた翠に佳継はふふんと鼻を鳴らしている。驚いたことに、上様は御ご寝しん所じよの寝床の上に胸を張って立っていた。

「みんな全然気づかなかったであろう。余はずっとこの部屋の、畳たたみの下に隠れていたのだ」

　なっ天竜、と佳継は上機嫌に天竜に向かって手を挙げている。

「なっ天竜！　じゃないッスよっ。一体どうなってんですか、先輩。確か上様は西の丸に移ってもらったって」

「あ～……それはだな。やっぱどう考えても、俺が上様と離れるってのはマズいだろう？　事実、西の丸に師匠が現れたらヤバかったし」

「だからって！　畳の下に！　上様を！」

　あまりに失礼な扱いではないか。喰くってかかる翠を、天竜が両手を挙げてなだめている。

「待て待て待て。畳の下に部屋を作ったのは上様本人だぞ？　俺は一応、止めた」

「忍者屋や敷しきみたいで格かつ好こう良かろう？」

　あまりに脳天気な上様に、翠はがっくりと肩を落とした。烈も望月も呆あきれて笑っている。

　いつの間にか、あれほど激しく降っていた雨はやんでいた。





[image: ]






「腹減った……もう歩けない」

　情けない顔で、烈が突然お腹なかを押さえ道ばたにしゃがみ込んだ。

「こんな夜中にどこも店開いてないってば。ほら、さっさと家に帰るよ？」

　そんな烈の背中を、いつものように翠がばしりと叩たたく。隣となりでは天竜が「真夜中に開いている店か。必ひつ需じゆ品ひんとか夜中にふと食べたくなるものを置いておけば、案外儲もうかるかも」と顎あごに手を当てて考えていた。

　天竜と翠達、そして望月の四人は江戸城を出てお堀ほりを歩いている。三さん門もんの詰つめ所しよから出てきたときには、みんな忍び装しよう束ぞくではなく普段の格好に着替えてあった。

　あれから西の丸で大おお騒さわぎしていた典てん雅がを連れ戻して事情を説明した。もちろん、彼は大激怒だったけれど、上様の無事な姿を見てへたり込んでしまったところを見ると、案外、良い家臣なのかもしれない。

（疑ってごめんね、典雅さん。でもまぁ、お互い様だよね）

　わずかに反省しながら翠は空を見上げる。雨上がりの空には、ちらほら星も見え始めていた。

「しっかし、何かスッキリしねぇな。結局、黒牙の奴やつらってば最後まで俺ら三門の警護には引っかからなかったわけだろ？　つーことは」

　歩きながら首をかしげている望もち月づきの発言を、天竜が引き継つぐ。

「やはり城の内部に強力な内通者がいるってことだ」

「だよな。でもさすがの天竜も、それが誰かまでは突き止められなかったと」

「……まあ、そういうことになる」

　微び妙みように意味深な天竜の肩に、望月は気軽に手を回して「ま、そういう難しいことは全部、天竜に任まかせるわ」とにこやかに笑ってみせた。

　相変わらず洗せん練れんされた、しかしどこか胡う散さん臭くさい笑顔である。

「というわけで、俺はここで失礼するよ」

「？　こんな夜よ更ふけから、一体どこ行くんスか。望月さん」

　首をかしげている烈に、望月はたちまち厳しい視線を投げた。

「こら烈。俺だって甲賀の里で修行した身、いわばお前の先輩だ。ちゃんと先輩と呼べ」

「嫌いやっスよ。修行っつったって、たった三年でしょ？」

　俺の先輩は天竜先輩だけッス、とぷいと横を向いた烈の隣で、翠は目を丸くした。

「そうなんですか？」

　望月が、かつて甲賀にいたなんて全然知らなかった。

「そうなんだよ、翠ちゃん。俺は正しよう真しん正しよう銘めい、江戸生まれ江戸育ちの甲こう賀が者ものなんだけど、一応、与よ力りきの中でひとりぐらいは忍術も身につけておいた方はいいかもってことで。出張研修、みたいな？」

　にっこりと微笑む望月の人好きのする顔を見ていたら、翠は改めて「ああ、この人が生きててよかった」と思う。

「まぁ？　それが？　こーんなガチで戦わされるとは思ってなかったけど？」

「すまなかったな、鹿か深ふか」

　天竜が笑いながら、素直に頭を下げている。

「ホント天竜は人使いが荒いんだから。俺なんか死んだことになってずっと隠れてたろ。で、今夜急に全力で戦えって言われちゃったもんで、んもう、全然暴れ足りないって感じ」

　だ・か・ら、と望月は楽しげに指を唇くちびるに当てる。

「今から吉よし原わら行って、残りの体力ぜぇんぶ使い果たしてくるぜぃ」

「望月先輩!!　ぜひご一緒させて下さいっ」

　先ほどまでの態度を情けないほど一転させた烈が、子犬のように尻尾しつぽを振って目を輝かせている。速攻でごつんと翠の鉄てつ拳けんが下った。

「痛っ」

「バカ烈っ！」

「いきなり殴なぐるなっていつも言ってんだろ。それに烈じゃねぇ。ちゃんとお兄さんって」

「呼べるかっ」

　そんな二人を後に、望月はさっさと橋を渡って上機嫌に手を振っていた。

「じゃあな！　怒った顔の翠ちゃんも可か愛わいいぜ。烈、また今度こっそり連れてってやるよ」

「きゃあ、望月先輩ステキですぅ。一生ついて行きますぅ」

　翠にしっかりと首根っこを摑つかまれたまま、烈が愛あい想そを振りまいて手を振り返している。

　あれは悪い先輩だ、と翠は確信する。天竜が良い先輩なら、望月は悪いことをいっぱい教える悪い先輩に違いない。

「まったく、鹿深もしょうがない奴だな」

　良い先輩の方の天竜が、元気に走り去る望月を見送っている。

　その光景を眺ながめながら、翠はようやく少しだけ心を落ち着かせて、失われた七年前の記憶をたどることができた。その真実に、今でも心は無ぶ様ざまに震えるけれど──。

（でも）

　それでも、ここにいる二人に伝えなければならないことがある。七年前に失った記憶をこの二人は知っていた。そして真実の重さに壊れそうな自分を、必死に守ろうとしてくれていた。

「天竜先輩、ありがとうございました。それに烈も。ありがとう、感謝してる」

「……だったら、この手を離してくれ」

「あ、ごめん」

　翠に摑まれた首根っこをようやく解放された烈は、しかし苦々しい表情で舌打ちする。

「結局、内密に仇を討てなかったし……翠の記憶も戻っちまったけどな」

　俺ってやっぱダメだわ、と意気消沈している烈に、翠が大きく頭かぶりを振る。

「ダメなんかじゃないよっ。私、支えてくれてた先輩や烈の優しさがなかったら、そしてあのときに二人が側そばにいてくれなかったら──正直、どうなっていたか分からない」

「……」

「なのに、何も知らずにワガママばっかり言ってごめんなさい……!!」

　顔を伏せた翠の頭に、天竜の大きくて温かな手が載せられる。

「謝るのは俺達だろ？　記憶のない翠の焦あせりや混乱を分かってたはずなのに、余計な心配が先に立ってどうしても本当のことを言えなかったんだ。それでかえって翠を悲しませてしまった」

「まぁ俺は謝らないけど！　お兄ちゃんが余計な心配するのは当たり前だからなっ」

　頭の後ろで手を組みながら、烈はなんでもないことのように付け足した。翠は顔を上げてくすりと微笑むと、今はそんな烈の心こころ遣づかいに甘えようと決める。

「しっかし俺、頭がこんがらがってきたッスよ。天竜先輩の師匠が、俺達の親父おやじだったわけでしょ？　ということは……[image: 〓]……俺と天竜先輩の関係って」

「特にないだろ」

「ですよねぇ～でもさ、結局、あの野郎の目的ってなんなんスか？　それに〝黒牙〟って」

　それは翠も気になっていたことだった。

「……俺がまだ十歳にもならない頃」

　江戸の下町へと続く橋を渡りながら、天竜は遠く、少しだけ悲しい目をした。

「備びつ中ちゆう、備び前ぜん藩はん同士のもめ事に巻き込まれて、忍びがひとり亡なくなったんだ。味方に見殺しにされた形の、惨むごい死に様ざまだったと聞く。けど俺達は忍び……その死さえも闇の中で消えていく。結局、両藩からも幕府からもなんのお咎とがめもなく、その死にはなんの意味もなかった」

「……」

「その亡くなった忍びというのが、師匠の古くからの親友だったんだ。あの日を境さかいに師匠は変わった。幾いく日にちも山に籠こもって何か悩なやみ抜いた挙げ句、妻と一緒に里を捨てたんだ」

「！　妻って」

「そうだ。お前達の母親だよ。名を静せい蓮れんと言った」

　静蓮、翠は口の中でその名を繰り返す。自分には父だけでなく、母だってちゃんといた。色々と複雑な気持ちもあるけれど、今はそのことだけが嬉しい。

「師匠が里を去った一年後、双子のお前達を抱いて静蓮さんだけが戻った。その後……すぐに姿を消したがな」

　天竜はそこで一旦言葉を切り、小さなため息をついた。

「師匠は自ら〝忍び〟であることを辞やめていた。そして新たに『黒牙』という反幕府組織を作り、忍びの技を以もつて自らが天下を収めることを切望している。その活動がさっきの将軍暗殺に至るってわけだ。師匠は良くも悪くも影響力のある人だったから、甲賀の里からも決して少なくない数の忍びが後を追って里を出た」

「でも……母さんはなんで、俺らを連れて里に戻ったんだ？」

　母さん、などという言い慣れない言葉を不器用に発音する、いつもよりも神しん妙みような烈に天竜は優しく微笑んだ。

「恐らく、お前達を〝黒牙〟の一員にしたくなかったんだろう」

「でもすぐに消えた。俺らを残して」

「……そうだな。何か、深い事情があったのかもしれない」

　その辺りは天竜にも、いや他の誰にも分からないことに違いない。心なしか、少しだけしょげている烈の肩を天竜が励はげますように軽く叩く。

「というわけで」

　話題を明るい方向へと向けるべく、天竜は声こわ色いろを変えた。

「俺の本職は、そば屋ではなく猫探し屋でもなく、将軍をお守りする極秘任務についているふりをしながら、本当は甲賀衆の同士討ちを避さけるために尽じん力りよくしてるってわけだ」

　地面に両手をつきながら、烈ががっくりと項うな垂だれている。

「……はぁ～一体どこまで秘密主義なんスか、先輩は」

「もうさすがに秘密はないですよね？」

　翠もにわかに不安になって、天竜に向かって念を押してみる。しかし帰ってきた答えは、

「まぁ、今のところはな」

　という実に曖あい昧まいなものであった。
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　初夏の香りが漂ただよう、よく晴れたある日──葛くず葉はのもとに、珍めずらしい客が訪れていた。

　粋いきな着流し姿をした天てん竜りゆうである。

「せっかくこうして会いに来てくれたってのに、酒もいらない。ただ薄い茶だけでいいなんて、随ずい分ぶんとつれないじゃないか、天竜」

　色気たっぷりに睨にらみつける葛葉に、天竜はにこやかに微笑ほほえんでみせる。

「酒に妙みようなもん仕込まれて、うっかり眠らされたらヤバいだろ」

「……ちっ」

　見事に企たくらみが外はずれた葛葉は、軽く舌打ちをする。

　窓の格こう子しに片手をかけて、眩まぶしげに初夏の蒼あお空ぞらを見上げたまま天竜が口を開いた。

「あの晩、帰ってから翠に言われたよ。『いつか葛葉先輩に〝押し倒される〟まで、先輩は絶対に無事でいなくちゃいけないんだ』って」

「あら、翠ちゃんってばちゃんと約束守ってくれたんだ。で、やっと押し倒される覚かく悟ごが出来たってわけ？」

　窓から目を戻した天竜は、葛葉に向かって爽さわやかに「いや」と首を振る。

「せいぜい無事で長生きさせてもらうことに決めたよ」

「………………食えない奴やつ」

　心底つまらなそうに、葛葉は水みず芭ば蕉しようの絵の描かれた清せい楚そな扇せん子すをぱたぱたと扇あおぐ。

「それでこれからどうするつもりだい？　烈れつや翠すいちゃんは、自分達の父親が『黒こく牙が』の頭とう領りようだって知っちまったわけだろう？　……あの子達、色々と複雑な思いがあるんじゃないかい」

　心配そうな葛葉の顔に、天竜は肩をすくめてみせた。

「まぁな、けど最終的に生きる道を選ぶのはあいつらだ。俺は、これから本当に二人が納なつ得とく出来るのならば、師し匠しよう側についても構わないと思っている」

「構わないって……それじゃあ敵同士になっちまう。天竜。なにもわざわざ、あんただけが辛つらい想いしなくても」

「葛葉は優しいな」

「！」

　何気ない天竜の眼まな差ざしに、葛葉の心はたちまち射い貫ぬかれる。この穏おだやかな笑顔に、葛葉は何度、胸を焦こがされてきたことだろう。

「ななな、なにさ。急に。別に優しいとかって問題じゃないでしょ。あたしはただ、翠ちゃん達が心配で……っ」

「あいつらは俺が守るさ。たとえ誰のもとで戦おうとも」

　天竜の静かな決意に、葛葉は思わず口をつぐんでしまう。

「俺の望みは『黒牙』との戦いに勝つことじゃない。それに」

　ふいに天竜の言葉が途切れる。葛葉は扇子を扇ぐ手を止めて「それに？」と先を促うながした。けれど返ってきた答えは──。

「……秘密」

「!!」

　まったくこの男は、大事なところだけ何も語らない。それにも慣れたつもりだったが。

「意地悪」

　ぷんと拗すねる葛葉の横顔を、天竜が面白そうにのぞき込む。

「俺のコト、嫌いになった？」

「ううん、断然好き。今すぐにでも押し倒してやりたい」

　というか押し倒すっ、と元気に立ち上がった葛葉の視界に、すでに天竜はいなかった。

「!?」

　慌あわてて窓の外を見下ろすと、優ゆう雅がに去っていく着流しの背中が見える。

　おまけに卓たくに残された茶器には小さな張り紙がしてあり、〝ご馳ち走そう様さま〟と達たつ筆ぴつな天竜の文字で走り書きがしてあった。

「やられた」

　確かに天竜は優秀な忍びに違いない。自分が惚ほれ込むに相応ふさわしい男だ。けれど。

　葛葉は残された張り紙を胸に、今はもう遠くなってしまった背中に向かってもう一度、「意地悪っ」と叫さけんでいた。




「意地悪でござるっ」

　同じ頃。江戸城本丸で、同じ台詞せりふを吐はきながら地じ団だん駄だを踏ふむ典てん雅が幸こう之の助すけの姿があった。

「上うえ様さまにお仕つかえして早十四年──幼い頃からずっとお慕したい申し上げてきたというのにっ」

「男に慕われても余よはちっとも嬉うれしくないぞ」

　中なか奥おくの庭園にある将軍専用の池を釣つり堀ぼりにして楽しんでいた佳よし継つぐが、怒ど鳴なり込んできた典雅を迷めい惑わくそうに見上げている。

「そういう意味ではございませんっ。なぜ上様は、拙せつ者しやにお心を許してくれないのですか!!　おかげで私ひとり忍者の存在も知らずっ……翠とかいう小娘には黒幕かと疑われ……！　側そば用よう人にんなのに大恥をかいたでござるっ」

「お前が騒さわぐから、鯉こいが全部逃げてしまったではないか」

　やれやれとでも言うように、佳継は竿さおを脇わきに置いた。そして池に架かけられた華か美びな橋に座り込んだまま典雅を見上げる。

　そのときになって初めて、典雅は将軍様を見下ろしている自分の恐れ多い立場に気がついた。慌てて平へい伏ふくし、かなり無理な姿勢から上様を仰ぎ見る。

　佳継はそんな典雅を面白そうに眺ながめつつ、当たり前のことのように言う。

「余は昔から幸之助には心を許しているぞ？　確かに余はいじめっ子だが、心を許した者にしか意地悪はせぬ。人間が出来ているからな」

「……ではなぜ、拙者に秘密ばかりなされるのですか」

　今にも泣き出しそうな典雅は、日頃から若年寄達に〝冷れい徹てつ眼め鏡がね〟とあだ名されている姿からは想像も出来ない。

　佳継はそのことに内心で満足しながら、再び鯉を呼び戻すための麩ふを池に撒まいた。

　竿を投げ込みつつ「幸之助に秘密が多い理由ねぇ」と改めて考える。そして思いついたように、典雅に向かってにこやかに微笑みかけた。

「分かった、余は昔っから幸之助の困った顔が大好きなのだ」

「!!」

　最高の殺し文もん句くに、典雅が絶ぜつ句くしている。

「お、やっと鯉がかかったぞ。幸之助、ちょっと池に降りて取ってまいれ」

「し、しかしあれは。大おお御ご所しよ様がお飼いになっている、一匹数百両もする錦にしき鯉ごい──」

「つべこべ言わずに取ってまいれ」

　上様の御命令に、天下一忠実な側用人は慌てて池に飛び込んだ。

　徳川佳継の治める江戸幕府の平和は、今しばらく続きそうである。




　そして。

「……」

　翠は安らいだ面おも持もちで、その背中を見守っている。

　風か邪ぜを引いたという理由で、一週間ほど城へ上がっていなかった皓こう幽ゆうが、今日から再び中奥の〝玉たま利り〟で襖ふすま絵えの作業を始めていた。

「先日は悪かったな。せっかく夜食を差し入れてもらったのに」

　あの夜は二の丸で作業していた年配の絵師から急な呼び出しがあったのだという。結局、そのままこちらへは帰ることなく、差し入れのことは後のちに城の者から聞いたらしい。

「ううん、全然気にしないで。私こそなんの連絡もしないで急に来ただけだから」

　本当は皓幽の手ふ紙みを読んでのことだが、それは典雅の罠わなだったわけで──。

（はぁ、なんだか頭がこんがらがってきちゃう）

　最近、自分を取り巻く状況の複雑さに、翠は人知れずため息をついた。だからこそ、今だけでも心安らかに、皓幽の描く絵を愛めでていたい気分なのだ。

「ごめんね、なんか変なことして。かえって迷惑だったよね」

　典雅の疑惑を探るためとはいえ、まったく関係のない皓幽の立場を利用してしまった。そのこともあって、翠は自然としょげてしまう。皓幽が驚いたように振り返った。

「そんなことない、嬉しかった。だからこそお詫わびも兼かねて、今日誘ったんだ」

　翠はわずかに顔を赤らめて、嬉しそうにそっと頷うなずく。そうなのだ。今日の翠は本当に、本物の皓幽から手ふ紙みをもらって城へと参上していた。

「今日の仕事が一段落したら、お礼になんか美う味まい店に連れてくよ。それに連れん木ぼく神社では縁えん日にちやってるらしいから、そこもちょっとのぞいてみるか」

　何気なく提案される言葉のひとつひとつが、翠の胸にじんわりと温かな喜びを咲かせていく。

　運命の相手がこの人だったらよかったのに──。

（!!）

　ふとよぎった思いに、翠は慌ててぶんぶんと首を振った。

（なななに勝手に勘かん違ちがいしてんのっ、私！　お礼でお詫びだって皓幽も言ってんでしょっ）

　それに接キ吻スひとつで浮かれているようでは、江戸とかいっ娘ことしてはやっていけない気がする。翠は火ほ照てる感情に努めて冷静に対応しながら、無理矢理そう判断していた。

（そんなの挨あい拶さつ代わりだって、望もち月づきさんなら言い出しそうだし）

　また随分と悪い基準で、翠は江戸っ子を認識してしまったようだが──そんな翠の心中など知る由よしもなく、絵筆を手にした皓幽がふと首をかしげた。

「そういえばあの夜、翠はよくひとりで中奥の部屋まで入って来られたな？　許可書とかうるさく言われなかったか？」

「え!?」

　不思議そうな皓幽に対して、翠は慌てて両手を振っていた。

「それは、その。あれだよ、私が皓幽の弟で子しだって伝えたら結構、簡単に入れてもらえて。やっぱ皓幽ってすごいね。偶然、上様にお目通り出来ていたのもよかったんじゃないかなぁ」

　あはは、と乾いた笑いがむなしく部屋に響ひびく。それでも皓幽は納得してくれたようだった。

「そっか、翠は上様の大支フ持ア者ンだって言ってたもんな。無事、御お目め見み得え出来てよかったな」

「う、うん。これも全部、皓幽のおかげだね」

「本当は少し妬やいている」

　色いろ香かたっぷりの笑みを残して、皓幽は再び作業に入る。あとにはたくさんの「？」を抱かかえ、混乱するばかりの翠が残された。

（き、気にしない気にしない……それより今日は、皓幽の絵に癒いやされに来たんだもの）

　様々な邪じや念ねんを払い、改めて見事な絵に目を向ける。

　彼の筆先から生まれる美しい草花や小さな動物達は、どれもが瑞みず々みずしい生命いのちを宿していた。

　夏の風景だろうか。涼すずしげな水辺には淡あわい蛍ほたる火びが舞まい、かすかな夜風に夏草が揺ゆれている。

　自由に大おお奥おくから出ることも叶かなわぬお愛う雨めの方様が、皓幽の絵に惚れ込む気持ちも分かる気がした。まるでその場にいて、夏の風ふ情ぜいを楽しんでいるような気持ちになるのだから。

（上様を守るってことは民を守ることに繫つながるんだって、天竜先輩言ってたけど……それって皓幽みたいな才能溢あふれる文化人も守ってることになるんだよね。皓幽に、いつまでもこんな素晴らしい絵を創つくり出してもらえるように）

　頑がん張ばろう、と翠は決意も新たにする。そのための戦いならば、どんな辛い過去でも傷だらけの未来でも、乗り越えられる気がしていた。

「翠、そこの群ぐん青じようを取ってくれないか……翠？」

　怪け訝げんそうな顔でこちらを見ている皓幽の手を、翠はそっと包み込む。

「皓幽」

　こんなあやふやな言い方で、果たしてどこまで伝わるかは分からない。けれど今、どうしても届けたい想いがあった。

「皓幽の手は、きっと神様がくれた命を生み出せる素晴らしい手だよ……だから」

　翠は、祈るように手の甲こうに額ひたいを押しつける。

「私はこの、優しい手を守りたいって思う」

　少しの沈ちん黙もくが流れて、それからそっと抱きしめられた。翠は逆らえずに身を任まかせてしまう。

「ありがとう、翠」

　皓幽の、低く響く心地よい声を翠は彼の胸の中で聞く。幸せだった。

「ずっと自分の絵が嫌いだった……けれど、翠にそう言われると少しだけ好きになれそうだ」

　皓幽が自分の絵を好きではなかったなんて初耳である。天才ゆえの苦悩が色々とあるのだろうか。

　しかし何かを問う前に皓幽は自らすっと身を引くと、改めて翠の顔をのぞき込んできた。

「でも翠は今のままでいい。あんまり無理してそば屋の出前以上のことを成そうとするな。基本、お前は鈍どんくさい。このままでは泣く鼠ねずみがまた増えてしまう」

「……う」

　やはり皓幽は天然系の毒どく舌ぜつ家だ。その純じゆん朴ぼくなしゃべり方が、かえって癪しやくに障さわる。

　何か言い返そうとしたそのとき──。

　バン、と派手な音をたてて部屋の襖が開け放たれる。そこには天下の大将軍が立っていた。

「こら皓幽！　まさか余の翠といちゃいちゃしてはおらぬだろうなっ」

「う、上様」
















　慌てて皓幽から身体からだを離して狼狽うろたえる翠。それを無視して佳継はずかずかと部屋に上がり込み、堂々たる態度で皓幽をビシリと指差した。

　皓幽はさすがに礼儀に適かなった態度を取りつつも、微び妙みように反抗的な声で聞き返している。

「失礼ながら、余の翠とは？」

「聞いたぞ。そこの翠とやら、皓幽の弟子とはいえ余の熱ねつ烈れつな支フ持ア者ンだそうではないか」

「!?」

　一体、どこ情報で聞きつけたのだろう。

「ということは、だ。皓幽、お前は確かに絵の師匠かもしれないがそれだけのこと。翠の心を占めているのはあくまでも余の存在であり、つまり恋の師匠は余なのじゃ」

「はい!?」

　どさくさに紛まぎれて、一体何をぶちかましてくれるのだ、この上様は。

　佳継の暴走を止めるか、それとも皓幽に聞き流してもらうか──咄とつ嗟さの判断が出来ない翠を尻しり目めに、すっと皓幽が顔を上げて静かに言い放った。

「心を占める、ですか。ときに上様？　翠の泣き顔はとても可か愛わいいのですが、上様はご存じありますまい？」

「!!」

　皓幽も何さりげなく喧けん嘩か売ってんのよぉ！　と翠は信じられない思いで振り返った。

「ふん。翠を泣かせる男など、ろくなもんではないわ」

「哀かなしくて泣くばかりが、女心ではありますまい」

　両者、一歩も譲ゆずらない。その間で、翠は本格的に頭を抱え込んでしまう。

　梅つ雨ゆの合間にある見事な青空は、そんな修しゆ羅ら場ばとは無縁であるが如ごとく、明るく元気な光を庭園に届けていた。

　百年続いた江戸の世は、まだしばらく平和を謳おう歌かしていけそうである。

　……たぶん。











（終わり）













あとがき






　こんにちは、神かみ矢や陽ようです。

　まず初めに『浮うき世よりょうらん忍しのび草ぞう紙し』を手に取って頂いてありがとうございます！

　天てん下か泰たい平へいのお江戸にて失業寸前（！）の忍者達の恋と喧けん嘩かの大騒動は如何いかがだったでしょうか？

　スカッと爽そう快かいに笑ってもらって、少～しだけキュンとして頂けたらコレ幸いです。




　いきなりなんですが、私が幼よう稚ち園えん児じのときになりたかった職業ベスト３は『海かい賊ぞく』『忍者』『イルカの調ちよう教きよう師し』でした。滋し賀がに住んでいた私は「ここには琵び琶わ湖こしかないぞ」と兄から知らされ海賊を諦あきらめ（滋賀を出るという発想は園児になかった）イルカが言うことを聞くのは仲良しだからでなくエサで釣つっているからだと聞かされて（いや、本当は心も通い合ってないとダメなんですよ！）なんとなくテンションが下がり、結局、最後まで目指していたのが忍者。

　植物を育てながら毎日それを飛び越える練習を、けっこう真ま面じ目めに取り組んでました。

　……今さらながら、なんてバカな幼児時代だ……くっ……。




　さて。どぉでもいい話はこの辺りにしておいて、恒こう例れいのお礼を。

　大変お忙しい中、お仕事を引き受けて下さった雲くも屋やゆきお様。本当にありがとうござました！

　作中に出てくる「おぉ[image: 〓]　翠すいちゃんの忍び姿、激げきかわゆいっ」という望もち月づきの台詞せりふは、キャララフが上がってきたときの私の反応そのままです（笑）男性陣ももうっ！　みぃ～んな格かつ好こう良すぎて誰に絞しぼればいいか悩むわぁ～……って、別に私が絞らなくてもいいのか。

　そして担当さん。タイトル等、本当にお世話になりました～いつもいつもいつまでも頼りにしてるでござるよ！　さらに校正さんやデザイナーさんにも感謝をっ。毎度〝良い仕事〟ありがとうございます。いつも感心しています。




　そして何より、ここまで読んで下さった読者様に最大級の謝しや辞じを。

　携帯サイト《ぽけっとＢ，ｓ‐ＬＯＧ》にて、翠と皓こう幽ゆうのらぶりぃな日常を掲載中です。さらにブログ『てげてげ堂どう本ほん舗ぽ』でも、ちょっとした番外編を紹介してます。あと、ツイッターで《kamiyategetege》を検索、フォローして頂くと作者のつぶやきのほか、たまに忍者達がジャックして色々情報を流していますので、お暇ひまならのぞいてみて下さいませ♪




　それではまた、お会い出来ることを願いつつ──。




　二〇一一年　猛暑日に


神矢　陽













※携帯サイト「ぽけっとビーズログ」のサービスは終了しております。










著者

神矢 陽

You Kamiya




９月21日生まれ　乙女座　Ａ型

大阪生まれの滋賀育ち　今は京都に在住。

新作は、軽～い明るい忍者達の繚乱活劇。

笑って楽しんでもらえれば幸いですっ♪




ブログ「てげてげ堂本舗」開店中！

http://kamiyayou.blog19.fc2.com/

短編や裏ネタなど充実させる予定ですのでどなた様もお気軽にどーぞ。










イラスト

雲屋ゆきお

Yukio Kumoya




和風、しかもお江戸忍者ものは初めて描くジャンルなのでとても緊張しております。

でもキャラクター達がかわいくてしょうがないので、カッコよく雅に！を目標に頑張ります！
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